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★　第一章　始まりの人　★







　荒こう涼りようとした大地で、カイトは一人、倒たおれ伏ふしていた。

　何日も延々と歩き続けたせいで体力はとうに尽つき、全身に力が入らず、指先一本すら動かすことが出来ない。

　だが、立ち上がることが出来ないのにはもっと別の理由があった。

　これ以上進んだところで、どこに行けばいいというのだろう。

　そんな気持ちが心を蝕むしばみ、己おのれの体を鎖くさりのように縛しばり付つけていた。

　自分には、もう、なにもない。

　帰る場所も、待っている人も、この世界のどこにも存在しないのだ。

　ならばいっそここで、ゆっくりと朽くちていく方がよほどマシだろう。

　カイトは目を閉じ、息を一つつくと、全すべてを諦あきらめようとした。

「どうした、坊ぼう主ず」

　頭上から声が聞こえてきたのは、その時だ。

　半ば強ごう引いんに瞼まぶたをこじ開けると、薄うすれた視界に、くたびれた靴くつが見える。

　視線をゆっくりと上げていくと、そこには一人の男がいた。

　高く昇のぼった太陽が逆光になっているせいで、顔は見えない。

「昼ひる寝ねをするにしちゃ、随ずい分ぶんと居い心地ごこちの悪そうな場所だがな」

　しゃがみこんだ男が顔を覗のぞき込んでくる。だがカイトは答えなかった。答える気も起こらなかった。

　どうでもいい。早くどこかへ消えてくれ。

　そんな想おもいだけがあった。

「坊主、名前はなんていうんだ」

　それでも男はしつこく訊きいてくる。

「どこから来たんだ？」

　何度も、何度も。

「家族はどうした」

　その単語を聞いた時。カイトは無意識的に口元を歪ゆがめていた。

　懐なつかしい言葉だ、と思ったのだ。とうの昔に失ってしまった、いや、元からあったのかどうかすら分からなくなってしまったもの。

「……そうか。お前、行くところがないのか」

　自分の反応からなにかを察したのか、男は言った。

　すると間もなくカイトは、自分の体が宙に浮うくのを感じる。

　男に担かつぎ上あげられたのだと理解したのは、少し後のことだった。

「……なにをする」

　掠かすれた声が出る。放っておいてくれと続けようとした。

「連れていってやるよ。俺おれの家に」

　しかしその前に男は告げる。なんでもないことのように。

「そこで世話してやる。いつかお前に――『居場所』が出来るまでな」

　余計なことをするな、と抵てい抗こうしようにも、その力がなかった。

　仕方なく、カイトは男に身を委ゆだねる。

　次し第だいに眠ねむ気けが訪おとずれ、少しずつ意識が途と切ぎれていった。

　男の手が自分の背中を軽く叩たたく。彼かれの体温が、少しだが、確かに伝わってくる。

　それは、もしかすれば――。

　カイトが初めて感じた、人の温かさだったのかもしれない。




　ゆっくりと目を開けた時、目の前には見慣れた天てん井じようがあった。

　体を起こすと、慣れた重みを感じる。

　布ふ団とんを上げると、ミミとネネが体にぴったりとくっついていた。すっかり日常になってしまった光景だ。尤もつとも最近は、ちょうど週の半分ずつ、自分とイオナの交代になっているようだが。

　二人を目覚めさせないよう抱いたまま慎しん重ちようにベッドを下りて、部屋を出た。

「あら？　珍めずらしいわね。カイトがこんなに早く起きてくるなんて」

　ちょうど、外に洗せん濯たく物ものを出だしていたのだろう、籠かごを持ったラミネと鉢はち合あわせる。

「うん、ちょっとね」

「そう。いつもこうだと嬉うれしいんだけど……っていうか、またこの子達たちは……」

　ラミネが苦笑いをしながら、双ふた子ごを見つめた。

「まあ、まだ眠ねむらせてあげようよ」

　カイトはミミとネネを抱だくようにして、椅い子すに座すわる。

「起こしはしないけど、いつまで経たっても治らないわよねえ、その癖くせ。大人になってもしていたらどうしようかしら」

「最高じゃないか！」

「どこがよ!?」

「え、どこがって、え、どこが!?　全部でしょ!?」

「朝っぱらから親ばか全開ね、この男は……」

　嘆なげくように首を横に振ふって、ラミネは台所に立った。

「なにか飲む？」

「うん、ありがとう」

　ラミネが鍋なべに牛乳を入れて、何かを小さく呟つぶやく。巫術メデイアによって竈かまに火がつき、その上に置いた。

　居間はいつもの騒さわがしさが嘘うそのように静まり返っている。ティアはもちろんだが、ナナルもまだ夢の中なのだろう。

「あ、そうだ。後でティアと買出しに行ってくれない？」

　ラミネが顔をこちらに向けた。

「ほら、来週、子ども達の誕生日でしょう」

「ああ、そうだね。分かった」

　カイトは頷うなずき、胸むな元もとに居るミミとネネを見下ろす。

　自分達もそうだが、【約束の灯ともし火び】の拠点ホームで世話をしている双子、それにリキ、サアラ、イオナは孤こ児じだ。そうなった理由は様々だが、生まれがはっきりしている子もいれば、そうでない子もいる。

　だから誕生日は別々にやらず、一年の決まった日に祝うことにしていた。

「今年の誕生日祝いの料理は何にしようかしらねえ……」

　ラミネが顎あごに手を当てて考えに耽ふける。

「そういえば、養護院に居た頃ころにも一年に一度、お祝いをしたわよね。楽しかったわ」

「ああ、そうだね。ティアがここぞとばかりに食べて、後でお腹なかいっぱいになって動かなくなる、っていうのがお決まりの展開だったな」

「あの子は昔から変わらないわね……」

　その時のことを思い出したのか、ラミネは小さく笑いを漏もらした。

「そこがティアのいいところでもあるんだけどね。……ああ、そうだ。養護院と言えば、懐かしい夢を見たよ」

「どんなの？」

「院長に初めて会った時の夢」

　へえ、とラミネが相あい槌づちを打つ。

「それはまた、確かに懐かしいわね。どうしてるのかしら、院長」

「さあ……まあ、あの人のことだから、元気にやってるよ」

　というよりも、それ以外の姿が思い浮かばないといった方が正しいかもしれなかった。

「それもそうね。しかし、あたし達が養護院を出てから、もう二年になるのか……」

「そうか。もう、そんなになるんだね」

　長かったような気もするし、あっという間だった気もした。

　子ども達と一いつ緒しよに過ごす毎日は、大変だが、楽しいことばかりだったからだろう。

「……おはよう」

　扉とびらが開き、ナナルが現れた。服はいつもの格好だが、長い髪かみには寝ね癖ぐせがついていて、寝ねぼけ眼まなこをしきりに擦こすっている。

「や、おはよう、ナナル」

　振り返って手を上げると、ナナルはびっくりしたように目を丸くした。

「ひゃっ……お、お兄ちゃん、もう起きてたの……？」

「うん。珍しくね」

　ラミネに渡わたされたカップを握にぎりながら答えると、ナナルは頬ほおを紅色に染め、

「そ、そうなんだ。……あわわ」

　と、なぜか慌あわてた様子で必死に髪の毛を直そうとしていた。

「どうしたの。いいんだよ、普ふ段だんしっかりしているナナルの、ちょっと無防備な姿が見れて、オレは大満足だよ！　超ちよう可愛かわいいよ！　さあ、もっと見せておくれ！」

　満面の笑えみを浮かべてカイトが両手を広げると、ナナルは顔を真っ赤にして俯うつむく。

「やめなさいっての」

　直後に頭上めがけてラミネの手刀を喰くらった。カイトは「はぐわっ」と呻うめきを上げる。

「ナナル、ここはいいから顔洗ってきなさい。カイトは朝食の用意手伝って」

「……了りよう解かい」

　洗面所に向けて駆かけ出していくナナルの後ろ姿を見ながら、カイトは手を上げた。




　朝食後、カイトはティアと共に来週の誕生日会用の食材を購こう入にゆうし、皇都を歩いていた。

「ねえ、これぐらいでいいのかなあ。もっと買った方がいいんじゃないかなあ」

　カイトの隣となりで両手に抱かかえた紙かみ袋ぶくろを覗き込みながら、ティアが零こぼす。

「充じゆう分ぶんだと思うけど。他に何がいるの？」

「ええとねえ。お肉でしょ。それにお肉と。後お肉と。お肉に。お肉かな！」

「食しよく卓たくが肉に占せん拠きよされるよ」

「夢のよう」

「君にとってはね……」

　これでティアは冗じよう談だんではなく本気で言っているフシのあるのが、困るところだ。

「ほら、これあげるから、お肉祭りはまた今度ね」

　紙袋から取り出した林りん檎ごを放ほうると、ティアは「うへへ」と奇き妙みような笑いを零しながら片手で受け取り、噛かぶり付いた。こんなこともあろうかと――どんなことだと思いながら――食材とは別にカイトが買っていたものだ。

「そういえば子ども達にはなにをあげようか？」

　口の中で林檎を咀そ嚼しやくし、飲み込んだ後で、ティアが言った。

「ラミネとも話してたんだけどね。リキは槍やりが欲ほしいとか言ってたかなあ」

「剣けんと兜かぶとと盾たてがあるのに？　リキ、なにを目指すつもりなんだろうね」

「さあ……とにかく何でも上手うまくなりたいんじゃないかな。この間なんて、ナナルに小さい鳥みたいな人形を作ってもらって、頭に乗せてたよ」

「なぁに、それ。……ひょっとして、アウロ？」

　アウロとは、異界契約者レテイア・ラクターであるティアが契けい約やくしている幻げん獣じゆうのことだ。

「多分ね。でも、ティアが子ども達の前でアウロを見せたことなんて数えるくらいしかないのに、よく覚えてたよね」

「そうだねえ。なんだかアウロって子ども達が苦手みたいでさ。あんまり出てくれないんだよね」

「なにかあったのかな」

「どうだろうね？　前に出した時、子ども達に寄ってたかってもみくちゃにされたことくらいしか覚えてないからなあ」

　どう考えてもそれだ。と思ったが、カイトはあえて指し摘てきせずにおいた。

「ともあれ、リキには子ども用のやつを買っていけばいいかな。木製の玩具おもちやが売ってたはずだから。それと、ミミとネネはままごと用の食器だよね？」

「うん。前のは古くなったからね。それにミミが前に泥どろを入れた玩具のフライパンを本当に火にかけたせいで、とんでもないことになったし」

　ああ、そんなこともあったなとカイトは遠い目をする。どうも泥に色々含ふくまれていたらしく、物もの凄すごい異い臭しゆうを放った上、木製だったので大いに燃えてしまったのだ。

　ラミネから大いに怒おこられ、しばらく、ミミはおままごと禁止令を出されてしまった。

「まあ、少し前に解禁されたし、新しいのを買ってもいいかもね。扱あつかいには十分、気を付けるように言っておかなきゃいけないけど。後、イオナにサアラは……」

「なんか、あの二人、変わったものが欲しいって言ってたなあ」

「変わったもの？」

「うん。魔ま物ものについて書かれた本が欲しいって」

「へえ。そんなの読んでどうするんだろ」

「ううん。あの二人は読書好きだからね。色んな本を読みたいってだけかも」

　それ以外の目的というと、カイトにもあまり見当がつかない。

「そういえばイオナもサアラも、最近、前よりずっと本を読むようになったよね。しかも今までは物語が多かったのに、色んな専門書に手を出すようになって」

「そういえば、そうだね。なにか勉強してるのかなぁ」

「かもね。あるいは、単純に知らないことを知れるのが嬉うれしいのかも」

　特にサアラは知的好こう奇き心しんの強いところがあるので、ありえる話だ。

「偉えらいねえ。わたしも二人に倣ならって勉強してみようかなあ」

「良い心がけだね。今度、なにか貸してあげるよ」

「ありがと！　じゃあ、一ページに文章が二つか三つだけ並んでいるやつがいい」

「……そんなのないよ」

「ええ!?　わたし最近、それ以上読むと自動的に寝るんだよ!?」

「寝るんだよと言われてもそんな衝しよう撃げき的てきな事実今初めて知ったよ……」

　前より悪化していないか、とカイトは胸中で思った。

「絵本とかどうだい」

「いいね。なんか、美味おいしそうな絵が載のってるのがいいな」

「読んでも食べられないよ？」

「やだな、カイト。いくらわたしでも知ってるよ、それくらい」

　ティアは頬を膨ふくらませた。

「前にやって懲こりたから」

「やったの!?　一回!?」

　既すでに経験済みであったとは、さすがに予想できなかった。

「まあ、それはともかく……。そうだね、なんとかティアにも読みやすい本を探して――」

　とカイトが言いかけた時。

「てめえ、クソガキ、どこ見て歩いてんだ！」

　穏おだやかな午後の空気を打うち砕くだくような、胴どう間ま声ごえが聞こえてきた。

　何事かと見れば、前方でガタイの良い男と、痩やせぎすな男の二人組が、男の子を睨にらみつけている。

「見てみろ！　兄貴の服がびしょ濡ぬれじゃねえか！」

　痩せぎすな男が指差した方向を見ると、確かに兄貴と呼ばれたガタイの良い男の着ている服が濡れていた。対して男の子が手に持っている器に入った飲み物は、半分ほど減っている。どうやら彼かれ等らにぶつかったさいに零してしまったようだ。

　しかし、痩せぎすな男の言い分とは違ちがい、服の濡れた範はん囲いはほんの少しだけだ。大半は地面に撒まかれている。

「ご、ごめんなさい……」

　すっかり怯おびえ切った様子の男の子は、震ふるえる声で謝あやまった。

「ごめんで済むわけねえだろうが！　この落とし前、どうつけてくれんだ、あぁ!?」

　痩せぎすな男が凄すごむと、男の子は体を竦すくませ、目に涙なみだを浮かべる。

「ガキ、お前じゃ話にならん。親はどこだ」

　ガタイの良い男が低い声で言うと、男の子は唇くちびるを噛かんだ。

「どこだって訊いてるんだよ、ええ!?」

　更さらに痩せぎすな男が続けた。それが止とどめになってしまったのだろう。

　ついに、男の子は泣き出してしまった。

「……やれやれ。ティア、ごめん、荷物見てて」

　カイトは紙袋を地面に置くと、歩き出す。

「わたしも行くよ。二人の方が話もしやすいかもだし」

　ティアはカイトの紙袋を拾い上げると、ついてきた。

「いや、何があるか分からないし……」

　とカイトは言おうと思ったが、ティアの目を見て諦める。ちょっとやそっとのことでは引き下がらない、という気持ちが伝わってきたからだ。

「……了解」

　ティアも求索士トレイズだ。多少の荒あら事ごとなら大だい丈じよう夫ぶだろう。

　そう判断し、自分の紙袋を受け取って、カイトは男たちの下へ向かおうとした。

「兄ちゃん達、その辺にしておいたらどうだ？」

　が――その前に、誰だれかが男の子と二人組の前に割って入る。

　三十代半ばほどの男性だった。頭に幅はば広ひろの帽ぼう子しを深く被かぶっているので、顔はよく見えない。少しはみ出た髪は赤茶色。くたびれた革かわ製せいの上着と擦り切れたズボンを身に着けており、腰こしの後ろには、鞘さやに包つつまれた二本の、刃はが短い剣が交差して差さっていた。

「あぁ!?　なんだ、てめえは！　余計なことすっとぶっ殺すぞ！」

　突とつ然ぜん現れた男性に、痩せぎすな男が脅おどしつける。

「真っ昼間から物ぶつ騒そうだねえ。震え上がっちまうよ」

　言葉とは裏腹に、男性の口調には余よ裕ゆうが感じられた。目の前の相手を少しも恐おそれていない様子が見てとれる。

「まあ、落ち着けよ。子どものしたことじゃねえか。ここはひとつ穏おん便びんに済まさねえか」

「すっこんでろ。お前には関係ない」

　痩せぎすな男を押おしのけ、ガタイの良い男が前に出た。

「あー。ま、そう言われちまうとそうなんだがな」

　顎を指で掻かき、男性は息をつく。

「我ながら損な性しよう分ぶんというかなんというか。ほら、目の前にでっかいゴミが転がってたら、目め障ざわりだから拾って捨てたいって思っちまうんだよな」

「……どういう意味だ？」

「ふうん。素行も悪けりゃ頭も悪いってことか」

　肩かたを竦めて男性は、二人組に向かって言い放った。

「子どもに因いん縁ねんつけて泣かせるようなクズを放っておけないってことだ。とっとと消えてくれねえかな、ゴミども」

「てめえ……！」

　いきり立った痩せぎすな男が、男性に向かって手を伸のばした。襟えり首くびを掴つかもうとしたのだろう。

　しかし――次の瞬しゆん間かん、彼は反対に、手首を掴まれて捻ひねりあげられていた。

「あがっ……!?」

　男性は、痩せぎすな男を拘こう束そくしたままで告げる。

「――骨、折るぞ」

　先さき程ほどの軽けい薄はくな口調とはまるで違う、ぞっとするほどの冷たさを孕はらんだ声だった。

「お前……ッ！」

　硬こう直ちよくしている痩せぎすな男の代わりに、ガタイの良い男が殴なぐりかかる。

　しかし、拘束していた相手を離はなすと同時、男性はするりとそれを避さけ、代わりに自分に向けられた腕うでを掴んだ。

「あぶねえな。怪我けがするぞ」

　鈍にぶい音。それは、ガタイの良い男が勢いよく投げ飛ばされて、地面に落とされた際に生じたものだった。

「つまんねえことしてる暇ひまがあったら、ちゃんと働け」

　男性が言い放つと、痩せぎすな男が「くそっ！」ともう一度、掴みかかろうとする。

「待てっ！　もういい」

　しかしその前に、ガタイの良い男が立ち上がった。

「……分かった。これ以上は何もしない」

　実力を悟さとったのだろう、ガタイの良い男がそう言うと、男性は両手を軽く上げる。

「そりゃ、どうも。ああ、ほら、受け取りな。洗せん濯たく代だいだ」

　男性は懐ふところから小さな布ぬの袋ぶくろを取り出して、二人組に放った。

「ふん。……行くぞ」

　ガタイの良い男は布袋をつかみ取ると、踵きびすを返す。

「で、でも、兄貴！」

「うるせえ！　とっととしろ！」

　痩せぎすな男は食い下がったものの、強く怒ど鳴なられ、仕方なくガタイの良い男に従って去っていった。

（……相当な腕うで前まえだな）

　相手の腕を掴んだ時も、投げた時も。

　わずかな時と、必要最低限の動きで行われたことなので、普ふ通つうの人間には何をされたのかすら理解できなかったことだろう。

「大丈夫か、坊主」

　男性は振り返ると、打って変わったように優やさしい態度で地面に膝ひざをつき、男の子の肩に手を置いた。

「ご、ごめんなさい。ごめんなさい」

　涙を拭ぬぐいながら頭を下げる男の子に、男性は首を振る。

「気にすんな。次から気をつけて歩けよ。後、これ」

　男性は二人組に渡したのとは別の布袋を取り出すと、中に指を入れた。

　摘つまみ出した銅貨何枚かを、男の子に渡す。

「新しい飲み物でも買いな。もう零すんじゃねえぞ」

「……いいの？」

「いーんだよ。俺は金を払はらいたくて仕方ない病なんだ」

　薄く笑いを浮かべた男性を見て、男の子も「……なにそれ」とやっと口元を緩ゆるめた。

「ありがとう、おじさん！」

「あいよ。っつーか、そういう時はお兄さんって呼べ」

　冗談交じりに言って、男性が手を上げると、男の子は「さよなら、お兄さん！」と言い直してから、駆けていく。

「さて、と……行くか」

　小さく呟いて、男性は立ち上がった。その拍ひよう子しに、顔がはっきりと確かく認にんできる。

　少し吊つり気味の目に、無ぶ精しようひげの生えた、尖とがった顎。

「――って」

　カイトは目を見開いた。隣にいたティアも気が付いたのか、大きく口を開ける。

「院長!?」「ジャンッ！」

　二人の声が揃そろった。

　男性は「あん？」と言いながら、少し伏ふせていた顔を上げる。

「……おいおい。思ってたより早く再会できたな」

　向こうも予想外だったのか、何度も瞬まばたきを繰くり返す。

「随分と久ひさし振ぶりじゃねえか。元気にしてたか？　カイトに、ティア」

　小首を傾かしげて、男性――ジャンは小さく笑った。




「ほう。では、そのジャンという男はお主にとって育ての親というわけか」

「そうなんだよね。でも養護院を出てから会ってなかったから、びっくりしたよ」

　皇都に住む他の知り合いに会ってくるというジャンと、後ほど合流する約束をした後で、カイトは皇こう宮きゆうに来ていた。
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　フレッサに、少し話があると言われていた為ためだ。

「一体どのような男なのだ？」

「そうだね……」カイトはフレッサからの質問に少し考えて、「なんていうか、不思議な人だな。飄ひよう々ひようとしていて掴みどころがないというか、呑のん気きそうに見えてすごく深いところまで考えを巡めぐらせているというか」

「ふむ。それは中々に興味深そうな人物だな」

「元々は傭よう兵へいをやりながら、世界を旅して回ってたらしいんだけどね」

　その後、ある女性と出会って、結けつ婚こん。

　そのまま彼かの女じよが経営していた児童養護院を手伝うようになった。

　妻となった女性は間もなく病気で亡なくなったが、彼はそれからも院長として、カイト達のような拠より所どころのない子ども達を世話し続けている。

「ウリオス殿どの。ジャンとは、ひょっとして、ジャン＝ガーラントのことか？」

　それまでむっつりと黙だまり込んでいた宰さい相しようのザウドから、思わぬ問いかけが発せられて、カイトは驚おどろいた。

「御ご存ぞんじなんですか？」

「直接の面識はないが、聞いたことはある。少し前、手て練だれの傭兵が居て、雇やとわれた戦いくさでは必ず勝利したとな。最近では噂うわさを聞かなかったが、それまでの稼か業ぎようをやめていたのか」

「ええ。すっぱりと」

「養護院に居たということは、子ども好きなのか？」

「ううん……どうだろうね」

　フレッサの疑問に答えようとしたが、それはカイトの中でもはっきりとしていないことであるのに気付く。

「少なくとも、オレほどじゃないと思うよ」

「当たり前だ。世の中の子ども好きが皆みなお主のようであったなら、えらいことになる」

「どういう意味だよ。オレはごく普通の愛情を示しているだけだよ」

「……あれをごく普通というのなら、大たい抵ていの親は子どもにひどく冷たい態度をとっていることになるな」

「そこまでは言わないけどね。でも、もっと皆、自分が好きなものには感情を示すべきなんだよ。全力で、愛を発揮するべきなんだよ！」

　力説するカイトではあったが、フレッサの同意は得られなかった。

「ま、それはともかく」

「あ、流そうとしてる。そうはいかないぞ。オレの持論が通るまでは何時間でも話し続けるからね!?」

「やめんか。わらわも暇ではないのだぞ！　お主の与よ太た話にいつまでも付き合っていられるか！」

「え、フレッサって忙いそがしいの？」

「これぶつけるぞお主」

　持っていた杖つえを振り上げたフレッサに、カイトは「冗談だよ、冗談」と手で制す。

「服に焼き菓子の欠片かけらがくっついてるから、てっきりそうなのかと思って」

「なに!?　ば、馬ば鹿かな、さっきしっかりと確かめたはず……！」

　フレッサは慌てたように自分の服を見下ろした。

「あ、ごめん、ただの見み間ま違ちがいだった」

「……お主はーっ！」

「皇王様。おやつの時間はまだのはずですが？」

　顔を赤くして立ち上がろうとしたフレッサだったが、ザウドから鋭するどい視線を向けられて、びくりと体を竦ませた。

「ち、ち、違うぞ、ザウド。決してこっそり食べていたわけでは……その、たまたま執しつ務む机づくえになにかこう、良い感じに置いてあったから、つい、こう、手が伸びて……」

「それを置いたのは皇王様では？」

「……そうだの」

　がっくりと項うな垂だれるフレッサ。盛大にため息をつくザウド。ここ数年で日常になった光景だった。

「フレッサが思わぬ被ひ害がいを受けたところで」

「お主のせいであろうが！」

「話ってなに？」

　尤もな指摘を華か麗れいに聞こえなかった振りをして、カイトは尋たずねる。

「……ああ、そうだ。いつまでも無む駄だ話ばなしをしている場合ではなかったのだった。カイト、お主以前、デューという名の幻器クラフト職人の話をしたことがあったな？」

「ん？　ああ、したね」

　とある依い頼らいで魔物が棲すむという森に行った際、出会った人物だ。

　凄すご腕うでの持ち主で、カイトの生み出す多大な霊素マリアス量にも耐たえ切る幻器を作り出し、報ほう酬しゆうとして渡してくれたことがある。

「その際、デューがある人物に大量の幻器の注文を受けたと申したな」

「うん。申したね。なんか綺き麗れいな女の人だったとか聞いたけど」

「そのことで少し、こちらでも調べてみたのだ。と言ってもあまりに情報が少なすぎる故ゆえ、少々、難航したが――最近、少し変わったことを聞けてな」

「変わったこと？」

「賢けん人じん会議は知っておろう」

　カイトは頷いた。フレッサが定期的に設けている会合で、皇国の属国を統治する王達と話し合いをする場らしい。

「オレのこととか言ってたんだっけ」

「それは……まあ、話すこともあるな」

　フレッサは言葉を濁にごしたので、カイトは肩を竦める。

「別に気にしなくていいよ。大したことじゃない」

「……そうか。それは何よりだが」

「まあ、オレは気にするけどね」

「何よりではない!?」

「嘘、嘘。それで、その会議がどうしたの？」

　こちらの言葉に仰のけ反ぞっていたフレッサは、咳せき払ばらいした。

「まったく、つまらんことをさっきから……いやな。そこで各国の王から奇妙な報告があった。実は世界各地でお主が言うような女が目もく撃げきされているらしい」

「へえ。どうしてそれが分かったの？」

「こちらが居場所を把は握あくしていた霊素改造人間マーシアスたちと、接せつ触しよくしていたからだ」

　迂う遠えんな表現を使ったが、つまりそれは、カイトと同じような存在を、こちらと同じように監かん視ししていたということだろう。

　とは言え、そこを今いま更さら追つい及きゆうするつもりもなければ、その必要も感じなかった。

　あれだけ強大な力を持つ者達だ。大国の統治者として、放置しておくわけにはいかなかったのだろう。

「見つかってたんだ。あの施し設せつに居た人達」

「何人かはな。ただ、誰も特に目立った動向はしていなかったので、静観していただけだ」

　フレッサも特に弁明するつもりはないようだ。こちらの気持ちを察したのかもしれない。

「なにを話してたの？」

「詳くわしくは分からぬ。人目を避けるような場所に居た為、あまり目立って聞けるわけでもなかったのでな。ただ――最初に『私と世界を変えるつもりはないか？』というようなことは口にしていたらしい」

「世界を……変える……」

　どこかで聞いたことのある響ひびきだと思った。

　少し記き憶おくの糸を手た繰ぐり寄よせたところで、辿たどり着つく。

「バートが、同じことを言ってたな……」

「バートとは、先日行ったナヴァイアに居た兄妹きようだいの兄の方か」

　カイトは頷いた。

「彼もその女に会ったと話してた。もっとも、誘さそいには乗らなかったみたいだけど。ただ彼が使ってる幻器は、その時、彼女にもらったものだそうだよ。オレが持ってるのと同じで、膨ぼう大だいな霊素量を全すべて吸収できるすごい幻器だった」

「……ふむ。では、間ま違ちがいなさそうだな」

　そう。その女性こそ、デューに幻器を発注した人物なのだろう。

「でも、どうして霊素改造人間達の居場所が分かったんだろう？」

「そのことだが、実は思い当たる節がないわけではない」

　フレッサが腕を組んだ。そうした態度をとると、彼女が座っている大き過ぎる椅子と相反して、妙みような可愛かわいらしさを生む。

「実は少し前の話だが、皇宮が盗とう難なんの被害に遭あった」

「盗難？　それはまた、随ずい分ぶんと度胸があるね」

　たとえ小国の王城であったとしても、侵しん入にゆうするには相当の腕が必要だ。

　まして複数の国を従え、大陸を支配する皇国の中心地である。

　当然だが警備は通常よりずっと厳重で、それこそ鼠ねずみ一匹ぴき、いや、小さな虫ですらも足を踏ふみ入いれることは容易でないだろう。

「わらわもそう思った。ただ、盗ぬすまれたものに大したものはなかったようだ」

「そうなの？」

「うむ。盗ぬす人びとは皇宮にある倉庫の幾いくつかに忍しのび込んだ。しかし、内部は荒あらされていたものの、目立って重要な何かが消えたということはなかったようだ。ただ、後の調査によって、その内の一つには【竜を喰らう者デイオ・マギス】に関する資料があり、名めい簿ぼも存在していたことが分かった」

「名簿……それはオレ達の、だよね」

「そうだな。当時、施設で作られたものと、こちらで把握している霊素改造人間たちの、現在の状じよう況きようについてが記されたものだ。その時は犯人が一体何の目的だったかも分からず、後の動向を探さぐるものも見つからなかったので、調査も思うように進まなくてな。お主には進展があってから、伝えようと思っていたのだが」

　もし盗人が件くだんの女性であるとすれば、事件は途と端たんに重要性を帯びてくる。

「霊素改造人間の名簿や資料を持った人物が、そこに載っている人と会っている……」

　これが意味するところは、一つだった。

「仲間を集めている、ということかな」

「恐らくはな。だが資料に載った者達や、それ以外にも探し当てるとなると、そう簡単なことではあるまい。恐らく、随分と前から計画としてはあったはずだ」

「一体、何者なんだろうね、その女性は」

「分からぬ。だが、気を付けた方が良い。何が起こるか見当もつかないからな」

　そうだね、とカイトは頷く。

「でも、まあ、何があっても、オレがなんとかするよ」

「随分と気軽に言うな。とんでもないことが起きたらどうする。お主一人でとても対応できないようなことがな」

「その時は……まあ、その時だね」

　なんとかなるような気がする。本当に感覚でしかないが。

「……やれやれ。お主の楽観的なところは少し羨うらやましいな」

「そうかな？　真似まねしてもいいよ」

「出来んわ。わらわはお主と違って神経質なのでな」

「そうなんだ。へえ、それは大変だ……ところで、子ども達たちがフレッサにまた会ったら渡してって、色々託たくされてるんだけど。人形とか木の実で作った首くび飾かざりとか」

「なんだと!?　なぜそれを先に言わん！」

　フレッサは椅い子すから立ち上がると、凄い勢いで走り寄ってきた。

「皇王様、はしたない真似はお止め下さい」

「ええい、そんなもの、構ってられるか！」

　カイトから大き目の袋ふくろをもらって、フレッサは中身を覗のぞき込みながら、目を輝かがやかせる。

「……君だってオレと似たようなものだと思うけどなあ」

　こちらのぼやきは、夢中になっている彼女の耳には、届いていないようだった。




「ご無ぶ沙さ汰たしてしまってすみません、院長先生。忙しくて中々、そちらに行けなくて」

　ジャンに紅茶を出しながら、ラミネが頭を下げた。

　皇宮から帰ったカイトが合流し、彼を拠点まで案内してきたのだ。

「いいっていいって。手紙はくれてたし、それで十分だ」

　口の片方をわずかに上げると、ジャンは手を振ふる。

「で、でも、どうしたんですか、突然、皇都に来るなんて……」

　ジャンの隣に座すわったナナルが問とい掛かけると、

「別に大した理由はねえよ。皇都と、その近くにいる知り合いに幾つか用事があってな。ついでにお前達の顔を見て帰ろうと思っただけだ」

「そうだったんだ。会えて嬉うれしいよ！　大きくなったね、ジャン」

　ティアが無む邪じや気きな顔で言った。

「俺おれはもうこれ以上でっかくならねえよ。お前達こそ二年でえらく成長したな」

　カイト、ティア、ラミネ、ナナルの順に見回しながら、ジャンは感かん慨がい深ぶかげに告げてくる。

「求索士になって養護院を出るって時は、子どもに毛の生えたようなモンだったが。すっかり大人の顔しやがって」

「いえ……あたし達なんて、まだまだですよ」

　ラミネが照れたようにはにかんだ。

「謙けん遜そんしなくてもいい。てめえで働いて飯食ってるんだったら上等だ。俺がお前らの歳ぐらいの時はもっとひどかったしな」

　小さく笑って、ジャンはカップから紅茶を一口飲んだ。

「ところでお前ら、ここで子ども達を育ててるって聞いたが。どこにいるんだ？」

「ああ。小さい子達は、今、お昼ひる寝ねしてます。もうそろそろ起きてくる頃ころだと思いますが。サアラとイオナは？」

　カイトが尋ねるのに、ナナルが口を開いた。

「さっき、二人で出かけて行ったけど……」

「……ただいま帰りました」

　と、丁度良く、玄げん関かんの扉が開く音がして、サアラとイオナが顔を見せる。

「あ、おかえりー。どこ行ってたの？」

　ティアが笑え顔がおで手を振った。

「はい。少し買いたい本がありまして。……あれ？　お客様ですか？」

　イオナがジャンを見て、不思議そうな顔をした。

「紹しよう介かいするよ。オレやティア達が居た養護院のジャン院長先生」

「え!?　そ、それは、あの、なんていうか……は、初めまして」

　カイトの言葉に、イオナが慌てたように一礼する。サアラも眼鏡の奥おくの目を少ししばたたかせ、同じ動作をとった。

「おう。初めまして。お前達がイオナにサアラか。よろしくな」

「よろしくお願いします。……そうですか、あなたが」

　サアラはじっとジャンを見つめ、

「カイト兄、ティア姉、ラミネ姉、ナナル姉がお世話になりました」

　もう一度、深々と頭を下げた。

「ははっ。お世話ってほどのことはしてねえよ。それにしても、しっかりとしてんな」

「ええ、そうなんですよ。サアラはまだ十三歳だというのに非常にしっかりとしていて真ま面じ目めで責任感が強くて、それなのにたまにちょっとうっかりしちゃうところもあって、そこがまた魅み力りよくといいますか最高といいますかですね」

「カイト兄、静かにしてください」

　怒ど涛とうの如く喋しやべり出したカイトは、サアラにぴしゃりと叱しかられて、「……はい」と俯うつむく。

「……お前、随分と変わったな、カイト」

　ジャンは驚いた様子を見せた。

「あ、そっか。手紙では伝えてなかったよね。カイト、拠点の子ども達にはこうなるの」

　大部分を端折はしよって、ティアが説明する。

「こうなるのって……なんでこうなったんだ」

「……なんでだっけ？」

　ティアが問い掛けたが、ナナルは戸と惑まどった表情を見せ、ラミネは「さあ？」と両手を上げるだけだった。

「そうか。二年でも色々あるもんだな……」

　しみじみと、ジャンが呟つぶやいていると、

「おはようー」

　不意に寝しん室しつから声が聞こえて、全員が振り返った。

　ミミ、ネネ、リキが大きく欠伸あくびをしながら、居間に入ってくる。

「……あれ、知らない人がいる」

　リキがジャンを見つけて、声を上げた。

「ミミ、ネネ、リキ、ご挨あい拶さつして。ジャン院長先生よ。ほら、前に話したでしょう。あたし達が昔住んでいたところに居た人」

　ラミネが紹介すると、ミミとネネが「「あー！」」と突然、同時に叫さけんだ。

「ミミ、しってる！　酔よっぱらって屋根に登ったひとだ！　はじめまして！」

「ネネもしってる！　階段からころがりおちて逆さまになったひとだ！　はじめまして！」

「おれも知ってる！　いつもごはんまっくろこげにしちゃうひとだ！　はじめまして！」

　最後にリキが言うと、

「はい、初めまして。……お前ら、人の恥ち部ぶばっかりばらしやがって」

　ジャンに睨まれたので、カイト達はそっぽを向いて口笛を吹ふいた。

「それより、院長、紹介させて下さい。こちらの二人がミミとネネ。顔がそっくりでしょう。双ふた子ごなんですよ」

　カイトはミミとネネの後ろに回ってしゃがみこむと、二人の肩を抱だく。

「でもミミは好こう奇き心しん旺おう盛せいで何にでも一いつ生しよう懸けん命めいになれる良い子で、ネネは大人しくて恥はずかしがり屋やさんですけど、優しくて手先が器用な、やっぱり良い子なんです！」

「ミミです！　コーキシンオーセーでイッショウケンメイです！」「ネネです……」

　勢いよく手を上げた姉の後ろに隠かくれつつ、ネネが囁ささやくように言った。

「ミミ、コーキシンオーセーとイッショウケンメイって、なあに？」「知らないっ!!」

　次いでネネが小声で問いかけたことに、ミミが元気よく返事する。

「知らないのにあれだけ堂々と言ってたのかよ。すごいなお前」

　ジャンが頬ほおを掻いた。

「褒ほめられたっ！」「ミミ、すごい！」

　双子は意味が分かっていないのか、手を合わせてその場で踊おどり始める。

「後ね、こっちはリキっていうんだ。ちょっとやんちゃなところはあるけど、行動力と勇気に溢あふれた良い子だよ！」

　カイトは手を伸ばしてリキを抱き寄せた。

「リキです！　将来、求索士になります！」

「おー、そうか。たっぷり金稼かせいでカイト達を楽させてやれ」

「はい！　カイト兄ちゃん達が苦しんでたら、楽にしてあげます！」

「いや、リキ、それだとちょっと意味違ってきちゃうから」

　ラミネの指し摘てきに、リキはきょとんとした顔をする。

「こっちはさっき言いましたよね。サアラです。でもまだ語り足りないところがあるんですが……」

「カイト兄」

「……やめておきますね！　こっちはイオナ。二人ともオレなんかよりよっぽど大人で、しっかりしていて、子ども達の面めん倒どうをよく見てくれているんです！」

　立ち上がったカイトに肩を叩たたかれて、イオナは「よろしくお願いします」と頭を下げた。

「おう。しかし、手紙で読んではいたがすげえ数だな。この子らを全員、お前達で世話してるのか」

　子ども達を見回しながら、ジャンが感心したように述べる。

「うん。でも皆、カイトが言うように、良い子だから。全然苦労してないよ」

　ティアが笑顔になると、ジャンは「そうかい」と口こう端たんを上げた。

「それにしても、カイトが子育てねえ。昔とはえらい違いだな」

「そんなに違うのですか？」

　サアラが小首を傾げると、ジャンが肩を竦めて、

「それはもう、全くな。こいつ、昔はむっつりしててなあ。誰にも近づかないし、誰も近づけさせないし。オレも厄やつ介かいな奴やつを拾っちまったなと思ってたもんさ」

「へえ……今からでは想像もつきませんね」

　イオナがしげしげとこちらを見つめてくる。

「ただ、ある時から――そうさな。ティア達と親しくなったころから、随分と変わったな。何かあったんだろうとは思ったが、教えてくれねえから、俺もまだ知らねえんだが」

「……そうなんですか。なにがあったんですか？　ティア姉」

　サアラが問い掛けるも、ティアは笑えみを浮うかべたままで唇に指を押し当てた。

「ふふふ。それは内ない緒しよなんだよ。わたしと、ラミネと、ナナルと、カイトだけのね」

「えー。ひみつ、ずるい！　おしえて！」「おしえてー！」

　双子が抗こう議ぎするも、ティアは、

「だーめ。いつか、皆が大人になったらね。話してあげる」

　彼女にしては珍めずらしい程ほどに、口が堅かたかった。

　カイトはラミネやナナルと目を合わせて、微笑ほほえみ合う。

「ちぇー。……あ、そうだ。ねー、ねー、ジャンさん、ジャンさんも求索士なの？　カイトと同じで二つ剣けんもってる！」

　リキが、ジャンの傍そばに立てかけてあった彼かれの得物を指差す。

「いや、俺は求索士じゃねえよ。持ってるのは護身の為と、昔の名残なごりだな」

「むかし？　むかしって？」

「傭兵って分かるか？　まあ、なんだ。世界中を回って、お金をもらう代わりに兵士をしてたんだ」

「へー！　世界！　なんか格好良い！」

「ジャンは、強いんだよ。カイトに剣を教えたんだから」

　ティアの言葉に、リキは目を輝かせた。

「すげー！　おれ、知ってる。そういうの、シショーっていうんだろ。ジャンさんはカイト兄ちゃんのシショーだ！」

「シショーだ！」「シショーだー！」

　リキに続いて、ミミ、ネネも盛り上がる。ただ後の二人は意味が分かってはしゃいでいるのかは、いささか怪あやしかったが。

「師し匠しようなんて大したモンじゃねえけどな」

　ジャンは頭を掻いた。

「そんなことないですよ。院長のおかげで今、求索士をやれているようなものです」

　カイトは首を横に振る。実際、戦せん闘とうの基き礎そから叩きこんでもらったおかげで、それなりの腕前になれたのだ。

「ねー。カイトとジャンさんは、どっちが強いの？」「つよいのー？」

　顎あごに指を当て、可愛らしく首を傾げるミミとネネ。

「そりゃ、院長先生じゃない？　なんたって、師匠なんだから」

「……うーん。どうなんだろう……ね。ジャン院長先生も、カイトお兄ちゃんも、すごく強いし……」

　ラミネの言葉にナナルは悩なやんだ。

「面白おもしろいじゃねえか。カイト、ちょっと勝負してみるか？」

「ええ!?　いや、院長には勝てませんよ」

　ジャンの提案にカイトは微び苦く笑しようする。

「わかんねえぞ。お前も現げん役えきの求策士として体張ってんだろ。おまけに成長期だ。比べてこっちは体が衰おとろえていくばかりの中年だからな」

　自身の双そう剣けんを手にとると、ジャンは立ち上がった。

「庭でいいだろ。軽く手合わせしてくれよ」

「ほ、本気ですか？」

「本気だ」

　にやりと笑って、ジャンは拠点の外に出て行く。

「いいじゃん、カイト。やってみようよ。わたしも見てみたい」

「そうね。久し振りに院長先生と出会えたことだし、良い機会ってことで」

「が、頑がん張ばって、お兄ちゃん……」

　ティア、ラミネ、ナナルに後あと押おしされた上、見ると、ミミ達はなんだか楽しそうなことが始まりそうだと、興奮しきっている。イオナやサアラも興味がありそうにこちらの反応を待っていた。

「参ったな……分かったよ」

　カイトは頷うなずいて、自室へ戻もどると、双剣を持って庭に向かう。

「そう気負うなって。余興みたいなモンだ」

　屈くつ伸しん運動をしていたジャンが、腰こしの剣を鞘さやごと抜ぬいた。

「まあ、そうですね。じゃあ、宜よろしくお願いします」

　カイトも同じく、鞘に包つつまれた得物を構える。

（とは言え、相手が相手だ。油断は出来ないな……）

　なにせ養護院に居た頃、カイトは一度としてジャンに勝てたことがなかった。

　霊素の量からすればこちらが圧あつ倒とう的てきだが、純じゆん粋すいな身体能力と腕から言えば、向こうが上だ。

「あいよ。そんじゃ、いくか」

　ティア達や子ども達が見守る中、ジャンは軽く跳とんだ。

　その足先が、地面に着くか着かないかという瞬しゆん間かん、

「お手並み拝見、と」

　突とつ如じよとして目の前に現れたジャンが、右手の剣を振り下ろしてきた。

　カイトは急ぎ左手の刃やいばでそれを薙なぎ払い、すかさず右を突つき入れる。

　しかしその時にはもう、相手の姿は得物が届く範はん囲いの外だ。

　かと思えば剣けん先さきのすぐ傍を駆かけ抜け、ジャンが接近してくる。

　続いて怒涛の如き連撃が放たれた。目にも止まらぬ速度で次々と攻こう撃げきが迫せまる。

　カイトは一つ、また一つと捌さばきながら、好機を待った。

　何度目の攻こう防ぼうを経へただろう。

　不意に、ほんのわずか――。

　本当に瞬しゆん間かん的てきなものでしかないが、カイトはジャンの動きと動きの間に存在する隙すきを見つけた。

　それを逃のがさず、大だい胆たんに踏み込むと下段から剣を振り上げる。

　鈍い音と共に、ジャンの双剣がその手から離れ、同時に宙へ浮いた。

　完全に無防備になった胴どう体たいに、カイトは左右から刃を挟はさみ込む。

　決まった、とそう思った。

　――直後、ジャンはこちらの剣を両の拳こぶしで叩き落とす。

　態勢が崩くずれたカイトに向かって、落下してきた得物を掴つかみ取とった向こうが切っ先を突きつけてきた。

　しかし、こちらも同じく、強ごう引いんな姿勢のままで剣を向けている。

　互たがいに刃が間近にある状態で、静止した。

「ここまで、だな」

　真しん剣けんな顔をしていたジャンがふっと笑う。張りつめていた空気が、途と切ぎれた。

「……はい。ありがとうございました」

　カイトは剣を引っ込めると、深々と頭を下げる。

「すげえ！　カイト兄ちゃんもジャンさんもすげえ！」「すげー！　すげー」「しゅげえ！」

　リキ、ミミ、ネネが力ちから一いつ杯ぱいの拍はく手しゆをすると、ティア達も続いた。

「皆、ありがとう。……それにしても、どこが『衰えるばかり』ですか。昔と全く変わってませんよ」

　カイトは呆あきれると、ジャンは口端を上げる。

「分かってねえな、お前は。変わってないってことは上手うまくもなってないってことだろうが。俺はここまでなんだよ。でもお前はどうだ。昔に比べりゃ、遥はるかに上達してやがる。その証しよう拠こに、結果は相打ちだ」

「まあ、それはそうですが……」

　一方的にやられるだけであった頃より、少しはマシになっているということかもしれない。

「そうだよ、すごいよ、カイト。あの院長先生と渡わたり合あってたよ！　強くなってる！」

　ティアが両手を握にぎって、力説した。

「う、うん。お兄ちゃん、格好良かった……」

　ナナルが手を置いた頬を朱しゆに染めれば、

「確かにそうね。改めて見せられるとカイトの腕うで前まえを実感させられるわ」

　ラミネもまた感心するように腕うでを組んだ。

「ええ、圧あつ倒とうされました。さすがというか……やはりカイト兄さんは実力者ですね」

「……そうですね。カイト兄の戦いを目の前で見たのは初めてでしたので、少々、驚きました」

　イオナが称しよう賛さんすれば、サアラもまた頷いた。

「いや、あんまり褒められると照れるんだけど……」

　気き恥はずかしくなってきて、カイトは俯く。

「……しかし、そうか。ついにお前に追いつかれちまったか」

　感慨深げに、ジャンが呟いた。

「ええ。でも、まだ勝ててはいませんから。オレもまだまだです」

　カイトが決意を固めていると、ジャンは「なにを言ってやがる」と肩かたを竦すくめる。

「剣だけじゃねえ。家を構えて、子どもまで育ててるじゃねえか。十分すぎるくらいだよ。……いや、カイトだけじゃねえ。ティア、ラミネ、ナナル」

　ジャンが場に集まっている四人を順番に見て言った。

「――お前達、立派になったな」

　その言葉に、カイトは胸が熱くなるのを感じる。自分だけでなく、ティア達もそのようだった。自然と、揃そろって、笑顔になっていく。

「ありがとうございます。院長のおかげです」

　カイトが告げると、ジャンは「よせ、よせ」と手を振った。

「お前達がここまでやれたのはお前達自身の力だ。俺は何もしてねえよ」

「そんなことありませんよ。……そうだ。良かったら晩ばん御ご飯はん、食べていってくれませんか。院長先生の好きなもの、用意しますから」

　ラミネが手を合わせると、ナナルも同意するように顎を引く。

「いいのか？　んじゃ、お言葉に甘あまえるとするか」

　ジャンは微笑むと、子ども達を前にして、

「オレもお前達の飯の席に混ぜてもらえるか？」

　その問いに、子ども達は声を合わせて「はい！」と叫んだ。

「ジャンの好きなものってなんだっけ。肉？」

　ティアが首をひねる。

「そりゃお前が好きなモンだろう、ティア」

「じゃあ、甘いものかー」

「それもお前が好きなモンだな」

「分かった！　お肉だ！」

「だから……ってお前、永遠にこのやりとり繰くり返すつもりか」

　ジャンはティアの頭に手を置いて、くしゃくしゃと乱雑に撫なでた。

　その後、食しよく卓たくにはいつもより豪ごう勢せいな料理が並んだ。カイトは久方ぶりにジャンと話をし、まるで数年前に戻ったかのような気分を味わう。

「しかし、カイトはティア達と友達になってから明るくなっていったんだが、その代わり、色々積極的になり始めてな。おまけにしつこい」

　酒の入った杯さかずきを傾かたむけながら、ジャンは子ども達に話した。

「剣を教えてくれって言うからそうやったら、当然、素人しろうとだし子どもだから負けるだろ。なのに悔くやしいのか何度も何度も挑いどんでくるんだよな。終しまいには洗せん濯たくしてる時とか、飯作ってる時にまで勝負しかけてくるから参ったよ」

「いや、あれは、なんていうか、院長に勝ったら一人前だって思ってたもので……」

　カイトはかつてを思い出して、なんとも言えない気持ちになりつつ、

「というか、やめてくださいよ。子ども達に昔のことを言うのは」

「どうしてよ、いいじゃない。子ども達が知らないカイトの姿、教えてあげればいいのよ。ほら、もっとないんですか、院長先生」

　ラミネがにやにやとしながら、ジャンを促うながした。

「んん、そうだな。もちろんあるぞ。あれはいつだったかな。夜中に寝室でごそごそしてる奴がいたから、こんなところに泥どろ棒ぼうでも入りやがったかと警けい戒かいしながら足を踏み入れたら、ベッドのシーツを入れ替かえてたんだよな。なんでそんなことをしてるのかと思ったら、派手に寝ね小しよう便べんをしてて」

「だから、やめてくださいって、子どもの時じゃないですか……って、あれ？　それ、オレの話じゃないですよね？」

　カイトが眉まゆを顰ひそめると、ジャンは頷いた。

「ああ。ラミネの話だ」

「って、ええええええええ！　ちょっと！　なに話してるんですかっ！」

　ラミネが顔を赤くして、机を強く叩く。

「お前がもっとないのかって訊きいてきたんだろうが」

「違ちがいますよ！　カイトの話です、カイトの！」

「カイトのことばっかり言うのも不公平だろ」

「ラミネ、おねしょしたの？」「したの？」

　ミミとネネが無邪気な顔をしてラミネを見上げた。

「む、昔ね！　もっと、ずっと、小さい頃の話ね!?」

「そうなんだ。ミミはしないよ！」「ネネもしない！　……たまにしか」

「そうか。偉えらいな」ジャンは酒を一口飲んでから続ける。「ラミネはお前たちよりもっと年上の頃までやってたぞ」

「や、や、やってません！　ねつ造！　ねつ造です！」

「はっはっは。どうだったかな」

　ジャンは棒読みの口調で言って、魚のムニエルにフォークを突き刺さした。

「ラミネも今はしっかりしてるけど、養護院に居る頃は割と色々やってジャンに怒おこられたよねえ」

　ティアが至福の表情で肉の煮に込みを口にしながら告げる。

「そういうティアだって、しょっちゅう叱られてたじゃない。いつだったか、高い木に登って降りてこなくてさ。院長先生が何度説得しても動かないから、結局、そのまま一晩過ごしたのよ」

　ラミネが思い出話を始めた。カイトには覚えのないことなので、恐おそらく自分が養護院へ来る前のことなのだろう。
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「ああ、あったねえ。いや、あれは、流れ星を取ろうと思ってさ」

「流れ星？」

　カイトが首を傾かしげると、

「ほら、流れ星が消える前に三度、願いごとをすると叶かなうっていう伝説聞いたことない？　でもどうしても間に合わなくて、だったら捕つかまえて飾かざっておけばいいと思って、網あみ構えてたの」

「……ティアらしい独特の発想だね」

「えへへ」

　いや、褒めてはいない。照れ笑いを浮かべたティアに対して、カイトは胸中で突っ込んだ。

「でも……お姉ちゃん、結局、捕まえられなかったね……」

　ナナルが、リキの頬についたソースを布ふ巾きんで拭ぬぐいながら言った。

「そうなんだよね。惜おしいところまではいったんだけど」

「いったの!?　惜しいところまで!?」

　カイトは驚きよう愕がくしていると、ジャンが首を横に振る。

「単に石ころ拾ってきて、『これが流れ星だ』って主張してただけだ。何度言っても意見を変えないから、最終的にオレも肯こう定ていするしかなかったんだが」

　その頃から、ティアの意志の固さは変わっていないようだった。

「まあ、他にも寝ねぼけて養護院にあった保存食を全部食べちまったり、伝説の魔ま物ものを見つけに行くって黙だまって出かけちまったり、ティアの話には枚挙に暇いとまがねえよ」

「……ティア姉は今も昔もティア姉なのですね」

　何やら納なつ得とくがいったように、サアラが頷く。

「まあ、その代わり、養護院の子どもには人気があったし、ティアが居たおかげで喧けん嘩かもあんまり起こらなかったけどな。あっても、すぐに収まったり」

　そういえば、そうだった。カイトはかつてのことを思い出す。

　何かがあって不ふ機き嫌げんになっている子も、ティアが話しかけると、いつのまにか笑顔になっていたものだった。

　彼かの女じよは何か、人の心をほぐす不思議な力のようなものがあるのかもしれない。

「ねえ、院長ー。ティアやあたしのことはいいからさぁ、カイトの話をして下さいよ、カイトのぉ」

　その時、妙に間延びした声で、ラミネが言った。

「いや、あのね、ラミネ……」

　止めようとしたカイトだったが、ラミネの顔が少し赤くなっているのに気づく。耳と尻尾しつぽも力無く垂れ下がっていた。

「……ラミネ、ひょっとして院長のお酒飲んだ？」

「飲んでないにゃあ」

　これは飲んでいる。カイトは言動ではっきりと悟さとった。

「お姉ちゃん、ダメだよ、あんまり飲んじゃ……院長先生のお酒、強いんだから」

「あらぁ、ごめんねぇ、ナナルぅ」

　ナナルに注意されるも、まったく聞いていない様子でラミネは彼女に抱きつく。

「ウフフ、ナナルの肌はだはすべすべねえ。ずっとこうしてすりすりしていたいにゃあ」

「はわわ。お、お姉ちゃん、恥ずかしいよ」

　ラミネに頬をくっつけられて、ナナルは顔を赤らめた。

「良いではないか、良いではないか、減るものではなし」

「やめなよ、完全におっさん化してるよ、ラミネ……」

　カイトが止めると、ラミネは細めた目でこちらを睨にらみつけてくる。

「にゃによぉ。いつもいつも、カイトだけ子ども達を独どく占せんしてさぁ。たまにはあたしだって、こうやって可愛がりたいのよぉ。ねぇ、サアラぁ」

　次いでサアラに手を伸のばしたが、

「お水入れてきます」

　素す早ばやく立ち上がってそれを避さけたサアラは、台所へと向かった。

「よく教育されてんな……っていうかラミネは相変わらず、酒が弱いのか」

　ジャンは、面白い生き物でも観察するような目でラミネを見る。

「ええ、まあ。普ふ段だんあんまり飲まないから、余計にですかね」

「今日はまだマシな方だよね。この前は踊ってたし」

　カイトの言葉にティアはしみじみと頷いた。

「そういやガキの頃もオレの酒を間ま違ちがって飲んで、フラフラになって歌唄うたってたっけな」

「ああ、ありましたね。妙みように頭に残るというか、独特な音階でしたけど」

　夢にまで流れてきてうなされたこともあったな、とカイトは懐かい古こする。

「ほーら、あなた達もこっち来てぇ、大好きだにゃー」

　三人で会話している間にも、ラミネはナナルに加え、ミミ、ネネ、リキ、イオナまで抱き寄せていた。

「い、いや、ラミネ姉さん、ちょっと、近い……」

　ミミ達は無邪気に喜んでいるも、イオナだけは照れているのか戸惑っていた。

「ま、いいじゃねえか。仲が良くてよ」

　ジャンは酒を飲みながら、和なごやかな眼まな差ざしをラミネ達に向ける。

「そうですね……そういえば、院長、いつ頃ごろまでこっちに居るんですか？」

「ん？　そうさな。二、三日はゆっくりしようと思ってるが」

　カイトの問いに、ジャンは答えた。

「そうなんだ。じゃあ、それまで拠点に居てね……と言いたいところなんだけど、ちょっと用事があるんだよねえ」

　ティアは眉み間けんに少し皺しわを寄せる。

「用事？」

「うん。明日、依い頼らいで出かけなきゃいけないんだよね。出来るだけ早く解決して欲ほしいってことだったから、あんまり日を延ばせないし」

「ああ、そういえば、そうだね」

　どうしたものか、とカイトも逡しゆん巡じゆんした。

「まあ、皇都を出て少し行ったところにある洞どう窟くつから、ある病に効く薬草を採取してくるっていう簡単な内容だから。半日もあれば行って帰ってくることは出来るはずなんですが」

「なんだ、そんなら留守番しておいてやるよ」

「……いいんですか？　せっかく皇都に来たのに」

　ナナルが、酔ったラミネに頬を寄せられながらジャンに恐きよう縮しゆくしていると、

「別に構わねえよ。どうせやることもないしな。子ども達の面倒くらいなら見ててやるよ」

「……そうですか。すみません。じゃあ、お願いしてもいいですか？　なるべく早く帰ってくるので」

　カイトが頭を下げるのに、ジャンは「焦あせらなくてもいいって」と少し笑った。

「な、明日、俺と一いつ緒しよに過ごしてくれねえか？」

　ジャンが子ども達たちに問いかけると、ラミネにもみくちゃにされていた彼かれ等らは、

「うん！　すごす！」「すごすー！」「おれもいいよ！」

　そう、しごく素す直なおに了りよう承しようした。

「ミミね、おままごとしたい！」「ネネ、おかあさんのやく！　じゃんさんはいぬ！」

「犬かよ。そこはお父さんとかだろ」

「おとうさんはいないの。旅に出て、長いあいだ、帰ってこない……」

「なんでそんな設定が重いんだよ」

　ジャンが苦く笑しようすると、リキが飛とび跳はねる。

「ジャンさん、剣おしえてよ、剣！」

「いいぜ。ただ俺の指導は厳しいぞ」

「のぞむところだっ！」

「ミミね、あと、お人形さんあそびもする！」「ネネも！　ネネは、追いかけっこもしたい……」

「ジャンさん、訓練！　訓練しようー！」

　立て続けにされた子ども達からの要求を、ジャンは全すべて「分かった、分かった」と快く請うけ負おう。

「そういうわけだからよ。安心して行ってこい」

「うん！　ありがとう、院長先生！」

　ティアは笑顔で手を上げた。

「ええと、ミミに、ネネ、リキに、イオナとサアラか。改めて宜しくな」

　ジャンが挨拶をすると、

「……いえ。その……カイト兄、ティア姉、少しいいですか？」

　眼鏡の蔓つるを押おし上げ、サアラが口を開く。

「ん？　どうしたんだい？」

「少し、お願いがあるのですが……」

　サアラが一いつ瞬しゆんだけ、イオナと視線を合わせると、彼も承知しているように頷いた。

　それを見て、サアラは事を決めたような真剣な顔で、こう告げてくる。

「明日の依頼――ワタシとイオナも、連れて行って欲しいんです」

「……え？」

　あまりに唐とう突とつかつ、予想外のことを言われて、カイトは面食らった。

「どういうこと？　なんでついてきたいの？」

　ティアも知らなかったことらしく、きょとんとしている。ナナルもまた、当とう惑わくしている様子だった。

「兄さん、姉さん、実はずっと前からサアラと話していたことなんですが……僕ぼく達たち、将来は求索士になろうと思うんです」

　イオナの言葉に、カイトは更さらに驚愕する。

「カイト兄さん達のように誰だれかの為ために働いて、子ども達を養っていきたいんです」

「い、いや、でも、危険な仕事だよ？　魔物と戦ったりするし、怪我けがしたり、下手したらもっとひどい目に遭あうかもしれない」

　カイトが動どう揺ようしつつも話した内容に、イオナは深々と頷いた。

「ええ、分かっています。だから、本当に自分達が向いているのかどうか、少し試ためしてみたいんです」

「……それで、依頼についてきたいって言ったの？」

　ナナルの問いかけに、サアラは「はい」と短く肯定した。

「本格的なものですと、カイト兄達にご迷めい惑わくがかかるでしょうから。簡単なものであれば、ワタシ達もそれほど邪じや魔まにならないのではないかと」

「確かに、明日やるのは初心者にはぴったりだと思うけど」

　ティアは腕を組んで唸うなる。

「……ダメでしょうか。ワタシ達も無理を言うつもりはありません。カイト兄達がやめておけというのであれば、従います」

「いや、うーん……でも……」

　困って、カイトは考え込んだ。サアラやイオナの夢を応おう援えんしたいという気持ちはあった。しかし、事が事だ。彼等にもしものことがあればと思うだけで、カイトは不安で胸が張はり裂さけそうになる。いやそれどころか、心臓が爆ばく発はつしそうになるのだ。かと言って、無下にするというのもどうかという迷いもある。

「……まあ、いいんじゃない？」

　不意に言ったのは、ラミネだった。顔色は元に戻っている。どうやら酔いが冷めたらしい。

「なるかどうかを決めるのに実じつ戦せん形式でやるっていうのは、悪くない案だと思うわ。変に突っ走って資格をとってしまっても、後で困るのは自分だしね」

「……まあ、そうだね。色々とわたし達も手助けするし」

　ティアも同意したので、カイトは慌あわてた。

「で、でもさ、大だい丈じよう夫ぶかな。いくら簡単な依頼っていっても、魔物とかはいるだろうし」

　イオナは自分と同じ霊素改造人間だから、多少のことは大丈夫かもしれない。

　だが、サアラは今のところ、普ふ通つうの女の子なのだ。

「どうせ求索士になるんだったら、いつかはやらなきゃいけないことでしょ。早いか遅おそいかだけの違いよ」

　こちらとは対照的なほどに、ラミネは冷静だった。

「だけど、魔物以外にも険しい道を歩いて転んだり、間違って変なものを食べちゃったり、洞窟で穴に落ちたりなんかしたら、後他にも色々と起こるかもしれないし――」

「カイトお兄ちゃん……無理だよ」

　喋しやべり続けるカイトを、ナナルはやんわりと遮さえぎった。

「今の二人、前にわたしが求索士になるって決めた時と、同じ顔をしてるもの。……きっと、止められないよ」

　言われて、カイトはサアラとイオナを見つめる。

　二人とも真剣そのものといった表情で、梃て子こでも自分の信念を曲げないという想おもいが滲にじみ出でていた。

　恐らく、こちらが思っている以上にずっと前から、決めていたことなのだろう。

　たとえ今回のことを断わられたとしても、彼等は、いつか必ず求索士になる。

　そう、カイトは強く確信した。

「うっ……そうだね。分かったよ」

　止められはしまい、と諦あきらめて、カイトは息をつく。

「二人とも、ついてきていいよ。その代わり、十分に気を付けること。いいね？」

　こちらの言葉に、イオナは嬉うれしそうに「はい！」と答えた。サアラもさほど顔は変わらないものの、薄うつすらと口元を緩ゆるませて、同じく「……はい」と告げてくる。

「イオナとサアラ、カイトと一緒におそといくの？　いーなー」「いーなー。ネネもいきたいー」「ミミもー！」

　双ふた子ごが要求してくるのに、ラミネは「あなた達は、もっと大きくなってからね」となだめた。

「ふむ。話は解決したみたいだな。んじゃまあ、張り切って行って来い。お前達の家は、俺おれが責任もって守っておいてやるよ」

「おれも！　おれもまもる！」「ミミも！」「ネネも！」

　ジャンの言葉に、リキや双子は飛び跳ねる。

「ありがとうございます。……カイト兄、ティア姉、ラミネ姉、ナナル姉。明日は宜しくお願いします」

「……僕ぼくもよろしくお願いします」

　サアラとイオナから順番に頭を下げられて、ティアは胸を叩いた。

「うん、任せておいて！　頑張ろうね！」

　日暮れ後は長く、まだ明けるにはかかる。

　カイト達はそれから、ジャンと共に、大いに宴うたげを楽しんだ。

　そして――幾いくらか、夜も深ふけた頃ころ。

　ラミネ達も寝しん室しつに行った後で、カイトは一人、拠点の外に出た。

　なんとなく眠ねむる時機を逸いつしてしまったので、風に当たろうと思ったのだ。

　するとそこには、ジャンが立って、月を見上げていた。

「寝ないんですか」

　カイトが話しかけると、ジャンはこちらへちらりと視線を送った後で、また空を仰あおぐ。

「まあ、ちょっとな。酒飲んでうたた寝してたら、変な時間に目が覚めちまった」

　そうですか、と答えながら、カイトはなんとなくジャンの隣となりに立った。

　ふと顔を向けると、彼が口元に煙草たばこを咥くわえているのが見える。

「あれ。院長って、吸うんですか」

「いや、吸わん。これは唇くちびるに挟んでるだけだ」

　言って見せてくれたものには、確かに火が点ついてなかった。

「昔は良く吸ってたモンだがな。女によう房ぼうと児童養護院をやるようになってからは、やめたんだよ」

「じゃあ、どうしてまだ持ってるんです？」

「たまにこうしたくなる。手て持もち無ぶ沙さ汰たの時にな」

　ジャンは煙草を指で摘つまむと、出るはずもない煙けむりを吐はいた。

「……院長って、どうして奥おくさんと結けつ婚こんして傭よう兵へいをやめたんですか？」

「なんだ、突とつ然ぜんに」

「いや、なんとなく。子ども達を育てるって、楽しいことばっかりじゃないじゃないですか。まして大勢でしょう。前からならともかく、どうしてそれまでの仕事を捨ててまでやろうと思ったのかなって」

「……ふむ。じゃあ、お前はどうだ？　どうして縁えんもゆかりもない子ども達を育ててる？」

「それは……」少し考えた後で、カイトは答えた。「……幸せだから、ですかね」

「幸せ？」

「彼等と一緒に居ると、大変なことがあっても、それ自体でさえも楽しいと思ってしまうんです。これを乗のり越こえたら子ども達の笑え顔がおを見られるって思うと、全然苦にならないっていうか。そういうの、幸せっていうんじゃないですかね」

「なるほどな。じゃあ、俺も同じだ」

　ジャンは星の散らばる夜空を眺ながめながら、

「別に特別な理由はねえよ。ただ、女房と……あいつと子どもの傍そばにいるのも悪くねえなって、そう思っただけだ。血ち生なま臭ぐさい生活にも、飽あきてたところだったしな」

「……そうですか」

　ジャンが自分の奥さんのことを話したことは、あまりない。

　だが心から愛していたことは、彼かれの言葉の端はし々ばしから分かった。

　きっと世話していた子ども達のことも、そうなんだろう。

「カイト、俺と初めて出会った時のことは覚えてるか？」

「え？　ええ、もちろん」

【竜を喰らう者】の施し設せつから出て、行く当てもなく倒たおれていたところを、拾われたのだ。

「その時、俺はお前に言ったよな。『居場所が見つかるまでは世話してやる』って」

「……はい。言われました」

「ここがお前の居場所なのか？」

　煙草を咥えながら、ジャンは【約束の灯火】の拠点を振ふり返かえった。

「この家が、お前の帰りたいと思える場所なのか？」

「……はい」

　カイトは躊躇ためらいもなく、はっきりと口にする。

「そうか。そいつは良かった。大事にしろよ」

　口こう端たんを少し上げる、いつもの仕草で、ジャンは言った。

「ええ、もちろん。大切な家族ですから」

　カイトの答えに、彼は呟つぶやく。

「家族――か。お前がねえ……」

　その声からは、どこか、感かん慨がい深ぶかい響ひびきを感じた。







★　第二章　自立の第一歩　★







　幾ら簡単な依頼だといっても、皇都の外に出る以上、ちょっとお使いに行くというわけにはいかない。

　現場もそうだが道中にも何が待ち受けているか分からない為、それなりの準備をする必要があった。

　カイト達は、サアラとイオナを連れ、店を巡めぐって彼等の装備を整えることにする。

「武器と防具は、あたし達が常連にしているところにしましょうか」

　ラミネが言って全員で向かったのは、皇都で西の方に当たる場所だった。

　真まっ直すぐに延びる道の左右には、多種多様な建物が所ところ狭せましと並んでいる。それらは全て武器や防具、後は旅に必要な道具を販はん売ばいする店だった。

　威い勢せいの良い声が飛び交かい、頑がん強きような鎧よろいに身を包んだ人々が行き交っている。

「すごいところですね……初めてきました」

　あまりの騒そう々ぞうしさに押されたのか、イオナが唖あ然ぜんとして立たち尽つくした。

「驚おどろいたでしょう。ここは通つう称しよう『依頼通り』って言ってね。仕事に必要なものを求めて、求索士トレイズのほとんどが来るところなの。大たい抵ていのものはこの場所で揃うわ」

　人ひと混ごみの中を歩きながら、ラミネが説明する。

「でもねー。新人さんは気を付けないと危ないんだよ」

　勝手知ったりといった足取りで歩きながら、ティアが言った。

「中にはこっちが何も知らないと見るや、すっごく高い値段で商品を売りつけてきたりする店もあるからね」

「ひどいですね。そのような商店は違い法ほうなのではありませんか」

「違法って言えば違法だけどね。この辺りはごちゃごちゃとしてて数も多いから、皇都の側でも完全に取り締しまることが出来ていないのが現状みたいだよ」

　前にフレッサが困っていると言っていたっけ、とカイトはサアラに話しながら思い出す。

「良い店と悪い店を、どのようにして見分けるのですか？」

「うーん？　勘かん？」

　あっさりとティアは言ってのけた。

「勘……？　ティア姉、勘とは？」

「勘っていうのは、直感というか、なんとなくこうなんじゃないかって思うことというか」

「いえそれは知っていますが。具体的にどのような勘で分かるのでしょう」

「そうだねえ。たとえば、こういう店の前に立つよね」

　と、ティアは傍にあった店てん舗ぽを指差す。

「そこで、じっと見てると、なんていうか、こう……なんていうかこう、な感じが、ざわっときて、ずきゅんってきて、どーんってなるんだよね。どどんってなったら悪い店」

「すみません。さっぱりわかりません」

「うん、そうよね。あたしも未いまだに分からないわ」

　ラミネが苦笑した。

「でもね……ティアお姉ちゃんの勘、すっごく当たるんだよ……？」

　ナナルが言うのに、カイトもまた頷うなずいた。

「そうなんだよね。求索士になりたての頃、今と同じようにこの通りにきたんだけどさ。どこにしようかと思ってたら、ティアが『ここはダメ』とか『ここはいいけど、ちょっと気になる』とか言っていって、最終的に『ここが一番！』って決めたところに入ったら、本当に良心的なお店でさ」

「未だに通ってるものね。本当、ティアってそういうところ、すごいわ」

　ラミネが褒ほめると、ティアは「そう？　うへへへ」と言いながら、手にもった袋ふくろからクッキーを取り出して齧かじった。

「って、ちょっと！　なにいつの間にお菓か子し買ってるのよ!?」

「さっき？」

「全然気づかなかったわ……あなた、さっき、食事を終えたばかりでしょう」

「そうだね？」

「そうだね？　じゃない！　食べ過ぎよ、後にしなさい！」

「ええええええええ。皆みなの分もあるから許してよぉ」

「そういう問題じゃないの！」

　五枚だけ食べることを許すと、ラミネはティアからクッキーの袋を取り上げる。

「ちぇえ。せっかく美味おいしかったのに……」

　ティアはしょんぼりとしながら、ポケットから取り出したパイを齧る。

「って、ええ!?　また出た！　あなた、幾つ持ってるの!?」

「持っているお菓子を数えている内は、素人さ」

　なぜかとても良い顔で、ティアはラミネに向かって鼻の下を指で擦こすった。

「なにを達人みたいなこと言ってるのよ。ただ食い意地が張ってるだけでしょ……はい、没ぼつ収しゆう」

「ああああああああ、そんなあああ」

　大きな声で嘆なげいた後、ティアは、肩を落としてクッキーをリスのように少しずつ齧り始めた。

「……こういうところがなければ本当にすごいと思うんだけどなぁ」

　カイトは零こぼす。まあ、それもまたティアの魅み力りよくだが、と思いつつ。

　やがて一行が辿たどり着ついたのは、大通りからは少し外れたところにある武具店だった。看板には剣けんと盾たてが描えがかれ、下に『オットーの武具店』と書かれている。

　扉とびらを開けると同時に、ティアが声を上げた。

「こんにちはー！　おじさんいますかー！」

　しばらくすると、店の奥から恰かつ幅ぷくの良い男が出てきた。店名にもなっている、主のオットーだ。

「おや、ティアちゃん、久ひさし振ぶりだね。なんか食べる？」

「食べます！」

　反射的に答えたティアに、オットーはつけていたエプロンのポケットから紙に包まれた大きな丸いものを取り出し、彼女へ渡わたした。

「もらいものの飴あめだよ。沢たく山さんあるからエメルタの皆で分けな」

「ありがとうございます！」

　目を輝かがやかせながら、ティアは紙を開き、中から大おお粒つぶの赤色をした飴あめ玉だまを摘まむ。

　そのまま口の中に放り込むと、至福の表情で頬ほおを膨ふくらませて楽しんだ。

「いつもすみません、オットーさん……」

　ラミネが申し訳なさそうに頭を下げるのに、オットーは「いやいや」と人好きする笑顔で手を振る。

「ティアちゃんは食べっぷりが良いからね。見ていて気持ち良いんだよ。女房なんて、うちが一人息子むすこしかいないからって、娘むすめに欲しいって言ってるくらいで」

「食費、滅め茶ちや苦く茶ちやかかりますよ。この前なんて、食べ放題の店でパンを二十個も食べたんですから」

「そいつは豪ごう快かいだねえ」

　オットーは目を丸くして、声高らかに笑った。

「で、今日はどうしたんだい。幻器クラフトが壊こわれでもしたかな？」

「いえ……おじさんの店で買ったものは、全部、丈じよう夫ぶで使いやすいですから……」

　ナナルが微笑ほほえむと、オットーは嬉しそうに「そうかい。そりゃ良かった」と目を細める。

「実は、うちの子ども達がちょっと皇都の外へ出ることになったもので。簡単なものでいいので、装備を揃そろえて頂けないかと」

　カイトの申し出に、オットーは「へえ？」と後ろのイオナ、サアラへ視線を移した。

「そりゃまた、珍めずらしい。なにかあったのかい？」

「色々あるんですけど、自立って言葉が一番近いと思います」

「ふうん。自立か。なんだか分からないけど、まあ、大人へ一歩近づいたってことかな。うちのバカ息子にも見習って欲しいもんだ。いいよ、見み繕つくろってあげよう」

　どんなことであろうと、踏ふみ入ったことを訊いて来ないのも、オットーの良いところだ。

「なにか希望はあるかい？　武器は幻器でいいの？」

「ええ、イオナはそのつもりです。サアラは……？」

「ワタシも幻器でお願いします」

　振り返ったカイトに、サアラは頭を下げた。

「了りよう解かい。だけど、なににしようかな。二人はどうしたい？」

　そのまま尋たずねると、

「ううん、そうですね。正直、自分にどんなものが合っているか分からないんですが」

　イオナは首をひねって唸る。

「ただ、個人的に前衛として戦いたいと思ってるんです。感覚的なものでしかないんですが、向いている気がして」

「そだね、感覚っていうのは結構、大事だよ。じゃあ、前衛向きの武器かな。無難なところで、剣とか？」

　ティアが告げると、オットーは一いつ旦たん、カウンターの後ろに引っ込んだ。

　少し間を空けて、何本かの鞘さやに包まれた長ちよう剣けんを持ってくる。

「この辺りが値段も手ごろでお勧すすめかな。どれか、持ってみるといい」

　オットーがカウンターの上に剣を並べると、イオナは一本を手にとった。

「……うわっ。結構、重いですね」

　片手では持ち切れなかったのか、慌てて両手で柄つかを握にぎるイオナ。

「はっはっは。最初はそんなものだよ。物語の中なんかじゃ、棒切れみたいに振り回しているがね」

　突つき出た腹を叩たたきながら、オットーは笑った。

「懐なつかしいな。オレも昔はそうだったよ。ジャンが使ってたお古の双そう剣けんをもらったんだけどね。持ち上げるだけで精いっぱいだった」

　かつてあったことを回想し、カイトもまた口元を緩める。

「ティアもそうだったわよね」と、ラミネが続けた。「槍やりが重いのに無理して振り回すから、すっぽ抜ぬけて、飛んでいったことあったっけ」

「そうだったね……結局、物もの凄すごく高い木の上に引っかかって、ティアお姉ちゃん、取りに行こうとしたら、枝が折れちゃって」

　ナナルもまた思い出したのか、くすくすと笑えみを漏もらした。

「そうそう。カイトが慌てて助けようと走ったら、ティア、物凄く器用に枝を移りながら降りてきたのよね」

「あー。あったねえ。カイトあの時、勢いよく滑すべって木に激げき突とつしてたよね。それでわたしがお医者さんに連れていったんだっけ」

　ラミネの話に、ティアが手を叩く。

「カイト兄、今とあまりやってることが変わっていませんね」

「いやだって、心配だったからさ……」

　眼鏡の蔓を押し上げたサアラに、カイトは弁明した。

「まあ、ちょっと外に行くだけなら、いきなり長剣っていうのもどうなんだろうね。こっちにしたらどうだい？」

　オットーが改めて出してきたのは、剣身が先さき程ほどの三分の一ほどしかないものだ。

「小剣って呼ばれててね。長剣ほど威い力りよくはないが、使い勝手は良いし、特別に鍛きたえていない人でも扱あつかえるよ」

「あ、本当だ。これならいけそうです」

　刃やいばを抜いたイオナが感想を述べる。

　実際問題として、霊素改造人間マーシアスである彼ならばどんな武器でも使えるだろう。

　ただ人前ではなるべく使わないようにしており、その為にはカイト同様、普通の求索士――見習いだが――として振ふる舞まう必要があった。

「そっか、じゃあ、小剣だね。んと、それじゃあねえ……」

　何本か並んだ小剣を眺めていたティアだったが、不意に「これだ！」と一本を持ち上げた。

「これが良いと思う。なんとなく！」

「ティア姉の勘ですか」

「そうだね。勘だね。どう？　オットーさん」

　サアラに頷きつつ、ティアが尋ねると、オットーは感心したような表情を浮うかべる。

「相変わらず大したもんだね。確かにそれは、うちの店にある小剣じゃ一番の出来だ。……なあ、ティアちゃん、前にも言ったがうちの店を手伝わないか？　その審しん美び眼がんをそのまま放っておくのはもったいないよ」

「えへへ。ありがとうございます。でもわたしは、【約束の灯ともし火び】の長なので」

　ティアの答えに、オットーは短い息と共に「そうかい」と呟いた。残念そうな顔に見えるのは、あながち気のせいでもなさそうだ。

「すごいですね、ティア姉。本当に直感が優すぐれている……」

「ね。大したものでしょ。もうちょっと望むなら、理由をはっきりさせてもらうと、こっちの判断基準にもなるんだけど」

　サアラとラミネの会話に、ティアは口笛を吹ふいた。

「だって、本当になんとなくだからねえ」

「まあ、わたしもこの商売を長くやってるがね。達人というものほど、自分の感覚を言語化出来ないもんさ」

　オットーが腕うでを組んだ。

「彼等にとっては当たり前のことだからね。ラミネちゃんは料理をするそうだけど、いつも調味料をきっちりと量ってやっているのかい？」

「いえ、まあ、そういう時もありますけど、目分量の方が多いですね」

「それはどうやって決めたんだろう？」

「それは、まあ、なんとなく……って、ああ、そういうことですか」

　腑ふに落ちたような顔をするラミネ。

「そういうことだよ。出来ない人には理解し難がたいだろうがね、やれる人にとってはそれが当たり前なのさ。だから言語化出来ない」

「なるほど。分かりやすいですね」

　カイトは感心した。いわゆる天てん才さい肌はだと呼ばれる人間は大体そうなのかもしれない。

「なんだか難しい話だねえ。ええと、オットーさん、これくださいな。このまま使うから、包まなくていいよ」

　ティアが選んだ小剣を差し出すと、オットーは「はいよ」と鞘から剣を取り出し、明かりの下に翳かざした。故障個か所しよや傷がないかを調べているのだ。

「サアラは何にしたいの？　あなたもイオナと同じで力が弱いから、そう重いものは使えないと思うけど」

「わたしと同じで……短剣にする……？」

　ラミネとナナルから問いを投げかけられ、店内に飾かざられた武器を見回していたサアラは、

「いえ。ワタシは、杖つえにしたいと思います」

　少々意外なことを口にした。

「杖？　それでいいの？」

　確かく認にんの為に、再度ラミネが訊きくも、サアラは頷いた。

「はい。構いません」

　本人が望むならということで、またティアがオットーの出してきた杖の中から、優れたものを選び出す。

「こいつはいいよ。千年樹っていう珍しい木を使っててね。それ自体が空気中に霧む散さんした微び量りようの霊素をため込む性質があって、巫術メデイアの力を高めるんだ」

「へえ、いいですね。でも、高いんじゃないですか？」

　ラミネが自分の持っているものと見比べていると、オットーは顔を綻ほころばせて、

「まあ、それなりにね。でも、いいよ。今日はカイトくん達の子ども達が初めて外に出た記念日だろう？　安くしておこう」

「本当？　嬉しい！　オットーさん、さすが！」

　ティアが称しよう賛さんするのに、オットーが照れくさそうに頭を掻かいた。

「ありがとうございます。大切に使います」

　サアラから一礼されて、「なに、いいんだよ」とオットーは優やさしい顔をする。

　二人の武器も選んだところで、今度は防具だった。

　とりあえず、初心者中の初心者ということで、イオナには胸当てと肘ひじ、膝ひざを覆おおう革かわ製せいのものが用意される。

「革といっても、結構、重量感はありますね。動けるかな」

　具合を確かめるようにして、イオナが体を捻ひねった。

「その内、慣れてくるよ。違い和わ感かんはないかい？」

　オットーの確認に、イオナは顎あごを引く。

「うん、防具はこれでいいかな。決めました」

　そう微笑んだイオナだったが、

「いや！　ちょっと待って、地味じゃないかな!?」

　カイトは別の防具を持ってきた。

「同じ革なら、こっちの方が色合い良くないかい？　それともこっちの方が形はお洒落しやれかな。イオナは線が細いからね。大き目のものよりぴったりと体を覆う方がいいと思うんだ！」

「いや、あの、カイト兄さん、僕は見た目とか別に……」

「なにを言ってるんだい！　大事だよ！　どうせ機能性が同じなら格好良い方がいいじゃないか！　こっち！　こっちを着けてみて！」

　要求されて、イオナは当惑しつつも、カイトが差し出したものを装備した。

「うん……うん！　いいね！　決まってるよ！　素す晴ばらしい！　あ、でも、ちょっとあれかな、今度は派手過ぎたかな!?　もっと抑おさえ目めにしようか！　今度はこれを！」

「は、はあ……」

「あ、サアラ、サアラはこんな感じの、清せい楚そだけど可愛かわいらしいローブとかどうだい!?　花の刺し繍しゆうがされていて、とっても良いと思うよ！」

　取って代わって、サアラにローブを見せると、彼かの女じよは表情の変わらぬ顔をこちらに向け、

「カイト兄、ワタシ、丈夫ならなんでもいいのですが」

「ダメだよ！　なんたって、初めての冒ぼう険けんなんだからね!?　思い出になるようにしなきゃ！　その為にはまず、防具選びから！　これ！　これとか！　これもいい！　あ、イオナにはこっちもいいかな!?」

　店の中を行ったり来たりしながら、カイトは飾られている防具を手にとり、二人に渡した。

「あーあ。始まっちゃったわよ、カイトのあれ」

「お兄ちゃん、わたし達の時もやったよね……」

「そうだねー。わたし達の時は三人分だから、もっと大変だったねえ。特にナナルが」

　ラミネ、ナナル、ティアが、こちらの様子を眺めながら会話を交わし合う。

「ええ。店中の防具をかき集めてきたみたいな感じになって、大変だったわ」

「うん……でも、カイトお兄ちゃんが一いつ生しよう懸けん命めいになってくれてるの分かったから……嬉しかったよ」

「自分のことみたいにしてくれたよね。カイトのああいうところ、好きだな」

「それはいいとは思うんだけどねえ。前はどうなったっけ？」

「……日暮れぐらいまでかかって、結局、依い頼らいは次の日へ持もち越こしになったね……」

「あはは。じゃあ、そろそろかな？」

　ティアが言うと、ラミネとナナルは頷いた。

「よし、これ……これで決めよう！　いや、待てよ、こっち！　こっちにするか!?」

　人生の難題に突き当たった気持ちでカイトが逡しゆん巡じゆんしていると、

「はい、そろそろ行きましょうね、カイト」

「時間なくなっちゃうよー」

「お兄ちゃん、これでいこうよ……」

　ラミネ、ティア、ナナルに後ろから掴つかまれて、カイトは引きずられる。

「あ！　あー！　待って！　もう少し！　もう少しだけ時間をちょうだい！　そうしたら！　そうしたらいいのが選べるからー！」

　必死でこい願ったが、カイトは容よう赦しやなく店の外に連行された。

「うう……後ちょっとだったのに……」

「前もそう言って、遅くなったからねえ。ごめんね、カイト」

　地面に手をついて嘆くカイトは、ティアに慰なぐさめられながら、頭を撫なでられた。

　その間にラミネがオットーに料金を支し払はらい、事を済ませる。

「……うん、こんなものだね」

　装備をつけた二人の姿を見て、ティアが腰こしに手を当てた。

　結局、双そう方ほうとも軽い革製の防具を身に着けることになり、イオナは二人が決めた通りに小剣を、サアラは杖を武器として持っている。

「本来は求索士としての戦い方によって持つ武器も違ちがうんだけどね。まあ、今はとりあえず、こんなものでいいでしょう」

　ラミネが言うと、二人は互たがいの体を見比べながら、軽く顎を引いた。

「……二人とも、よく似合ってるよ」

　微笑んだナナルに、イオナもサアラも少しはにかんだ。

「……確かに似合っていてすごく可愛くて格好良いけど」

　カイトは複雑な思いを抱く。

「本当に二人を皇都の外に出して大丈夫かな。やっぱり不安だな……」

　額に手を当て、カイトが思おもい悩なやんでいると、

「はいはい。決まったことをぐだぐだ言わない。ほら、院長先生も待ってくれてるんだから、そろそろ行くよ」

　ラミネに背中を押おされたので、やむなく出発することにする。

　目的地である洞どう窟くつは、歩いていけるところにあった。

　カイト達たちは皇都を出ると、真っ直ぐ延のびる街かい道どうをひたすらに進んでいく。

「二人とも、外に出た感想はどう？」

　ティアが尋ねると、サアラは辺りの景色を物もの珍めずらしそうに眺めながら、

「新しん鮮せんですね。先日も旅行に行きましたが、道中はほとんど馬車だったもので。自分の足で歩くというのは、また違った感覚があります」

「初めてだとそう思うかしらね。イオナは久し振りでしょう」

　ラミネに振られて、イオナは「ええ」と首しゆ肯こうした。

「でも、今日の景色は以前と違って見えます。不思議な感じですね」

「きっと……おうちに住むようになったから、気持ちも変わったんじゃないかな……」

　ナナルの言葉に、「かもしれませんね……なんだか嬉しいです」とイオナは顔を綻ばす。

　とは言え、今歩いている道はきちんと整備されている上、人通りも多いので、それほど危険はなかった。どうかすれば、散歩気分で楽しむことが出来るほどだ。

「ところで、少し質問なのですが」通り過ぎた馬車を横目に、サアラが手を上げた。「求索士は霊素を扱えることが最低条件なんですよね。カイト兄やティア姉達は、どうやって扱い方を覚えたのですか？」

「ああ、それは、教習所に行ったんだよ。二週間ばかりね。コツさえ掴めば、霊素は割と簡単に使えるようになるから」

　ティアが答える。

「そういえば、サアラには霊素があるのかい？」

　求索士として根本的なところを知らなければ、とカイトは問いかけた。

「ええ、一度、審しん査さ施し設せつで調べてもらいました」

　サアラはそう返してくる。

　審査施設、とは、求索士の登録を一いつ括かつして行っているところだ。

　資格試験もそうだが、希望者に対して霊素の有う無むを調べることも無料でしている。

　と言ってもやり方は簡単で、空劫結晶ユニス・マテリアを直に握らせるだけだ。もし対象者に霊素が存在すれば、仄ほのかに光るのである。

　とは言え、大抵の場合、空劫結晶は武器に組み込まれており、剥むき出しのものはほとんど出回らない。よって、自宅などでやるのは難しかった。

　ちなみに教習所も、施設に併へい設せつされている。

「それなら、条件は一応、満たしているわね。イオナもいいとして……」

「イオナはどうしていいんですか？」

　サアラが心なし、きょとんとした顔を作った。

「え？　あ、ああ、あの、前に調べてもらったって聞いたから」

　失言に気付いて、ラミネは急ぎ、取とり繕つくろう。

　イオナが霊素改造人間であることは、カイト同様、子ども達には話していない。

　特別な理由があるわけではないが、まだ少し早い気がしている為ためだ。

　いつか彼かれ等らが自分の道を歩こうとしたその時に話そうと、エメルタの年長者四人で決めていた。

「ええと。話を戻もどすと、霊素が扱えるなら、後は二人がなんの求索士になりたいかね」

　ラミネが指を四本立てた。

「武法者ヴアレスト、巫術者メデイウム、治癒者セピアナ、異界契約者レテイア・ラクター……まあ、後半二つはちょっと特とく殊しゆで、別の才能が必要になったりするんだけど」

「治癒者はナナル姉、異界契約者は、ティア姉ですね。なるのは難しいのでしょうか」

「治癒者は、人体の構造をある程度知っていないと出来ないからねえ」ティアが説明する。「異界契約者は、なんていうか、才能というより霊素量の問題があるかなあ。後は縁というかなんというか」

　異界契約者はある場所で、幻げん獣じゆうと呼ばれる異世界の生物と霊素を引ひき換かえに契けい約やくする。だがその為には、ある程度の量、加えてそれが彼等の好みになるかどうかが重要になる。

「でも、サアラが異界契約者になりたいのなら、色々話してもいいよ」

「いえ。施設の方になるには霊素量が足りないと言われました」

　サアラが首を横に振る。特に残念そうでもないのは、元からなるつもりはなかったということだろうか。

「ただ、巫術を使えるほどにはあるということなので、巫術者を目指そうと考えています」

「ああ、それで武器を杖にしたのね。じゃあ――」

「ええ!?　そんな！　ダメだよ！」

　ラミネの発言を遮さえぎって、カイトは思わず声を上げていた。

「どうしてダメなのよ。巫術は確かに難しいけど、適性があるなら目指すには悪い道じゃないわよ」

　同じく巫術者であるラミネが眉まゆを顰ひそめる。

「だって……巫術者と言えば魔ま物ものと戦うんだよ!?　火とか雷かみなりとか衝しよう撃げき波はとか出して攻こう撃げきするんだよ！　操あやつり方を間ま違ちがえれば自分の方に向くこともある！　そんなの、そんなの、危ないじゃないかっ！」

「……あなたねえ」

　ラミネは完全にあきれ返った顔で杖を肩かたに担かついだ。

「じゃあ、武法者ならいいんですか？　僕ぼくはそっちを希望しているんですが」

「ああ、さっき言ってたね。でも、武法者か……よく考えたら……大おお怪け我がしたらどうしよう……ダメだ、やっぱり恐こわい！」

　イオナに向かってカイトは全力で手を振って否定を示した。

「……えと、なら、治癒者ならいいの……？」

　ナナルがおずおずと申し出る。

「治癒者……治癒者なら……いや！　仲間の傷を癒いやす治癒者は求索士の中でも重要な立場！　故に敵に真っ先に狙ねらわれるかもしれない！　ダメだよ！」

「それじゃ、異界契約者とか。もしかしたらいけるかも」

　ティアがくくった髪かみを揺ゆらしながら首を傾かしげた。

「そんな！　とんでもなく怖こわい幻獣が出たらどうするんだよ！　危ないよっ！」

「結局全部ダメなんじゃないの！　じゃあ二人はどうすればいいのよ!?」

　ラミネの問いかけに、カイトは真ま面じ目めな顔で答える。

「何もせずに立っているだけで相手が倒れていく道……？」

「カイト兄、それを人は神と言います」

「……いける！」

「いけるか！」

　サアラの言葉に確信を持ったカイトは、後ろからラミネに叩かれた。

「あのね。過保護もいい加減になさいな。二人とも求索士になるんだから、多少の危険は覚かく悟ごの上よ」

「オレが……オレが覚悟できてない！」

「し・な・さ・い」

　思い切りラミネに頬をつねられ、カイトは「ふはへはは」と妙みような声を出した。

「二人とも求索士になるなら、うちのエメルタに入ってくれないかな？」

「ええ、そのつもりです」

　ティアの誘さそいに、サアラはイオナと共に頷く。

「ありがと！　なら、まあ、大だい丈じよう夫ぶじゃない？　しばらくは後方に回ってもらえば安全だろうし」

「そ、そうだね……そうしよう！　なんならずっと後方でも……いや、でも、それだと二人が成長しない。彼等の夢が叶かなわない。ああ、でも、もし怪我けがでもしたらオレは……くそう！」

　カイトは膝をつき、頭を抱かかえて大いに悩んだ。

「お、お兄ちゃん、周りの人が見てるよぅ……」

　おろおろするナナルにラミネは「放っておきなさい」とため息をついた。

「そういえばサアラ、巫術者になりたいなら、少し教えてあげましょうか？」

　不意のラミネによる提案に、サアラは眼鏡の奥おくの目を何度か瞬まばたかせる。

「良いんですか？」

「良いわよ。この先、戦いになるかもしれないしね。自分の身を守れる術くらいあった方がいいでしょう」

　道を少し外れた草原を指して、ラミネは「あっちに行きましょうか」と先導した。

　カイト達は、ラミネとサアラを中心にして、円のように広がる。

「まずはそうね、杖を握って、意識を集中させてみて。最初は目を瞑つぶるとやりやすいわね」

　言われた通りに瞼まぶたを閉じ、サアラは杖を構えた。

「次に自分の霊素が体から放出されて、杖の空劫結晶に注ぎ込まれる図を想像してみるの。光が溢あふれる感じでね」

　はい、と返事をして、サアラが沈ちん黙もくする。しかし一向に彼女の体から霊素は現れない。

「サアラ、体が浮き上がっていくようにすると上手うまく出来るよ。ゆっくり、ゆっくりとね」

　ティアからの助言に従って、眉み間けんに皺しわを寄せながら、サアラは唸うなった。

　カイトとしては、はらはらしながら見守る他ない。物心ついた頃ころから霊素を使えた自分にとって、「どうすれば力を発揮できるか」ということを教えることが出来ないのだ。

　しかし、やがて、サアラの体から蛍ほたる火びのような光が漏れ始めた。それはほんの少しずつではあるが、量を増やしていく。

「その調子だよ……今度はそれを、空劫結晶に移して……」

　ナナルの言葉に、サアラは軽く顎を引いた。すると、彼女の周囲を舞っていた霊素が、杖の空劫結晶目指して集まっていく。

　やがて空気中に存在していたサアラの霊素が、全て吸収された。

「上手いわよ。じゃあ、次はその霊素を巫術に変へん換かんするの。といっても、難しいことじゃないわ。どういう現象を起こしたいかを、頭の中で描いて。あたし達、巫術者は、やりやすいように口頭でそれを述べるわ」

　それこそが、巫術を扱う際に使われる呪じゆ文もんだ。

「初めてだから、あたしの言う通りにして。創造主イシアの命により、此処ここに風を顕けん現げんさせる」

「創造主イシアの命により……此処に風を顕現させる……」

　サアラがラミネの言葉をなぞった。

「汝なんじが敵を、その身にて切きり裂さけ」

「汝が敵を――その身にて、切り裂け！」

　目を開くと同時に、サアラが叫さけぶ。瞬しゆん間かん、杖の先せん端たんが輝き、わずかな疾しつ風ぷうを生み出した。それは音を立てて真まっ直すぐと飛び、少し離はなれたところにあった草木を刈かり取る。

「よっし！　成功！　そうだよ、やるじゃない！」

　ラミネが握った拳こぶしを高々と突き上げた。カイト達も盛り上がる。

「初めてで巫術を実行できるなんて、中々ないわよ。サアラ、才能あるわね」

　自分のやったことが信じられないのか、放心状態になっているサアラに近付くと、ラミネは彼女の頭を撫でた。

「……良かったです」

　直後、サアラは嬉うれしそうに、笑みを零す。

「ああああああああああああああ！」

　カイトは思わず素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「ど、どうしたんですか、カイト兄さん!?」

　驚おどろくイオナに、カイトは興奮して話す。

「今の見た!?　サアラが、サアラが笑ったよ！　しかもはっきりと！」

「うん、そうだね。初めて見たかも」

　ティアも目を丸くした。

「か、可愛かわいい！　超ちよう可愛い！　なにをおいても可愛い！　可愛すぎる！　サ、サアラーーっ！」

　感かん極きわまって抱だきつこうとするカイトを、サアラは慣れた動きで軽かろやかに避さける。

「別に可愛くないです」

　眼鏡の蔓つるを押し上げるサアラの顔は、いつもの表情に戻っていた。

「……よく頑がん張ばったね、サアラ」

　しかし、ナナルに笑え顔がおで抱きつかれると、少々頬を赤らめる。

「ああああ！　やっぱり！　やっぱり可愛いサアラーーっ！」
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「はいはい。その辺で落ち着くようにね」

　その様子を見て、またも心がときめいたカイトは手を広げるも、ラミネに襟えり首くびを掴まれた。

「ま、一回やり方が分かったら、後は徐じよ々じよに別の巫術も使えるようになるから。後は実戦で覚えていけばいいわ」

　じたばたするカイトを押さえつけながら、ラミネが告げる。

「許容できる霊素量によって巫術の強さは違ってくるんだけど、今のを見る限り、慣れたらあたしと同じくらいのものは扱えると思う」

「はい。ありがとうございます。ところで、イオナは霊素の使い方を知っているのですか？」

「ん？　僕？　うん、まあ、僕はなんとか」

　イオナが頬を掻いて、小剣を抜いた。容易たやすく霊素が発揮され、刃が青白く光る。

「すごいですね。どこで覚えたのですか？」

「えっ!?　いや……えーと……そう、カイト兄さんに教えてもらったんんだよ。そうですよね」

「あ、ああ、そうそう」

　急に振ふられて少し動どう揺ようしつつも、カイトは頷うなずいた。

「そうなんですか。ワタシの知らないところで……少しずるいです。置いて行かれた気分ですね」

　少し不満そうにサアラが言ったので、イオナは誤ご魔ま化かすように笑った。

「いや、まあ、たまたまね。霊素があるって知ってから時間があったから」

「サアラもこれからどんどん上手くなるよ。気にしない、気にしない」

　ティアに肩をぽんぽんと叩かれ、サアラは「まあ、そうですね」と気を取り直す。

　そうこうしている内、いつのまにか太陽は高く昇のぼっていた。

　カイト達は少し歩いた先にあった、大きな木の下で、昼食をとることにする。

　季節は少し肌はだ寒さむい頃を迎むかえていたが、まだまだ日の光は強いので、木こ陰かげに入ると気持ち良かった。

「今日はね……サアラも料理を手伝ってくれたんだよ……」

　ナナルが口元を緩ゆるめながら、昼食の入った籠かごを開く。

　中にはパンに炙あぶった鶏とり肉にくと卵焼きを挟はさんだものと、ソーセージ、数種類の野菜をバターで炒いためたもの、赤茄子なすのソースをかけた魚の団子に、人数分、切り揃えた林りん檎ごが並んでいた。

「え、サアラ、包丁握ったの？」

　カイトは驚いて、思わず尋ねる。

「そうよ。そろそろいいかなと思って。こっちのサンドイッチと、林檎を切ったのがサアラね」

　ラミネが答えるのに、カイトはサアラを見た。

「怪我はない？　指とか切ったりしなかった？」

「ええ、なんとか。まだまだ不慣れでラミネ姉とナナル姉に迷めい惑わくをかけましたが」

　頷いたサアラに「そうか……なら良かった」と安あん堵どして、カイトはサンドイッチを手にとる。続いてラミネ、ナナル、イオナ、サアラも同じようにして、ティアなど両手で掴み取った。

「はい、じゃあ、お祈いのりするわよ」

　ラミネの宣言の後、いつもの儀ぎ式しきを終えた後で、カイト達は食事を始める。

　カイトがサンドイッチに噛かぶり付つくと、鶏肉の肉と油の旨うま味みが口の中に広がり、次いで卵のコクと塩気が追いかけてきた。

「うん、美味おいしい！」

「ほんとだ、すごく美味しい！　サアラ、やるねえ」

　感想を口にしたカイトに追つい随ずいしつつ、ティアはすごい勢いでサンドイッチを食べていく。

「本当は僕も手伝おうと思ったんですが、どうにも不器用で……」イオナは申し訳なさそうに頭を掻いた。「料理は苦手みたいです」

「いいわよ、その代わり、洗せん濯たくや子ども達の世話をしてくれたでしょ。適材適所ってことで」

　ラミネが微笑ほほえむのに、カイトを始めとした全員も、そうそう、と同意した。

「でもさ。求索士っていつもこんなに美味しいご飯を食べてるわけじゃないんだよ」

　口の周りを赤茄子のソースでべとべとにしたティアが、ナナルにハンカチで拭ふかれながら話し始める。

「依い頼らい主ぬしの住んでいるところや、依頼を達成する為の場所が遠かったりすると、何日も旅しなきゃいけないこともあるしね」

「そうね。運良くどこかの村に寄れればいいけど、そうそう都合の良いことは起きないし」

　すると、ラミネがそれを引き継つぎ、

「食料はかかるだろう日数分を用意していくけど、それでも何か予想外のことが起こって尽つきちゃうこともあるの。そうなると、食べるものがまるでなくなっちゃうわ」

「悲劇だね……！」

　ティアが非常に真しん剣けんな顔で天を仰あおぎ、大いに嘆なげいた。

「そういう場合って、どうするんですか？」

　興味を惹ひかれたようにイオナが訊いてくる。

「動物を狩かったり、魚を釣つったりするのが一番なんだけどね」カイトは野菜のバター炒めを飲み込んだ後で、「それも出来ない時は、最終手段をとるしかないなあ」

「最終手段、ですか」

　サアラの呟つぶやきに、サンドイッチを食べ終わったラミネが手を払はらった。腰を上げて、「二人とも、ついてきて」と歩き始める。

　イオナとサアラが行くのに、カイトもついていくことにした。

　ラミネはしばらく進むと、不意にある木の下にしゃがみこんだ。

「ほら、あった。これ」

　体を引いて、見せてきたのは、土の上に生えたキノコだ。

　どす黒い色をしていて、白い斑はん点てんがある不気味な模様を持っている。

「これね、オオキノフルタケって言って、見た目は悪いけど毒も無くて美味しいのよ」

　ティア達の下へ帰った後で、ラミネは火を熾おこし、オオキノフルタケを炙った。所持していた塩を振り掛かけた単純な調理法を施ほどこした後、イオナとサアラに渡わたす。

「あ……本当だ。美味しいですね」

　一口食べたイオナは、顔を綻ばせた。

「ええ。肉厚で、思っていた以上の旨味があります。形も大きいですし、一本食べるだけでかなり満足しそうですね」

　サアラもまた、感心したような口くち振ぶりで述べる。

「でしょ。焼くだけじゃなくて、揚あげたり、スープに入れても良い出汁だしがとれるのよ。割とどこの木の下にもあるし、必要以上の食料を持てない長旅には重宝するわ」

「確かにそうですね……ただ、何も知らなければ、毒キノコにしか見えませんね」

　ラミネの話を聞きながら、サアラがキノコをしげしげと眺ながめた。

「実際、ほぼそっくりな形のオオキノフルタケモドキっていうのがあって、そっちは猛もう毒どくだからね」カイトは自身の知識を元に言う。「吐はき気け、目眩めまいを伴ともなう腹痛が起きて、最悪、死ぬこともある」

「それは恐いですね。どうやって見分けるんですか？」

　イオナに問われて、カイトは「そうだね」と頷いて、

「オオキノフルタケは斑点が八つから九つなんだけど、モドキの方は五つしかないんだ。それで判断するしかない」

「難しいですね。間違って食べてしまいそうです」

「実際、初心者の求索士にはそういう人も多いわよ。だからまあ、経験が無い内はキノコ類には手を出さない方が無難なんだけどね」

　ラミネは一いつ緒しよに摘つんできた草を見せた。

「で、そういう人には野草がお勧すすめ。これも食べられるやつだし、別のこっちにあるのも美味しいわよ。でも、これは軽めの毒があるからやめた方がいいわね。そういうのでも、煮にれば無毒になるのもあるんだけど」

「……すごいですね。ワタシも幾いくつか本は読みましたが、少し観察しただけでは見み抜ぬけません」

　サアラは先せん輩ぱい求索士であるラミネに視線を向ける。その眼まな差ざしには、尊敬とも呼べる感情が含ふくまれていた。

「やってる内に覚えてくるよ。ああ……でも昔、ティアが間違って毒キノコを食べたことがあったっけ」

　ふとカイトの中に記き憶おくが蘇よみがえる。

「ええ!?　ティア姉さん、大丈夫だったんですか!?」

「正確には、ティアだけは大丈夫だったんだよ」

　驚きよう愕がくした様子のイオナに、カイトは少し苦笑いをした。

「さっき言ったみたいに、依頼を達成しようとする途と中ちゆう、道に迷ってしまって、山の中で食料が尽きたことがあってね。どうしようかって相談してたら、ティアが食べるものがあったって、大量のキノコを持ってきて。毒じゃないのかって皆みなで話し合ったんだけど、図ず鑑かんじゃ違うって載のってた覚えがあってね」

　カイト達は、それならばと念のため、少しだけ焼いて食べてみた。

　が、それが大おお間ま違ちがい。全員、後で非常に気分が悪くなって寝ね込こむことになった。

「幸い、それほど大事にはならなくて、一日くらいで治ったんだけどね……」

「ああ、それね。後で調べたら、確かに無毒だけど、焼いちゃうと軽い毒性を持つようになるものだったのよ。あんまり知られていないのか、図鑑にも載っていたり載っていなかったりして、皆が知らなかったのも無理はなかったんだけど」

　ラミネが複雑そうな顔をする。

「ただ、どうにも腑に落ちないのが、皆より大量に食べてたティアが一人だけけろっとしてたことなのよね……」

「え、それはまた、なぜでしょう」

「分からないんだよねえ。後で知り合いの求索士に訊いたら、そんなわけない、あのキノコを焼いて食べたら例外なく体調を崩くずすって言われてさ」

　イオナに対して、カイトはしきりに首を傾げた。

「ティア姉……様々な意味で『さすが』としか言いようがありませんね……」

　サアラが呟くと、

「やあ、照れるなあ」

　オオキノフルタケを懸けん命めいに食べていたティアが、頭を掻いた。

「いや、でも、あなた、気をつけなさいよね。たださえ、食欲旺おう盛せいなんだから。たまたま前回は大丈夫だったかもしれないけど、次もそうとは限らないわよ？」

　ラミネの注意に、ティアは何個目かのサンドイッチを手に取り、

「それもそうだね。そうするよ。今度から、道みち端ばたに落ちてるものにも手は出さない！」

「いや、というか、手を出してたの。ダメだよ、落ちてるもの食べちゃ」

　危ないにも程がある、とカイトは言った。

「食べてないよ！　拾って、すっごく悩んで、悩み続けて、数時間くらい経たってから、諦あきらめるの」

「すぐ諦めなさい！」

　ラミネから叱しかられて、ティアは「食べてないのに……」と不服そうな顔をする。

「でもさ、そのキノコって斑点が五つのものもあるんだね？」

　その後、サンドイッチが全て胃い袋ぶくろの中に収まってから、思い出したようにティアが口を開いた。

「そうだね。それがどうかしたの？」

「いや、先月くらいに依頼で出かけた時にさ、野宿したじゃない？　でも、夜中目が覚めちゃってね。お腹なか減ってたから、見つけて食べたんだよ。その時のが、斑点五つだったんだ」

「ちょっと!?　それ、オオキノフルタケモドキじゃない!?　毒キノコよ!?」

　ラミネが愕がく然ぜんとなる。

「え？　そうなの？　なんともなかったけど？」

「……そう。それはなによりだったわね。でも、もう、食べちゃダメよ」

　なんともいえない表情で注意するラミネに、ティアは「はーい」と手を上げた。

（ひょっとしたら、ティアは無敵なんじゃないだろうか……）

　ラミネの懸け念ねんと裏腹に、食べ物であればなんでも無害化してしまう可能性がある。そう半ば本気で思うカイトだった。

　求索士見習いたちに講義を行った後、昼食を終えたカイト達は、再び長々と続く街道を上っていく。

　やがて、先が左右に分かれるところまできた。

　カイト達は左に折れた後、街道を外れ、草原を横断する。

　すると目の前には、小さな森が現れた。

「この奥にあるから。まあ、森自体は小さいんだけど、ここからは今までみたいに人の手が入った場所じゃないの。この意味が分かる？」

　ラミネが振り返ると、サアラとイオナは眉間に皺を寄せる。

「……外敵がいる、ということですか？」

　イオナの出した答えに、ラミネは「正解」と親指を立てた。

「この森には魔物が棲すんでるわ。……そうだ。もしなんだったら、二人ともちょっと戦ってみる？」

　先輩求策士からの思わぬ誘いに、イオナとサアラは面食らったようだ。

「そ、そんなことしていいんですか？　僕たち、まだ、求索士の資格さえ持っていませんが」

　イオナが問うと、ラミネは杖つえを肩に担ぎながら、

「魔物といっても、この辺りの奴やつは大したことないもの。練習にはちょうどいいわ」

「そだね。もし何かあっても、わたし達が手助けするし」

「いやいやいや！　二人とも、危険だよ！」

　なんてことを言い出すんだ、とカイトは首を折れよとばかりに横へ振る。

「多少はね。でも、せっかくわたし達についてきたんだから、ちょっとくらいやってみてもいいかなって思って」

「だけどそんな、訓練もやっていないのにいきなり実戦なんて！」

「ちょっとだけだよ。魔物がどんな生き物でどう対応すればいいのか、教えてあげるの。やっぱり実際に面と向かった方が実感として掴みやすいし」

「そ、それはそうだけど……」

「カイト兄、ワタシ、やってみたいです」

　こちらの会話に、サアラが加わってきた。

「せっかくの良い機会ですから。イオナはどうですか？」

「うん、僕もやるよ。ちょっと怖いけどね……」

　イオナは小しよう剣けんを抜ぬくと、カイトの隣となりに並んだ。

「ほらほら、カイト、ちょっとは子こ離ばなれしないと。二人がやる気になってるんだから」

　ティアが笑顔で促うながしてくるので、カイトは少し天を仰ぎ、「……そうだね」と視線を戻した。

　二人は魔物と戦う、と聞いて緊きん張ちようしたのか、少し体が強こわ張ばる。

「って言っても、あんまり硬かたくなってても逆に危ないよ。ある程度は力を抜いて、ね」

　そんな彼等を安心させるように、ティアは双方の肩を叩たたいた。

「ティアはちょっと力を抜きすぎてる気がするけどねー」

　ラミネは笑って歩みを再開させる。

「そっかなあ。でもさ、今日は良いお天気だし、気温も高くないから気持ち良いよね。木陰でお昼ひる寝ねしたら最高だろうなー」

「そういうとこよ。今さっき魔物がいるって言った森で、どうしてお昼寝なんて発想が出来るの……」

「はっ。それもそうか……昼寝の心地ここちよさのみを追求していた……」

　ティアが頭を掻かくと、サアラは眼鏡の蔓を押し上げた。

「ティア姉、熟練者の余よ裕ゆうですね」

「いや、あれはティア独自の感覚なだけだと思う」

　素す早ばやくカイトは突っ込んだ。経験の有無は恐おそらく関係ない。

「でも、涼すずしくて確かに気分は良いですね。魔物がいるとは思えません」

　イオナが周りを取り囲む木々を見上げて目を細めた。

「そうだね……なんだか、わたしも眠ねむくなってきたかも……」

　ナナルは零こぼして、小さな欠伸あくびを漏もらす。

「皆、呑のん気きねえ。油断しなければ、それくらいの方がいいかもしれないんだけど――」

　ラミネが喋しやべり始めたその時だった。草むらが、不自然に揺れる。

　間もなく現れたのは、犬のような頭をし、ボロを身に纏まとった二足歩行の魔物だった。どこかで拾ったのか、手には刃はこぼれした剣を持っていて、唸りながら、こちらに敵意剥き出しの視線を向けて来ている。

「あれは……【狗けん族ぞく】ですか」

　サアラが呟いた。

「そう、よく知ってるわね。人間っぽく見えるけど、知性はないわ。おまけに獰どう猛もう」

　ラミネが頷く。

「ただ、そんなに強い相手じゃないし、初めての相手には丁度いいわね、じゃあ、サアラとイオナ――」

「あぶなあああああああいっ！」

　カイトは飛び出すと、霊素を纏った剣で狗族を切り裂いた。血ち飛沫しぶきを上げて、相手は倒たおれる。

「って、こら、カイト！　あなたが戦ってどうするの！」

　やれやれと胸を撫なで下おろしたところで、カイトはラミネに怒おこられた。

「え、いや、ほら、狗族って噛かみついたりするからさ。動きも速いし、まだ二人には難しいかなって……」

「そうでもないよ。それに、気持ちは分かるけど、それじゃ、二人の訓練にならないよ？」

　ティアの言葉は、この上なく尤もつともだ。

「そ、そうだね……ごめん。気を付けるよ」

　カイトが頭を下げると、やれやれといった風に、ティアとラミネは顔を見合わせた。

「お兄ちゃん……二人ともやる気になってるんだから、任せてみよう……？」

　ナナルからも言われ、カイトは「分かったよ」と頷く。

「次。次に出てきたら、今度こそは手を出さない。オレ、決めたよ！」

　と握にぎり拳こぶしを作った直後、再び、目の前に粘ねん着ちやく性せいを持つ不気味な生き物が現れた。

「って、これはダメだあああああ！」

　すかさずカイトは跳ちよう躍やくすると、頭上から魔物を両断する。

「言ってる傍そばからあなたはーーっ！」

　ラミネから襟首を掴つかまれて、カイトはがくがくと揺さぶられた。

「ちち、ち、ちが、ちがうんだよ、これは、その、あれはなんか、ねちょねちょしてて戦い難にくそうだったから」

「さっき決めたでしょ！　子離れするんじゃなかったの!?」

「はい！　します！　絶対します！」

「じゃあ、なにが出て来ても、戦わない！　いい!?」

「分かりました！　――こいつめええええ！」

　カイトは再び現れた魔物を、ラミネから素早く離れて討とう伐ばつする。

「ふう、もう少しで二人が怪我するところだった……ああっ!?」

　ほぼ無意識化の行動だったので、カイトは遅おくれて我に返った。

「……ティア。カイトを捕つかまえといて」

「了りよう解かいー」

　ラミネの指示により、カイトはティアに後ろから羽は交がい締じめにされる。

「ああ！　ティア、なにを!?」

「ごめんね、カイト。でもこうしなきゃ、二人がいつまで経っても自立できないでしょ？」

「わ、分かる！　分かるけど！　でも、こうは考えられないかな!?　自立なんかしないでいい……一生、オレが二人を養えばいいと！」

「ティア、絶対に離しちゃダメよ」

「はーい」

「うわあああああああ！」

　我ながら良い案だと思ったのだが、瞬しゆん時じにラミネに却きやつ下かされてしまった。

　カイトは観念し、ティアに捕まえられたまま、項うな垂だれる。

　すると、間もなく茂しげみががさりと音を立て、そこから、小さな影かげが転がるようにして現れる。

　大き目の鼠ねずみにも似た生き物で、全身に、それこそ、四し肢しに至るまでびっしりと針のような棘いばらが生えていた。

「お、出た出た」

　ラミネが杖を握り直して下がると、サアラは魔物の姿を見て呟く。

「これは……【剣けん峰ほう獣じゆう】ですね」

「本当によく知ってるわね。その通り。特とく徴ちようは？」

　ラミネに訊きかれると、今度はイオナが口を開いた。

「見て分かる通り、体に生えた棘です。人間に対して敵意を持っていて、見つけるや否いなや、あれを飛ばしてくるとか」

　二人ともよく勉強している、とカイトは感心する。そういえば、サアラは誕生日祝いに魔物の本を欲ほしがっていた。他にも読んで、ある程度の知識を得たのかもしれない。

「そうだねー。それじゃ、二人も、やってみようか！」

　ティアに促されて、サアラとイオナは前に出た。

【剣峰獣】はこちらの動きを警けい戒かいしているのか、唸りを上げて前ぜん傾けい姿勢を取ったまま止まっている。

「サアラはさっき教えた通りに、巫術を使ってね。さすがにいきなり派手なのは無理だと思うけど」

　ラミネがサアラの傍についたところで、カイトはティアに解放される。さすがに落ち着いてきたので、先さき程ほどのように前に出ようとは思わなかった。

　その代わり、何があっても対応できるように双そう剣けんは抜きつつ、戦いの指導へ備えることにする。

「イオナ、いいかい。魔物にしろ、人にしろ、戦う時に一番重要なのは、先を読むことだ」

「……先、ですか」

「相手がどういう考えを持っていて、次にどういう風に動こうとするのかを予測し、それに従って随ずい時じ、対応していく」

「そんなこと、出来るんですか？」

「魔物も生き物だからね」ティアがカイトの話を引ひき継ついだ。「目の動きや呼吸、わずかな体の変化である程ほど度は分かるよ」

「む、難しいですね……出来るでしょうか」

「どうだろうね。でも、出来なきゃ【武法者】はやれないよ」

　カイトが言うとほぼ同時、【剣峰獣】が動いた。体を丸めると同時に、甲かん高だかい鳴き声を上げる。

　直後、小さな体から、無数の棘が射出された。

「武法者は前線に立つ役目だからね。魔ま物ものの注意を惹きつけ、他の仲間が攻こう撃げきする隙すきを自ら造りだす」

　カイトは無造作に両手の剣を振り払った。小さな音と共に、針が全て地面に落とされる。

「だからこそ直接的な戦いにおいては、エメルタの誰だれよりも優すぐれてなきゃならないんだ」

　目を見開いているイオナに、カイトは微笑んだ。

「ほらほら、相手が攻撃手段を失ってうろたえてるよ」

　ティアが指差す方向を見ると、丸まる裸はだかになった【剣峰獣】がじりじりと下がっていた。

「この魔物は棘を飛ばすのが恐こわいけど、逆に言えばそれを防ぐと完全に無防備になるの。しばらくするとまた生えてくるから、この間に、攻撃。ほら！」

　ティアに背中を叩かれ、イオナは「は、はい！」と慌あわてて向かった。

　彼かれが正面から斬きりかかると、【剣峰獣】は素早く飛とび退のく。

　しかも逆に牙きばを剥むくと、腕うでに噛みついてきた。

「うわっ、と、このっ！」

　イオナが身を引いて、剣を突つき出す。切っ先が、ほんのわずかだが、魔物の体を傷つけた。

「いいぞ。君はまだ霊素の扱あつかい方かたにオレほどは慣れてない。今回は通常の戦い方でいくんだ」

　カイトの助言に、イオナは頷き、更さらに相手を攻せめ立たてる。

　戦い方は未熟だが、動きは悪くなかった。それどころか、何度かやっている内にある程度の感覚を掴みつつある印象さえある。

「へえ、結構やるね、イオナ」

　ティアの言葉に、カイトは「……確かに」と同意した。

【竜を喰らう者デイオ・マギス】の残党がいた研究所では、霊素改造だけで、戦せん闘とう訓練はまだ受けてはいなかったとのことなので、これは彼自身の中に眠っていた能力なのかもしれない。

「意識を集中して、杖を前に出し、後は先端に光を集めていくように想像して……」

　サアラは先程教えてもらった手順をそらんじながら、巫術を発動しようとしていた。

　杖を持ったまま、目を閉じ、息をゆっくりと吸って、吐いていく。

　すると、得物に嵌はめ込まれた空劫結晶が、ほんのわずかだが、明かりを灯ともし始めた。

「上手だよ、サアラ……そのまま、そのまま……焦あせらないでね」

　ナナルに言われて、サアラは頷く。

「さっきみたいに、頭の中で使いたい巫術を思おもい描えがいて。火が出したいなら、火を。風を生みたいなら、風を。出来るだけはっきりとね」

「はい。やってみます」

　ラミネに対して答えると、サアラは小さな口を開いた。

「……創造主イシアの御み力ちからを此処に顕現する。灼しやく熱ねつよ上れ、汝が敵の罪を焼き尽くせ！」

　カイトとティアは咄とつ嗟さに飛び退く。

　瞬間、サアラの杖に小さな火球が出現したかと思うと、勢いよく虚こ空くうを走った。

「イオナ、下がって！」

　カイトの指示に、【剣峰獣】を食い止めていたイオナは即そく座ざに距きよ離りを取る。

　そこに火球が激げき突とつ。小さな体が炎えん上じようした。

「……やりました」

　サアラがいささか呆ぼう然ぜんとした様子で立ち尽くす。

「やったじゃない、サアラ！　上等よ！」

「もう使い方を習得するなんて……！」

　ラミネとナナルが左右からサアラに抱きついた。

　しかし、止とどめを刺さすまでには至らない。ふらついた動きで【剣峰獣】は起き上がった。

　加えて再生した棘を放とうと、再び体を丸めている。

「今だ、イオナ！」

「はいっ！」

　カイトの言葉が放たれてすぐ、イオナは【剣峰獣】に飛びかかった。

　剣をその身に突き立てる。

　すると、相手は一いつ瞬しゆん、体を震ふるわせた後で……動かなくなった。

「た、倒した……」

　安堵するように顔を弛し緩かんさせ、イオナはその場に跪ひざまずく。

「おお！　すごいよ、イオナ！　良く出来ました！」

　ティアが盛大に拍はく手しゆすると、イオナは照れくさそうに笑った。

「す、すばらしい……二人とも、よくやったよ。本当によくやった！」

　カイトはうんうんと頷きながら、涙なみだを流す。

「いや、なにも泣かなくても……」

　ラミネがぎょっとして見てきた。

「な、泣くさ！　これを泣かずしてなにを泣くというんだい！　未み来らい永えい劫ごう、語り継ぐ偉い業ぎようだ！　今日は歴史上類を見ないほどの記念日だよ！　さあ、家に帰ってお祝いしよう！」

「いえ、カイト兄、まだ依い頼らいは終わってません」

　勢い込んで言うカイトに、サアラは至し極ごく冷静な顔で首を振る。

「依頼がなんだっていうんだい！　二人の成果に比べれば……！」

「本ほん末まつ転てん倒とうになっちゃうでしょうが。ほら、行くわよ」

　ラミネは肩かたを竦すくめて先を進み始めた。他の皆もそれについていく。

「ああ！　待って！　この喜びをもう少し噛かみ締しめさせて！」

　カイトは追いかけながら、森の静せい寂じやくを打ち破る様な大声を張り上げた。

　それからも魔物は現れたが、カイト達たちは協力し合いながら、その全てを退ける。

　何度か参加している内に、イオナやサアラの動きもそれなりに様になりつつあった。

　いきなり実戦でどうなることかと思ったが、上手うまい具合に功を奏したようだ。これならば二人の希望する求索士にも、無事になれることだろう。

　そうする内、一行は無事に洞どう窟くつへと辿たどり着ついた。

　びっしりと生はえ揃そろった蔓つる草くさによって塞ふさがれた入り口を、ラミネが火の巫術で焼き払う。

「うん、ここね。目的の薬草は他にも生えてるところがあるらしいんだけど、運が悪いことに、同じ病を治す為ためにとられちゃったらしくてね。こっちを探すしかないってわけ」

　ラミネは、ティアから渡されたランタンに巫術で明かりを点つける。

「ちょっと険しいみたいだけど、ま、大だい丈じよう夫ぶでしょう。行きましょうか」

　カイト達は頷いて、内部へと足を踏ふみ入いれた。

　途と端たんにひやりとした空気が肌はだを刺す。外の気温より何度か低いようだった。

　先頭に立つティアが明かりを掲かかげると、天てん井じようから垂れ下がった氷柱つららのような岩が見える。鍾しよう乳にゆう洞どうになっているらしい。

「二人とも、足元に気を付けてねー。転ぶと痛いよ」

　ティアはサアラとイオナにそう言うと、探たん索さくを始めた。

　が、すぐ後につまずいて「はわっ」とよろめく。

「君も気を付けてね。転ぶと痛いよ」

　咄嗟にカイトが抱だき止とめると、ティアは「うへへ、面めん目ぼくない」とはにかんだ。

　洞どう窟くつ内ないは時折、水すい滴てきが落ちるような音がする以外、静けさに満ちている。

　途中、幾つか分かれた道があった為、カイト達は地図を見ながら正しい方へと行った。

「なんだか……懐なつかしい気がするね……ヴィーさんがいたところみたい」

　洞窟の様子を眺めていたナナルが零す。

「ああ、そうだね。あそこもこんな感じだったっけ」

　記憶と照らし合わせながら、カイトは顎あごを引いた。

「ヴィーさん……ですか？　どなたでしょう？」

　サアラが足元を見つめて慎しん重ちように歩きながら、問いかけてくる。

「ん、言ったことなかったっけ。前に依頼で行ったところに居た魔物でねえ。【焔えん竜りゆう】のヴィーさん」

「焔竜!?」

　ティアの答えに対して、イオナの上げた素すっ頓とん狂きような声が、洞窟中に響ひびき渡った。

「焔竜って、あの焔竜ですか!?　本で読みましたが、地上最強の魔物って言われている……」

「ああ、そうそう、その焔竜。そういえば、焔竜ってそうだったわね」

　何となく腑ふに落ちないといった顔で、ラミネが首をひねる。

「子鬼おに退たい治じに行った時のことですか？　イオナのこともあって、詳くわしく聞いていませんでしたが……よく無事でしたね。焔竜に出会った人間は、全てが骨まで焼き尽くされると聞きましたが」

　サアラも感情少なではあるものの、驚おどろきを示すように眼鏡の奥おくの目を何度も瞬まばたかせた。

「うん……わたし達も、最初は警戒してたんだけど……とっても、とっても、良い竜さんだったんだよ」

　ナナルがその時のことを思い出したのか、くすりと笑う。

「そ、そうなんですか。まあ、僕ぼく達たちも資料で読んだだけなので、実際に会うと案外、そんな感じなのかもしれませんね」

　やや戸と惑まどいつつも、イオナは頷うなずいた。

「ヴィーが特別って可能性もあるけどねえ。それにしても彼は、今いま頃ごろ、どうしてるのかな」

　カイトは腕を組んだ。相変わらずあの山の洞窟に住み、鉄を食べて暮らしているのだろうか。

「また会いたいねえ。ゆっくりお茶とかしたいな」

　しみじみと呟くティア。

「いや、ティア、気持ちは分かるけど周りから見ると物もの凄すごく不自然な光景だよ、それ……」

　カイトは口をひきつらせた。想像するだけでも、相当に違い和わ感かんがある。

「そっかな？　一度、皇都とかに遊びに来て欲しいけど」

「それはそれで、騒さわぎになりそうだなあ」

　尤も、フレッサは喜びそうではあるが。代わりに、ザウドは頭痛を覚えそうだ。

「求索士になると、色々な出会いがあるのですね。面白おもしろいです」

　なにやら感心した様子で、サアラは頷く。

「あれはちょっと特とく殊しゆ過ぎるとは思うけどね……っと、着いたみたいだ」

　カイトは立ち止まった。

　目の前は、壁かべしかない。洞窟はここで行き止まりということだ。

「情報だとこの辺にあるらしいんだけどね。黄色い花の咲さいた草みたいだけど……さて、どこかしら」

　カンテラを翳かざしながら、ラミネを始めとして、カイト達は探し始めた。

　だが周囲には苔こけ生むした壁があるだけで、それっぽいものはどこにも見当たらない。

「……ん？　ねえ、カイト、あそこじゃない？」

　それでもしばらくすると、上を見ていたティアが指差した。

　そこには少し高い場所に穴が空いている。

「ああ、本当だ。この辺には見当たらないし、もしかしたらそうかもね。ちょっと行ってみるよ」

　カイトはティアから縄なわを受け取った。先せん端たんに爪つめのような器具がつけられており、上手く投げると岩の間や土へ食い込む仕様になっている。

　縄を振ふり回まわし、狙ねらいを定めて投げた。

　幸い、一度で上手くいって、鈍にぶい音と共に引っかかる。

　何度か引っ張ったが、特に崩れる様子もなかった。

　カイトは左手にランタン、右手に縄を掴むと、そのまま登っていく。

「カイト兄さん、するする行きますね」

「こういうのも、求索士には必ひつ須すの技術だからね」

「そうね。崖がけ登りとかしょっちゅうだし」

　後ろでイオナとティア、それにラミネが会話を交かわしていた。

「でも、最初はわたし達も難しかったよ。いつだったかなあ。ナナルがね、手を滑すべらせちゃって、そのままカイトの上に落ちたことあったなぁ」

「ああ、怪我けがはなかったけど、顔面にお尻しり押おし付けてたわね」

「お、お姉ちゃんたち、そのこと話すのやめてよぅ……」

　ナナルが恥はずかしそうに言う。

「そういえばそんなこともあったな……あの時の照れるナナルは可愛かわいかったよ、それはもう」

「お兄ちゃん……！　もうっ！」

　下から叱られたので、カイトが「ごめんね」と謝あやまったところで、穴に辿り着いた。

「あった。ここだな……」

　中の様子を見ようと、顔を突っ込んだところで。

　――突とつ然ぜん、無数の黒い影が中から飛び出してきた。

「うわっ!?」

　驚いて身を引く。何事かと振り返ると、皮ひ膜まくのついた翼つばさを持った小さなものが近くの天井に止まるところだった。

「あら、あれは……【黒こく闇えん】ね」

　ラミネが珍めずらしそうに話す。

「黒闇って、洞窟なんかを住すみ処かにする魔物だよね。でも、この辺りでは発見されたことがなかったはずじゃ……？」

　カイトの問いに、ラミネは頭を掻きながら、

「そうなんだけど、相手は生き物だからね。何処どこかから移住してきたのかもしれないわ」

　なるほど、そういうこともあるか。

　カイトは納なつ得とくしつつ、改めて内部を確かめた。

　カンテラのぼんやりとした明かりの中、奥の方に何かが見える。

　目を凝こらすと、黄色い花の咲いた草のようだった。

「あった、あった。ラミネが言ってたのと同じだ。でも……」

　手を突っ込んでみるも、指は虚むなしく虚空を掻いた。しばらく挑ちよう戦せんしてみたが、どうにも届かないらしい。

「ダメだ。これは直接、穴に入るしかないな。ただ、小さすぎてオレじゃ無理だ」

　カイトは壁を蹴けりながら降りて、下に戻もどってきた。

「わたしでも無理そう？」

　ティアが尋たずねてくるのに、頷く。

「となると、ラミネでも無理だし、イオナもダメだね」

「ナナルがぎりぎりぐらいなんだけど……」

　カイトはナナルを見つめながら言った。しかし、下手をすれば詰つまってしまうかもしれない。

「カイト兄。ワタシで丁度良いかもしれません」

　皆と同じように頭上を仰あおいでいたサアラが発言した。

「ああ、なるほど。サアラはナナルよりちょっとだけ小こ柄がらだものね。いいかもしれないわ」

　ラミネが顎に手を当てて、頷く。

「え、でも、大だい丈じよう夫ぶかな。そんなに距離はないけど、それでも縄をかけて登らないといけないところだよ。足を踏ふみ外はずして落ちたら怪我するかもしれないし……」

　不安にかられてカイトが言うと、「なら」とイオナが挙手をした。

「僕ぼくも行きます。すぐ下で待機していれば、もしものことがあっても対応できますし」

「そうだね、そうすれば安心かも。お願いするね」

　ティアが頼たのむと、イオナは「任せて下さい」と微笑ほほえんで、胸を叩く。

「う、うーん……そうだね。じゃあ、二人で行ってもらおうか」

　あまり食い下がっていても、また過保護だと怒られてしまうかもしれない。カイトは少し迷ったものの、了りよう承しようした。

　改めて何度か引っ張って安全なことを確かく認にんすると、ティアはサアラに縄を渡わたした。

「では、行ってきます」

　しっかりと縄を握り込み、岩に足をかけると、サアラは壁を登り始めた。その後に、イオナが続く。

「焦らないでいいからねー。ゆっくり、ゆっくりだよー」

「き、気を付けてね……」

　下でラミネとナナルが応おう援えんし、カイトははらはらとしながら見守った。

「い、いいかい、無理をしてはいけないよ、無理をすれば足を踏み外して真っ逆さまだからね!?　無理だけはしてはいけない、そうだよ、無理は、無理だけは、無理をしてはいけないよ！」

「カイト、さっきから無理しか言ってないよ」

　ティアが言ってくるが、頭が混乱していて、それどころではない。

　しかし心配を他所よそに、サアラはさすがにカイトより苦労しているものの、どうにかこうにか、登っていっていた。

「ふうん。サアラ、いつも家で本読んでばかりいるからどうかと思ったけど、案外とやるわね」

　ラミネが意外そうに言う。

「イオナもねー。二人とも経験積んだら、良い求索士になれるかも」

　嬉うれしそうに、ティアは口元を緩ゆるめた。

　やがてサアラは穴が空いた場所まで辿り着く。木の洞ほらにも似たそこに半ば頭を突っ込むようにすると「カイト兄の言う通りです。ありました」と報告してくる。

「じゃあ、お願い。くれぐれも気を付けてね」

　ラミネの注意に頷いて、サアラは穴に体を入れた。しばらくもぞもぞしていたが、やがて上半身が完全に消える。

「……毒どく蛇へびとかいたらどうしよう」

　カイトはふと不安にかられた。

「いや、毒どく蜘蛛ぐもかもしれない。もしくは蠍さそりとか!?　ああ、毒蛙がえるかもしれない！　さ、サアラ！　ダメだ！　帰ってくるんだ！」

「いもしない生き物に怯おびえて先んじるんじゃないの」

　両手を振り続けるカイトを、ラミネがやれやれといった風に抑おさえてくる。

　それほど時をかけず、サアラが体を出した。その手には、黄色い花の咲いた草が握られている。

「これですか？」

「ああ、それそれ」ラミネが首しゆ肯こうすると、サアラは薬草を懐ふところに仕し舞まい、再び縄を伝って降りてきた。

「はあ、なんとか上手くいった……心臓が張はり裂さけそうだったよ」

　カイトは胸を撫で下ろす。

　が、落ち着いたのも束つかの間ま、「あっ」というサアラの小さな声が聞こえてきた。

　足元の壁が崩くずれ、加えて手が滑ったのか、彼かの女じよの体はゆっくりと落下し始める。

　イオナは咄嗟に手を伸のばしたが、寸での差で届かなかった。

「サアラ！」

　カイトは即座に駆かけ付つけて受け止めようとした。

　しかし、それより先にイオナが動く。

　自ら縄から離はなれて、サアラに追いつくと、その体を抱き込んだ。

　そして、地面に落ちる間ま際ぎわで壁を思い切り蹴ると、宙に浮うかび、地面に転がる。

「つっ……！」

　その際、肩をぶつけたせいか顔をしかめたが、イオナはすぐに視線を懐に居るサアラへと移した。

「サアラ、大丈夫？」

　抱きかかえたままの状態で問とい掛かけると、サアラは「はい」と返事をした。表情はいつも変わらないが、心なしか、頬ほおが赤く染まっている気がする。
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「良かった……イオナ、ありがとう！」

　カイトが礼を言うと、イオナは「いえ。なんとかなりました」と微笑んだ。

「イオナこそ、怪我をしたのではありませんか？」

「ああ、うん。でも、大したことないよ。ちょっと打っただけだ」

　サアラに対してイオナが言うと、カイトが「ええ!?」と甲高い声を上げた。

「たたたたた大変だ！　イオナが！　イオナが！　どどどど、どうしよう!?」

「落ちつきなさいよ。どうして当人よりあなたが慌ててるのよ」ラミネはため息をつき、「ナナル、ごめん、頼める？」

　ナナルは頷き、イオナの傍にしゃがみこんだ。短剣の鍔つばを彼の肩に押おし当あてると、何事かを呟つぶやく。

　白い光が瞬き、瞬またたく間に傷を癒いやしていった。

「……痛くない？」

「ええ、大丈夫です。すごいですね。これが治癒者の力ですか」

　感心したようにイオナが言うと、

「……あの、イオナ。そろそろ離してもらって良いですか」

　小声で呼びかけてくるサアラに、イオナは「あ、ご、ごめん！」と慌てて彼女を解放した。

「サアラ、君は怪我とかないかい!?」

「ち、治ち療りようするから、言ってね……？」

「足をくじいてたりしたら、無理しちゃダメよ？」

　ティア、ナナル、ラミネから交こう互ごに問いかけられて、サアラは自分の体の調子を確かめるように見下ろしていたが、

「ええ、問題ないようです。忠告を受けていたのにすみません」

　と謝ってきた。

「いいんだよ、そんなこと。無事で何より」

　ティアに頭を撫でられて、サアラは俯うつむく。

「少し油断していたようです。やはり、ワタシは未熟ですね」

「初めてなんだから、当たり前だよ。寧むしろ良くやったと思う」

　カイトが言うと、残りの三人も、こちらに同意するよう頷き合った。

「何にせよ、これで依い頼らい達成だね！　おめでとう、サアラ、イオナ！」

　ティアが拍手するのに、カイトや、ラミネ、ナナルも倣ならう。

　サアラとイオナは、照れたように目を伏ふせた。

「よし、それじゃ、帰りましょうか。今から向かえば、夕暮れ前には皇都に着けるわ。お腹なか減ったでしょ？　晩ばん御ご飯はんにしましょうね」

　ラミネが告げると、誰よりも先にティアが「減った！」と主張した。

「ねえねえ、今日の夕食は何？　お肉？　もしくはお肉か……あるいはお肉か！」

「選せん択たく肢しが一個しかないじゃない。本当にあなたは肉しか希望しないわね……」

「そんなことないよ。後は――」

「はいはい、甘あまいものね」

　先にラミネに言われ、ティアはなぜか得意げに胸を張る。

「まあ、院長先生もいらっしゃることだし、昨日に続いてちょっと豪ごう華かにいきましょうか。ナナル、手伝ってくれる？」

　歩き出したラミネについていきながら、ナナルは頷いた。

「でも、思っていたより簡単でしたね。もちろん、そういう依頼だからこそ僕達がついてこれたんだと思いますが」

　イオナが感想を漏らした。その手に持った薬草を揺ゆらす。

「まだまだ。依頼は帰るまでが依頼だよ。何が起こるか分からないんだから」

　ティアが指を立てた。

「何が起こるか、ですか。でも、薬草は採取できましたが……」

「うん、目的の物は手に入れたよ。でも、帰り道で何かの事故に巻き込まれて落としてしまうかもしれないし、盗とう賊ぞくに出で遭あって盗とられちゃうかもしれない。そうでなくても、予想もしない出来事が待ち受けている可能性はあるんだよ」

「そうね。求索士は依い頼らい主ぬしに再び会うまでは決して油断してはならない。それが教習所に行って初めて教えられることだから」

　続いたラミネの言葉に、イオナは感かん嘆たんの息を吐はく。

「なるほど……。やっぱり本職は違ちがいますね。勉強になります」

「……ふふ。なんだか照れるね」

　ナナルが顔を赤らめた。

「わたし達も、いつの間にか、先せん輩ぱいになってたんだね……」

「そうねえ。少し前まではひーひー言いながらなんとか依頼をこなしてたのに、なんだか実じつ年ねん齢れい以上に老ふけた気分だわ」

　ラミネの言葉に、場に居た全員が笑う。

「まあ、でも、さすがに大きな邪じや魔まが入るとは――」

　思えない、カイトが言おうとしたその時だった。

　洞窟の入り口に差し掛かったところで、天井から黒い影が降りてくる。

　それはイオナの手元まで近づくと、薬草をとって、あっという間に後ろへと去っていった。

「うわっ!?　え、なんですか、今の!?」

　慌てて振り返るイオナ。カイトを始めとした残りの全員が後ろを向くと、皮膜のある翼を持った小さな生き物が洞窟の奥へと消えていくところだった。

「しまった、【黒闇】――！」

　ラミネが歯は噛がみする。

「不味まずいわね、黒闇の好物は確か果物や野草よ。あのままじゃ、餌えさにされてしまうかも……」

「僕、追いかけてきます！」

　弾はじかれたように、イオナが飛び出した。

「あ、ダメだよ、イオナ！　単独行動は！」

　ティアは止めたが、既すでに彼の姿は洞窟の奥へと消えていた。

「オレ達も急ごう。黒闇一匹ぴきくらいならイオナでも対処できるけど、何があるか分からない」

　カイトの呼びかけに全員が頷き、駆け出していく。

　薄うす暗ぐらい道を進んでいくと、先程とは別の方向を進んでいくイオナの後ろ姿が見えた。

　曲がりくねった道をひたすらに行くと、やがて、広々とした土地に出る。

　イオナはその中央辺りで、黒闇を捕まえて、薬草を奪うばい取とっていた。

「良かった。やりました！」

　イオナは薬草を、懐にしまい込む。

「無事に済んでよかったけど、ダメよ、一人で行っちゃ。もし何か問題でも起こっていたら、どうするつもりだったの」

　ラミネに叱しかられ、イオナは俯いた。

「そうですね……つい夢中になってしまって。すみません」

「なんともありませんか、イオナ」

　サアラにそう尋ねられ、顔を上げたイオナが微笑む。

「うん、なんともないよ。一時はどうなることかと思ったけど」

「まあ、なら、何よりだよ。さあ、早くここを出よう」

　カイトは言って、出口に向かって歩き出そうとした。と、

「ちょっと待って……お兄ちゃん……。黒闇について、何かあったような気がするの……」

　不意に、ナナルが呟く。

「確か……黒闇って陽ひの光に弱くて、移動する時には、違う魔物の体の下に摑つかまる習性があるの。同じように洞窟を住処にしている魔物にね。だから……黒闇がいる場所には……」

「ねー、ねー。なんかでっかいのがいるよ」

　ティアがランタンを頭上高く翳し、洞窟を広く照らした。

　すると前方辺りで、何かうずくまっているのが見える。

　黄土色の滑なめらかな肌を持つそれは、のっぺりとした顔に巨きよ大だいな体と太い四足を持っていた。

「……うん、この、【滑かつ蜴えき】がいるって」

「あの……。ナナル。ちなみにこの魔物って、大人しい？　大人しいのよね？　そう言ってもらえると、随ずい分ぶん安心出来るんだけどなー」

　縋すがるように言ったラミネだったが、

「普ふ段だんはそうなんだけどね。でも、自分の縄なわ張ばりに入ったものには激しく怒おこって――」

【滑蜴】がのっそりと起き上がった。二つのつぶらな目でこちらを見つめる。一見すると体には似合わず可愛らしく思えるほどのものだったが、

「どこまでも、追いかけて攻撃してくるって」

　――そこには、こちらへの確かな殺意が滾たぎっていた。

「に、逃にげるよ、皆みんなーーっ！」

　カイトが手を上げると、全員がその場から逃げ出す。

　しかしナナルの言葉通り、凄すさまじい足音と共に、滑蜴が背後からこちらを追走してきた。

　見かけによらず、足が速い。このままだと早晩、追いつかれてしまうだろう。

「どうする!?　このまま、洞窟の外に逃げれば大丈夫かな!?」

　カイトは全速力で駆けながら、誰にともなく問いかけた。

「どうかしら！　この魔物も太陽に弱いとか、そういう性質ある!?」

　ラミネが息を切らせながら、話をナナルに振る。しかし残念ながら、彼女はそれを否定した。

「多分……ないよ。暗いところが、好きってだけで……」

「それじゃ、仕方ないね」

　ティアが言った。行く先に光が見えてくる。出口が近いらしい。

「ここで決着をつけよう！」

　全員が出たところで、ティアを始めとした全員が振り返った。

　滑蜴は前足で地面を蹴りながら、鼻息を荒あらくしている。どうあってもこちらを許すつもりはないらしい。

「イオナとサアラは下がっててね。――アウロッ！」

　ティアが背中の槍やりを抜ぬいて構えると同時に、彼女の頭上に光の粒りゆう子しが集まった。

　間もなく現れたのは、黄金こがね色いろをして、でっぷり太った鳥である。

　ティアが契けい約やくした幻げん獣じゆうであり、雷かみなりを自在に操あやつる力を持っていた。

　カイトもまた双そう剣けんを抜き、彼女の隣となりに並ぶ。

「創造主イシアよ、翠りよく意いにて汝なんじが敵を薙なぎ払はらえ！」

　背後からラミネが巫術で支し援えんしてくれた。ティアとカイトの間を疾しつ風ぷうが駆け抜け、そのまま滑蜴を攻撃する。大きな傷は与あたえられなかったものの、相手はたじろいだ。

　その間に、カイトとティアは同時に飛び出し、それぞれの武器で攻撃を仕し掛かける。

　まず、跳ちよう躍やくした体から、ティアが槍を振り下ろした。穂ほ先さきが滑蜴の体に突き刺さり、アウロが甲かん高だかい声を上げる。稲いな光びかりが瞬き、激しい音が辺りを支配した。咆ほう哮こう。相手はもんどり打って倒たおれ込む。

　そこですかさず、カイトが接近し、霊素を伴ともなった刃やいばを薙いだ。巨きよ体たいに深々と裂れつ傷しようが刻まれ、深緑色の血ち飛沫しぶきが上がる。

　だがそれはわずかの間だけだった。滑蜴の体に刻まれた痕こん跡せきは、即座に発生した泡あわに包まれたかと思うと、すぐに元の状態を取り戻す。

「再生した……!?」

　しかも驚くべき速度だ。これではどれだけ攻撃を与えても意味がない。

「お兄ちゃん、滑蜴は傷をつけたらすぐ全体を焼かないと、四し肢しが離れても、丸ごと治っちゃうよ……！」

　ナナルが叫さけんだ。

「だったら、生半可な攻こう撃げきは意味がないね。思いっきり派手にやって、すぐに対応しないと」

　ティアが槍を手に足を広げ、そう告げる。

「オレとティアが一いつ緒しよにやって、首を切ろう。その間にラミネに巫術で焼いてもらうんだ」

「うん。でも、大丈夫かな。さっき見たけど、本当に一瞬だったよ。間に合うかな……」

「でしたら、連続では如何いかがでしょうか」

　想定外のところから、提案が出た。サアラだ。

「まずラミネ姉が巫術を放ち、その後すぐにワタシがやります。もし最初でダメでも、すぐにカイト兄かティア姉がまた斬きれば対応できるのでは？」

「…………」

　カイトは口を開けたままで、サアラを見た。

「どうしました。ダメでしょうか」

「……いや、そんなことはないよ。でもびっくりした」

　滑蜴が突とつ進しんしてきたので、転がりながらかわしつつ、カイトは言う。

「まさか今日初めて魔ま物ものと戦った子が、すぐにそんな考えを出してくるなんて。普ふ通つうはないよ」

「確かにそうだね。さっきイオナが咄嗟に動いた時にも思ったけど、サアラ、あなたもやっぱり、この仕事向いてるよ」

　ティアに褒ほめられて、サアラは「……どうも」と少し目を伏せ、眼鏡の蔓つるを押し上げた。

「でもサアラ、本当にすぐに巫術を操らないと台無しになるわよ、出来る？」

　ラミネの確認に、サアラは少しだけ沈ちん黙もくしたが、

「……はい。やってみます」

　前を向いて、しっかりとした声で返事をした。

「分かった。じゃあ、いくよ、ティア」

「了りよう解かいっ！」

　カイトはティアと左右に分かれ、挟はさみこむようにして滑蜴と対たい峙じする。

　相手がどちらを狙おうかと首を交互に動かしている間に、仕掛けることにした。

　特に合図もなく、前進すると、ティアもほぼ同じ時に動く。

　ティアが死角に入り込んで、首を目め掛がけて槍を突つき入れた。切っ先を抉えぐり込んだ直後にアウロによって電でん撃げきを浴びせる。

　黒くろ焦こげになったところで、カイトが双剣を思い切り斬り込んだ。

　鈍い音と共に、首が撥はねられ、転がる。

　鮮せん血けつが舞まい上がったところで、ラミネが巫術を唱えた。火球が虚こ空くうを焦こがしながら滑蜴に向かっていく。

　だがティアの言う通り、瞬きするような間に首から頭が生えようとしていた。これではやはり、火が到とう達たつする前に全てが元通りになってしまう。

「創造主……イシアの命により……汝が敵の罪を焼き尽つくせ！」

　すかさず、サアラが声を上げた。杖つえの先から、ラミネよりは小さいものの炎ほのおが生み出される。

　先んじた火球よりやや遅おくれたそれが、同じ方向を辿って走った。

　ラミネの巫術が当たったところで、カイトは勢いよく刃を振り上げる。完全に元の状態を取り戻した首が、再度、飛んだ。

　そこに、すかさず、サアラの放った火の塊かたまりが直ちよく撃げきする。

　嫌いやな臭においを立てながら、滑蜴の肉が焼けた。

　相手はしばらくふらついていたものの、やがて、ゆっくりと倒れていく。

　地面へ横向きになった巨体は、二度と動くことがなかった。

「……なんとか倒せたか」

　カイトは汗あせを拭ぬぐう。とんだ緊きん急きゆう事態だった。

「やったじゃない、サアラ。見事だったわよ！」

　ラミネに肩を抱かれて、サアラは彼女を見上げると、心なしか満足そうな表情を浮かべる。

「おめでとう。イオナもそうだけど、見習いとしては十分すぎる功績だよ！」

　カイトが褒めると、場に居たサアラとイオナ以外の全員も異口同音に二人を称しよう賛さんした。

「いえ、とにかく夢中で……対応できて何よりでした」

　サアラは深々と息をつく。

「すみません、僕が独りで動いたからこんなことになって……」

　申し訳なさそうな態度をとるイオナに、カイト達は顔を見合わせ、しばらくしてから笑えみを浮かべた。

「良い勉強になったでしょ。求索士にはこういうこともあるの。依い頼らい通りにいくことなんて、あんまりないんだから」

　ラミネが言うと、

「そうそう。ついこの間も子鬼退治のはずが、竜りゆう退治になったしね」

　ティアも、うんうん、と頷いた。

「大事なのはね、イオナ……どんなことになっても、諦あきらめないこと……なんだよ」

　ナナルが優やさしい口調で教える。

「冷静に状じよう況きようを分ぶん析せきして、打開策を考え出すの。そうすれば、何があっても、なんとかなるから」

「ナナルの言う通りだね。臨機応変さは、求索士へ霊素以上に求められる要素だ」

　カイトの言葉に、イオナは姿勢を正した。

「はい。今日は色々と得るものが多かったです」

「ワタシも、本だけでは知ることのできない経験をさせて頂きました」

　サアラが続き、二人は同時に頭を下げてくる。

「そうね、思っていた以上に盛もり沢だく山さんだったわ。今日のことを糧かてに、資格試験、頑がん張ばってね」

　ラミネが二人の肩かたを叩たたいた。

「……あ、そうだ。イオナ、薬草は？」

　思い出したように訊きいたティアに、イオナは手に握にぎったものを見せる。

「あります。絶対に落とさないようにしてましたから」

「おお、ありがとう！　それじゃ、改めて帰ろっか。予想より時間かかっちゃったし」

　ティアの発言に、誰だれも異論をはさまなかったので、一行はそのまま帰路へつくことにした。

「あー。疲つかれちゃった。まさかこんなことになるなんてねえ。こりゃ夕食作りも気合入れないと、油断したら寝ねちゃうかも」

「ラミネお姉ちゃん、わたしもお料理、手伝うよ……」

　体を伸ばしながら先行して歩いていくラミネに、ナナルが小走りでついていく。

「お疲れさま、サアラ」

「あなたもです」

　イオナとサアラは互たがいに労ねぎらいながら、二人に続いた。

　カイトもまた、その背を見つめながら、歩き出す。

　横にはティアが並び、しばらくの間、互いに無言で足を進めた。

「……ねえ、カイト」

　だが不意に、ティアが口を開く。

「びっくりしたよね。サアラとイオナがついてきたいって言った時は」

「そうだね。二人が求索士になりたいなんて、全然知らなかったから」

　今考えれば、思い当たる節は幾いくつかあった気もした。

　しかし、いずれも些さ細さいなことばかりで、確信に繋つながるものはない。

　二人は自分達たちの知らないところで様々なことを想おもい、動き、今日に至ったのだろう。

「他にもイオナの咄とつ嗟さの判断とか、サアラの冷静さ、とかさ。うちの拠点ホームに来た時と同じだとばっかり思ってたけど、ちゃんと大人になっているんだね」

「うん。成長したんだよ。嬉しいね」

　カイトが顔を綻ほころばすのに、ティアもまた微笑んだ。

「……だけどさ、カイト。変わったのは二人だけじゃないと思うよ」

「どういうこと？」

「院長先生がさ、わたし達に言ったこと、覚えてる？　『立派になったな』って」

「ああ、もちろん」

「でも、わたし達はそんなこと、全然自覚してなかったよね」

　それは、そうだ。

　二年という月日を夢中で、ただ生きてきた。

　子ども達を養うと決めた時から、ひたすらに、懸けん命めいに、ティア達と共に仕事で糧を稼かせぎ続けてきたのだ。

「だけど二年前しか知らない院長先生から見れば、わたし達も昔とは違ってるんだよ。そうやって、人って、いつのまにか別の誰かになってるのかもしれないね」

「……そうだね」

　変わらないものなどない。それがどんなものであっても。

　当たり前の日常。いつもと同じ時間。

　そう思い込んでいるのは自分達だけで、少しずつ、気づかないくらいにゆっくりと、違う形になっているのだろう。

「でもオレは……それを嫌だとは思わないな」

　変わることで失うものもあるかもしれない。離れていくものもあるかもしれない。

　それでも、自分が大切に思う者の決めたことなら、受け入れられる。

　そうして未来へ続いていくことが、愛いとおしいとさえ思えた。

「わたしもだよ。子ども達がこれからどんな風に変わっていくのか、楽しみ」

　ティアの言葉に、カイトは頷うなずく。

「オレは……今の拠点でずっと、それを見守っていきたいな」

　隣を歩く――多分、ずっとずっと前から、自分の隣を歩いてくれているティアや、ラミネや、ナナルと共に。

「もちろんだよ。カイトが一緒じゃないと、嫌なんだからね」

　純じゆん粋すい無む垢くに笑うティアを見て、カイトもまた、口元を緩めた。







★　第三章　皇都、急変　★







　猥わい雑ざつな街だった。

　多種多様な人間どもが行き交い、下らない話をし、下げ卑びた笑いを交かわし合う。

　まるでこの世に悲劇などないように。犠ぎ牲せいになった者などいないように。

　自分達が揺らぎのない、世の頂点に座しているかのように。

「……愚おろかね。無知というものは」

　全ては間もなく、変わってしまうのだから。

「動きますか？」

　背後に居る者が問い掛けてきた。

「指示を待って。私は少し会わなければならない子がいるわ」

「……これ以上、仲間を増やさずとも良い気はしますが」

「そうもいかないの。彼かれは私達にとって必要な存在よ」

　そう。恐おそらくは、他の何をおいても――。

「承知しました。では、合図はどのように？」

「派手にいくわ。見れば誰もが始まりだと分かるように。それが決行の狼煙のろしよ」

「……御ぎよ意い」

　背後にあった幾つかの気配が消えた。

　街は変わらずざわめきに満ちている。

　どこにでもいるような人間が、どこにでもあるような日常を過ごし、どうでもいい時を浪ろう費ひしている。

「さて、行きましょうか――」

　雑ざつ踏とうを、切きり裂さくようにして歩き始めた。




「よぅ、案外と早かったな」

　拠点ホームの扉とびらを開けると、ジャンが子ども達に本を読んでくれているところだった。

「カイト、ティア、ナナル、ラミネ、イオナ、サアラ、おかえりー！」「おかえり！」

　ミミとネネが目を輝かがやかせて寄ってくるので、カイトは二人を抱だき締しめる。

「おかえり！　ねえねえ、依頼、上手うまくいったの!?」

　リキが好こう奇き心しんを剥むき出しにして尋ねてくるので、ティアは「もちろん」と満足げな表情を浮かべた。

「イオナとサアラの大だい活かつ躍やくで、無事に大成功！」

「すげー！　サアラとイオナ、すげー！」「すげー！」「しゅげえ！」

　子ども達は興奮しきった様子で、飛とび跳はねる。イオナは照れくさそうに笑い、サアラも眼鏡の蔓を押し上げた。

「院長先生、すみません。子ども達の面めん倒どうを見て頂いて……」

　ラミネが頭を下げると、ジャンは「かまわねえよ」と口こう端たんを上げる。

「養護院じゃ倍以上の子どもの世話してるからな。そっちの悪ガキどもに比べれば、こいつらの方がよっぽど大人しいってモンだ」

「ジャンさんにご本読んでもらえたー！」「いっぱいよんでもらえた！」

「おれ、剣けんもおしえてもらった！」

　子ども達からの報告に、ナナルが「良かったね……みんな」と順番に頭を撫なでていった。

「良かったらまた夕食、ご一緒して下さい。作りますので」

「そうかい。んじゃ、遠えん慮りよなく」

　ラミネからの申し出を、ジャンは片手を上げて受け入れる。

「ジャン、肉だよ、肉！　昨日に続いて肉！」

　ティアがジャンに飛びつくようにして言う。

「馳ち走そうになる身でどうこう文句をつけるつもりもねえが、また肉なのか。三十代の胃にはちょっくら堪こたえるな」

　ジャンが冗じよう談だん交じりに言って薄うすく笑うと、ラミネは焦あせったように首を横に振ふった。

「いえいえ、とんでもない。もちろん、肉以外にも作りますから。院長先生が好きな魚の煮に込こみとか」

「ええ!?　ラミネが肉以外を!?」

「……あのね、ティア。それだとあたしが肉以外の料理を作ったことがないように聞こえるでしょ。他にもあるはずよ」

「そう……そうだったね……。でも美味おいしかったという覚えだけがあり肉以外の記き憶おくが……なきにしも……あらず……なり……」

「ダメだこの子、行き着くところまで行き着いてる……」

　ラミネが嘆なげくように天てん井じようを仰あおいだ。

「そういうやりとりは昔と同じだな、お前達。ナナルも大変だ」

「い、いえ、そんなこと……」

　ジャンの言葉を、ナナルは急いで否定した。

「そうか？　まあ、ならいいんだが……ああ、そうだ。お前達が帰ってくる少し前に、客が来たぞ。お前達に、というより、カイトにだそうだが」

「え、オレにですか？」

　珍めずらしいこともあるものだ、とカイトは目をしばたたかせる。

「ああ。出てると言ったら、外で待たせてもらうって言ってたな。玄げん関かんに居ないなら、庭の方じゃねえか」

「そうですか。ありがとうございます。……誰だろ」

　今日はフレッサと会見の約束はなかったはずなので、皇こう宮きゆうからの使者ではないだろう。

「とりあえず会ってみます。じゃあ、ちょっと行ってくるから」

　場に居る全員に言い残して、カイトは居間を横切り、裏の庭に出た。

　しかしそこに人ひと影かげはなく、壁かべから身を乗り出して左右を見る。

「貴方あなたがカイト＝ウリオスかしら？」

　声がかかったのはその時だった。視線を傾かたむけると、少し離れた場所の物もの陰かげから誰かが姿を現す。

　年ねん齢れいにして二十代半ば過ぎ程度の、見知らぬ女性だった。出会ったことがないと即そく座ざに理解できたのは、彼女が一目見れば決して忘れることが出来ないほどの、息を呑のむような美び貌ぼうを持ち合わせていたからだ。

　色いろ香かを漂ただよわすような少し下がり気味の目、少しの揺らぎもなく真まっ直すぐ通った鼻び梁りよう、熟した桃ももにも似た色を宿す小さな唇くちびる――。

　あまりに出来過ぎた造形に、非現実的なものすら感じるほどだった。

　紫の髪かみを腰こしの辺りまで伸のばしており、太陽の光に照らされて、美しく輝いている。

　身に着けているものは外がい套とうと、ふくよかな胸の形がはっきりと分かるような、薄うす布ぬのの衣服、それに革かわ製せいの履はき物ものと単純極きわまりないものだ。ともすれば、粗そ野やにも見える。しかし、それらでさえも、彼かの女じよが纏まとっているというだけで全てが際きわ立だって見えた。

「ええ、オレがカイトですが。あなたは？」

「アシェリーよ」

　高く、力のある声を、アシェリーと名乗った女性は発する。

「貴方に重要な話があって訪おとずれさせて頂いたわ。少し時を貰もらえるかしら」

「別に構いませんが……家族に言ってきてからでもいいですか？」

「家族？」

「この家で一緒に住んでいる人達です」

　アシェリーの目が【約束の灯ともし火び】の拠点に向いた。その時、ほんのわずか、ともすれば見み逃のがしてしまうほど短い間だが――カイトは彼女の瞳ひとみにある感情が宿ったのに気づく。だがなんなのかを悟さとる前に、それは消え去ってしまった。

「そう。分かったわ。ただ、なるべく早くしてもらえると有あり難がたいのだけれど」

「分かりました。少し待っていて下さい」

　カイトはとって返すと、ティア達にアシェリーのことを話す。

「ああ、その人だ。さっきここにきたのは」

　ジャンが頷く。

「カイトに女の人が？　どういうこと？」

　ラミネが怪け訝げんな顔をしたが、それを知りたいのはこちらの方だった。

「お兄ちゃんの……お知り合いの、お知り合い、とか？」

　ナナルが首を傾かしげるも、それはない、とカイトは断言する。

「フレッサの関係なら最初にそう言うだろうしね。そこ以外って言えば、これといって思い当たらないな。オレ、友達あんまりいないから」

「切ないことを堂々と言うなよ」

　ジャンがなんともいえない表情を浮うかべた。

「オレには家族が居ればいいんです」

　別に虚きよ勢せいではなく本音で言ってから、カイトは「まあ、少し話を聞いてくるから」と言い残し、玄関から出ると、庭に回った。

「すみません、お待たせしました。話はここでいいですか？」

「……いえ、少し広い場所にいきましょう」

　アシェリーが先導して歩き出したので、カイトはついていく。

　拠点から少し離はなれた場所に、広場があった。

　普段は資材を置いているところで、子ども達が遊んでいることもあるが、今、人気はない。

「ここでいいわね。もしものことを考えれば、出来るだけ見通しの良いところが望ましいでしょうし」

　もしものこと、とはなんのことだろうか。

　確かく認にんしようとしたがそれより先に、アシェリーが口を開いた。

「ウリオスくん、貴方に最初に言っておきたいことがあるわ」

「カイトでいいですよ。あんまり名字で呼ばれ慣れていないので」

「……そう。なら、カイトくん。あまり婉えん曲きよくに話をするのは好きではないの。すぐ本題に入らせてもらうわ。私は――【竜を喰らう者デイオ・マギス】の出身者よ」

　カイトはわずかに目を見開く。

「貴方があの施し設せつを潰つぶした時、私もその場にいたの」

「……そうだったんですか。その割に、あなたの顔は見たことがありませんが」

「あそこには何百人と収容されていたのよ。無理もないわ」

　言われてみれば、そうだ。現に少し前に会ったバートとリアンという兄妹きようだいにも覚えがなかった。

「加えて、伝えておくことがあるの。私は、カイトくん、貴方と同じ存在よ」

「それは……霊素改造人間マーシアスということですか？」

　人工的に大量の霊素を生み出そうとした実験の結果、生まれた者達。イオナもまたそうである。

「違うわ」

　だがアシェリーは否定した。

「『貴方と同じ存在』だと言ったでしょう？　カイトくん、私は、貴方と『同等』の霊素改造人間なのよ」

「……つまり、オレのように無む尽じん蔵ぞうに霊素を作ることが可能だと？」

　返事代わりにアシェリーはわずかに笑う。

　刹せつ那な――凄まじい勢いで、彼女の体から蒼あお白じろい焔ほのおが迸ほとばしった。

　辺りの景色を覆おおい隠かくしてしまうほどの、尋じん常じようならざる霊素放出だ。普通の求索士トレイズどころか、今まで出会ってきたどの霊素改造人間よりも強い力である。

「これは……凄すごいな」

　驚おどろいた。己おのれのような規格外が他にもいたとは。

「ですが、それは……なんというか、大変でしたね」

「大変？」

「ええ。苦労、なんて簡単に片づけてしまうのにも抵てい抗こうはありますが、そういう目に遭あわれたのではないかと」

「……確かにそうね」

　アシェリーは身に纏った霊素を消した後、虚空に視線を這はわせた。

「あえてここでつまびらかにする気もないけど、色々とあったわ。思い出すだけでおぞましいほどのことがね」

　だけど、と、彼女はこちらと目を合わせると、

「今日、貴方のところを訪れたのは、何も昔語りをする為ためじゃないの。貴方をあることに誘さそおうと思ってね」

「誘い、ですか……？」

「――私と共に世界を変えるつもりはないかしら、カイトくん」

　唐とう突とつだった。思わず「え？」と聞き返してしまうほどに。

　だが同時に、脳のう裏りによみがえったのは、フレッサとの話だった。

（まさか……この人が……？）

　世界を巡めぐり、霊素改造人間達に声をかけて回っているという人物か。

「この下らない世界に革新を齎もたらして、思い知らせるのよ。真に支配されるのは、どちらの側なのかを」

「……話が見えません」

「あら……そうね。ちょっと急せき過ぎたかしら。では――そうね。カイトくん、貴方、霊素改造人間という存在をどう思うかしら？」

「どう思うって……」改めて、考えたこともなかった。「……二度と生み出されてはならないものだと思います」

「なぜそう思うの？」

「それは、あなたも分かっていることではありませんか？　あんな、非人道的に過ぎた行いは許されていいわけがない」

「なるほど。霊素改造人間を作る過程について、あるいはそうかもしれないわね。でも、個に対してはどうかしら」

「個に対して……？」

「霊素改造人間というもの自体は、素す晴ばらしいとは思わない？」

　アシェリーが話をどういう流れに持って行こうとするのか、カイトには察しがつかない。ただ眉まゆを顰ひそめただけだった。

「通常の人間であれば持てるはずもない大量の霊素を、自在に扱あつかえるのよ。正に超ちよう常じよう。あらゆる生き物を超こえた新人類とも呼べる者達。違ちがうかしら」

「違う……とは思いませんが」

　だが、なぜだろう。カイトにはアシェリーへ完全に同調する気が起こらなかった。

　それどころか、彼女の真っ直ぐな眼まな差ざしに、言い知れぬ不安さえ抱き始めてくる。

「でも、現状の世界の我々に対する態度はどう？　施設が潰された後、事件は表には出ずに無かったことにされたわ。おまけに少し人と違う力を見せれば化け物扱い。迫はく害がいされ、痛めつけられ、罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせられる」

　ああ、と、その言葉だけで、カイトは悟った。

　アシェリーはここに至るまで、こちらが思うよりずっと多くの、あらゆる絶望を味わったのだろうと。

「私も最初は自分が悪いのだと思ったわ。こんな力を持った自分を責めもした。呪のろいすらしたこともある。でもね……しばらくして、気付いたのよ」

　アシェリーの口元が、歪ゆがんでいく。

「どうして後ろめたく思う必要があるのかしら。人を超えた力を持つことの何が悪いのかしら。確かに私達は普通の者とは違うわ。でもそれは逆を考えれば、選ばれたということなのよ。特別な対象に。一ひと握にぎりの存在に。絶対的な権力に。なら、後こう悔かいすることなど馬ば鹿からしいでしょう。寧むしろ誇ほこりに思うべきよ」

「……真に支配されるのは……どちらか」

　先さき程ほどの、アシェリーの言葉を反はん芻すうした。徐じよ々じよに、徐々にだが、彼女の目的を理解し始める。

「そうよ、カイトくん。私達が他の、普通の、平へい凡ぼんな人間に劣おとっているところはなにかしら。それは、数よ。そこ以外は全てが勝っているの。でも、転じて考えてもみて。世の支配する者とされる者を比べてみれば、圧あつ倒とう的てきに前者が少ないじゃない。大多数の者は、一部の人間にその生を左右される身にあるのよ」

　確かに、それはそうだろう。この皇国にしても他の国にしても、国民より王族の方が遥はるかに数は少ないはずだった。

「それなら、数など気にする必要もないわ。支配すべき者が支配される者を従えるだけよ」

「それが、霊素改造人間だっていうんですか？」

「その通り。新しい私達が、古く価値のない者達を先導するのよ。逆らう者は駆く逐ちくすればいいわ。それが選ばれた私達の権利であり、義務なのよ」

　アシェリーは、陶とう酔すいする様子もなく、語り続ける。

　それはつまり、彼女が理想を口にしているわけでも、妄もう言げんを吐はいているつもりもないということだ。

　カイトの目の前に居る人物は、心の底から己の考えを信じ切っている。

　やるべきことだと思い、ならば実行するだけだと決断しているだけなのだ。

　歪みを自覚せず、無理やりに捻ねじ曲まげ、正しさの型に押おし込んでいた。

「貴方以外の霊素改造人間の仲間は既すでに何人か集めたわ。時は近い。でもね、カイトくん。私は施設が壊かい滅めつ状態になった時、貴方の力を見て思ったの。私より先に覚かく醒せいし、私と同じ存在にまで昇しよう華かした貴方を、放ってはおけないと」

「だから……誘いに来たというわけですか」

　アシェリーは、深く、首しゆ肯こうした。そして、

「私と共に来て、カイトくん」

　こちらに向かって、彼女は手を差し伸べてくる。

「……一つだけ訊かせて下さい」

　カイトはその、細く白い指先を見つめながら訊いた。

「デューという名の職人に特別な幻器クラフトを頼たのんだのは、あなたですか？」

「あら、デューくんと知り合いだったの。そう、私よ」

　やはりか、と、カイトはここで確信に至る。

　彼女こそ、フレッサが言っていた女性だ。

　霊素改造人間によるそれ以外の者の統治――。

　その計画は、ずっと、自分が知るよりずっと前から動いていたことなのだろう。

　ならば『時が近い』という先程の言葉は嘘うそではないはずだ。

　彼女は本気で、間もなく、この世界を乗っ取るつもりなのだ。

「そうですか。分かりました」

　なら、答えは一つしかない。

　カイトは頭上を仰ぎ、長く、長く息をついた。

　次いで、ゆっくりと視線をアシェリーへと戻もどすと、

「――お断りします」

　はっきりと口にした。

　アシェリーは、まさか断られると思っていなかったのか、その顔にわずかな動どう揺ようを示す。

「どういうことかしら。私の話を理解できなかった？」

「いえ、十分に分かりました。その上であなたのやろうとしていることについていかないと言ってるんです」

「なぜ？　貴方も私と同じ霊素改造人間でしょう。不ふ遇ぐうな身の上じゃない。この世界に憎にくしみはないの？　他の人達に恨うらみの念は抱かないのかしら？」

「確かにオレも昔はそういう想いがありました。しかし今はもうありません。というより、どうでもいいんです」

「どうでも、いい……？」

「オレには世界なんてどうでもいい。他の人間がどう思おうとも構わない。今、一緒に居てくれる家族が。協力してくれる友人が居れば、それでいいんです」

「家族……それは、さっき言っていた、あの拠点に住んでいる人達のことね」

　カイトは頷いた。

「でも、血は繋つながっていないのでしょう。そんな人達が居ればそれでいいというの？」

「そうです」

「……本当に、満足しているの？　どうしても、私の誘いには乗らないと」

「ええ。申し訳ありませんが。後――何をするつもりか分かりませんが、こちらに被ひ害がいが及およぶようならオレはあなたが誰であろうと、どんな過去があろうと、必ずそれを阻そ止ししますので、そのつもりで」

「それも、家族の為なのね」

「そういうことですね」

　即座に断じたカイトに、アシェリーは最初、奇き異いな眼差しを向けてきていた。

　まるで、見たこともない生き物でも目にしたかのように。

　だが、やがて、ふっと笑いを漏もらした。

「……そう。所しよ詮せんは子どもね」

「どういうことですか？」

「狭せまい範はん囲いでしか物事を見ることが出来ず、些細なことでそれを幸せだと勘かん違ちがいしているのよ。愚かね。一歩踏ふみ込めば、貴方にはもっと大きな喜びが待ち受けているというのに」

「……そうかもしれませんね」

　ただ、と、カイトは首を横に振る。

「だとしても興味はありません。オレは、今、ここに自分が居ることが重要なんです」

「そこが子どもだというのよ。ようやく勝ち取った現状に固こ執しつするあまり、巨きよ視し的てきに己を見つめることが出来ていないの。――まあ、いいわ」

　何かを振り切るようにして、アシェリーは長い髪を払はらった。

「どうしてもというのなら、それでいい。とても惜おしいけど、貴方のことは諦めることにするわ」

「……そうしてもらえると助かります」

「でもね――計画は、変わらないわよ」

　不意に、アシェリーは拳こぶしを振り上げる。

　何をするつもりかとカイトが身構えた直後、彼女の体が再度、青白い炎にも似た光に包まれた。

　直後――凄すさまじい炸さく裂れつ音おんが辺りに響ひびき渡わたる。

　地面に巨きよ大だいな陥かん没ぼつが出来上がり、濛もう々もうと立ち込める砂すな煙けむりが、長々と尾おを引きながら蒼そう天てんに舞い上がった。

　咄嗟に飛び退のいていたカイトが目を見開いていると、アシェリーは口こう端たんを歪める。

「その第一歩として、この皇都を私達のものにするわ。さあ――既に戦いは始まっているわよ」

　身を屈かがめると同時に、アシェリーが高々と跳ちよう躍やくした。

　霊素によって強化された身体能力で、家の屋根を伝い、瞬またたく間まに去っていく。

　そのすぐ後に、皇都のそこかしこから、爆ばく音おんが上がった。

　煙けむりが空を汚よごすと共に、悲鳴と怒ど号ごうが聞こえ始める。

「これは……」

　呆ぼう然ぜんと佇たたずむカイトの耳に、聞き覚えのある声が届いた。

「カイト！　街が！」

　振り返ると、ティア、ラミネ、ナナル、それにジャンが拠点から出てくるところだ。

「……不味まずい。止めないと」

　カイトは奥おく歯ばを噛かみ締めて、行動することを決めた。ティア達にアシェリーのことをかいつまんで話す。彼かの女じよ達たちは最初、信じられないといった表情をしていたが、すぐに顔を引き締めた。

「カイト、あなたはそのアシェリーって人を追って。他はわたし達がなんとかするから」

　ティアが普ふ段だんとは全く違う、真しん剣けんな雰ふん囲い気きになって言う。

「でも、アシェリーの話を信じるなら、彼女が連れてきた仲間も霊素改造人間だ。幾らティア達でも危険だよ」

「だとしても、アシェリーはカイトと同じくらいの力を持ってるんだよね。じゃあ、カイト以外に戦える人はいないよ」

　その通りだった。彼女を止めるには、自分が行くしかない。だが、それでも、カイトの中には暗雲のようにして不安が立ち込め始めていた。もしティア達の身に何かあったらと思うと、心配でたまらなくなる。

「大だい丈じよう夫ぶ。わたし達を信じて。カイトが一人で全部背せ負おうことなんて、ないんだからね」

　そんなこちらの胸中を見み抜ぬいたように、ティアは笑え顔がおで胸を叩いた。ラミネも、ナナルも、同じように微笑ほほえむ。

　たったそれだけのことだ。何の確証すらなかった。

　それなのに、カイトは、先程まで己を支配していた後ろ向きの思考が薄れていくのを感じる。

　そうだ。大丈夫だ。ティア達なら。

　そんな想いがこみ上げ、思わず拳を握りしめた。

　それは多分、彼女達と共に暮らしてきた今までの日々が、教えてくれたものだろう。

「……分かった。オレは必ずアシェリーを止める。だから、ティア達も皇都を頼たのんだ」

「任せて！　カイトなら勝てるよ！」「気をつけるのよ」「お兄ちゃん……頑がん張ばって」

　ティア、ラミネ、ナナルから順番に励はげまされて、カイトは力強く頷く。

「でも、どうしようかしら。騒さわぎの起こっている場所を見て回るにしろ、子ども達を置いていくわけにもいかないし」

　ラミネが腕うでを組んで考え込む。

「そうだな。誰か一人くらい残った方がいいかもしれねえ。なんならオレが……」

　と、ジャンが発言しようとしたその時だった。

「いえ、その必要はありません」

　拠点から出てきた誰かが言った。

　全員が振り返ると、そこには、イオナが立っている。

「すみません。話は全て聞いてしまいました。子ども達は僕ぼくが守ります。だから姉さんたちは、他の人達を助けて下さい」

「でも、イオナ、あなただけじゃ……」

「これでも僕も霊素改造人間です。カイト兄さんほどではありませんが、この家を守ることくらいは出来るはずです」

　止めようとするラミネに、イオナは首を横に振った。自身の手を見下ろし、

「忌いまわしい力を使うのに抵抗が無いと言えば嘘になります。ですが……カイト兄さん達に迎むかえられ、初めて得た『家族』の為に使うことが出来るのなら、寧ろ本ほん望もうですから」

「……イオナ。ありがとう」

　ティアは近づくと、イオナを思い切り抱き締めた。

「子ども達のこと、お願いね。必ず無事に帰ってくるから」

「……はい！」

　揺ゆらぎのない返事に、ティアは彼を離し、笑えみを見せる。

「イオナだけではありませんよ。ワタシもいます」

　すると、そこで、意外な人物が現れる。サアラだった。

「でも、カイト兄。一体、皇都に何が起こっているのですか？」

「それは、その……」

　ラミネが言いい淀よどむ。重要な部分をどう伏ふせればいいのか迷っているのだろう。

　他の皆みなも同様、困ったように顔を見合わせた。

　だが、カイトは息をつき、少し間を空けてから口を開く。

「いいよ、ラミネ。オレから話そう」

「……本当にいいの？　カイト」

　ティアからの念を押すような問いかけに、カイトは頷いた。

「こんなことになってしまった以上、サアラもそろそろ知るべきだ」

　いつかは話さなければならないことだった。その『いつか』が『今』なのだ。

「でも、時間がない。手短になってしまうかもしれないけど、いいかい？」

「……分かりました」

　こちらの表情から深刻さを悟ったのだろう。サアラは心なしか顔を引き締めた。

　そして、カイトは語った。自分の過去を。【竜を喰らう者】のこと、自分が得た力のことを。

　サアラは最初、珍しくはっきりと、戸と惑まどいを示していた。だが、しばらくすると目を伏せ、静かに聞くようになる。

　やがて全てを話し終えると、彼女はゆっくりと顔を上げた。

「そんなことが、あったのですか。では、今この街を襲おそっているのはその施設の……」

「そうだ。生き残りだ。オレは彼かれ等らを、アシェリーを止めなければならない。同じ力を持つ者として」

　サアラの眼鏡の奥おくにある瞳に、感情の色は見えない。彼女がこちらの正体を知って、どう思ったのか、カイトには分からなかった。

　だから、

「恐こわくなったかい？　オレのことが」

　カイトは、そう、問いかける。

　サアラの視線が、下を向いた。何も答えない。沈ちん黙もくの時が流れた。

　無理もない。突とつ然ぜん、こんなことを知らされれば。

　そんな気持ちを、抱いた時。

「……じゃないですか」

　サアラが、ぼそりと呟つぶやいた。

「そんなわけ……ないじゃないですか」

　次いで、彼女はそうはっきりと言い放つ。

「ワタシがカイト兄のことを恐がるなんてこと、あるわけないじゃないですか」

　再びこちらを見上げたサアラは、揺らぎのない、真っ直ぐな眼差しを送ってくる。

「カイト兄は、いつも朝あさ寝ね坊ぼうするし、ワタシや子ども達たちのことになるとすぐ暴走するし、愛情表現が過激だし、ちょっとしつこいところがあります」

「そ、そうだね。ごめんね」

　想像以上にはっきり言われてしまって、少しカイトはたじろいだ。しかし、

「でも、カイト兄はいつもワタシ達のことを見守ってくれます。何があっても助けてくれます。支えてくれます。優やさしくしてくれます」

　サアラの手が伸ばされた。まるで縋すがりつくように。

「だから――ワタシは、カイト兄のことが好きです」

　カイトの服の裾すそを掴つかむと、サアラはそのままこちらを抱き締めてきた。

「どんな過去があっても、そんなことは関係ありません。好きです。大好きなんです。だから、必ず帰ってきてください」

　サアラの声が、震ふるえている。いつも気き丈じようで、冷静な彼女が――剥き出しにした感情を、こちらにぶつけていた。

「絶対に……約束して下さい」

「……サアラ」

　カイトの視界も潤うるんだ。一滴てきの涙なみだが零こぼれ落おちる。

「分かった。絶対に帰ってくる。約束するよ」

　頭を撫でると、サアラは小さく頷うなずいた。

　ラミネやナナルは目元を拭ぬぐい、ティアは微笑みを浮かべて、サアラの肩かたに手を置く。

「大丈夫だよ、サアラ。カイトは、世界で一番強いんだから」
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「……はい」

　少しした後で、サアラはこちらの体を離した。その時にはもう、いつもの彼女に戻っている。

「子ども達のことはワタシとイオナに任せて下さい」

「うん。安心したよ。こっちはなんとかするから」

　カイトは振り返ると、意識を集中させた。膨ぼう大だいな霊素を身に纏う。

「カイト。この街が、この拠点が、ティア達が――家族がお前の居場所なんだな」

　不意に問いかけてきたジャンに、カイトは顔を後ろへと向けた。

「だったら守れ。全力でな。その手助けくらいなら、俺おれもしてやるよ」

　いつものように口の端だけを上げる仕草で、ジャンは告げてくる。

　カイトの胸の奥から、熱い何かが湧わき上がってきた。

　それは途と方ほうもなく尊く、どうしようもなく大切なものであるように思える。

「分かりました。行ってきます！」

　カイトは踵きびすを返すと、地を強く蹴ける。瞬く間に後ろの景色が遠ざかっていった。

　だが、なぜだろう。

　ティア達の、自分の背を見つめる眼差しが、はっきりと分かる気がした。




「――さて、そんじゃ、皆で皇都を守るとするか」

　カイトが去った後、ジャンがそう宣言すると、ティア達は頷いた。

　急ぎ、拠点を回り込むと、大通りに出る。

　既に爆ばく破はにも似た衝しよう撃げき音おんは最初に比べるとその数を増していた。このままいくと被害は広がるばかりだろう。敵は本気でこの皇都を壊こわし、弱らせ、奪うばい取とるつもりなのだ。

（霊素改造人間か……）

　カイトほどではないにしても、通常より遥はるかに多い霊素量を持つ彼等がこのまま暴れれば、被害は甚じん大だいになる。

　ジャンにとって未知の相手ではあったが、相手が持っているものが『強い力だけ』であれば、まだ勝機はあると思った。

「すみません、院長先生にまでご迷めい惑わくをかけてしまって……」

　ラミネが走りながら謝あやまってくる。

「気にすんな。オレが今日、この街に来たのもなんかの因いん縁ねんだろうさ」

　何年も前、たまたま道に倒たおれていたカイトを拾い、育て上げたのも。

　全てはここに繋つながっていたのかもしれない。

（……なんて考えるのは、俺の柄がらでもねえか）

　自分で自分のことを、ジャンが笑った直後のことだった。

　すぐ近くで新たに激しい音が鳴り響き、ジャンとティア達はそこまで向かった。

　するとそこには逃にげ惑まどう人々に紛まぎれ、鉄てつ槌ついを振り回す男がいる。

　霊素を纏った得物を落とすと、地面が広こう範はん囲いに渡わたって砕くだけ散ちり、噴ふん煙えんが巻き散らかされた。

　確かに普ふ通つうの霊素の使い方ではない。間ま違ちがいなく霊素改造人間だろう。

「好き勝手やって……！　いい加減にしなさいよね！」

　ラミネが言って、ティアと共に走り出そうとしたが、ジャンはそれを止めた。

「ここは俺に任せとけ。お前達は他を頼む」

「え、でも、院長先生お一人じゃ……危険過ぎます……」

　不安がるナナルに、ジャンは微笑みかける。

「心配すんな。なんとかなる。それより、ここでこうしている間にも連中の暴走が続いてるぞ。早く行け」

「……分かった。でもジャン、無理しないでね！」

　ティアの言葉に、ジャンは肩を竦すくめた。

「無理を通すのは若者の特権だろ。おっさんはてめえに出来る範囲でやるだけさ」

　双そう剣けんを抜ぬくと、視線でティア達に先を促うながす。

　彼女達は頷き、その場から去っていった。

　その背を見送った後で、ジャンは声をかける。

「おい、そこの血気盛んな野や郎ろう。体力あり余ってんなら、俺と遊ばねえか」

　手て当あたり次し第だいに周囲の物を壊していた男が止まり、こちらに視線を向けてきた。

「……なんだお前は。死にたいのか」

「んなわけねえだろ。それより、あんまり壊すと乗っ取った時に何も残らなくなるぞ」

「知ったことか。それならまた作ればいい。働き手は大勢いる。この街にはな」

　逃げていく人々を見つめて、男は下げ卑びた笑みを浮かべる。

「なるほど。完全に奴ど隷れい扱あつかいってことか。随ずい分ぶんと高こう尚しような考えをお持ちだな」

「おれ達は自分達にやられたことをやり返しているだけだ。何が悪い」

「悪いとは言わねえよ。お前達が酷ひどい目に遭ったことも知ってる。だがな、壊す以外にもとれた選せん択たくがあったんじゃねえか」

「そんなものはない。力があるから使うんだ。これはおれに、おれ達に与あたえられた運命であり、宿命なんだ」

「……宿命、ね。俺にはただ状じよう況きように流されただけに見えるがな」

　ジャンはゆっくりと男に近付いていった。

「まあ、いい。ただ、強ごう引いんに引っ張られる手を振ふり切きって、別の道を歩んだ奴やつが居る。そいつの為にも、俺はお前達を見逃すわけにはいかねえのさ」

「ただの人間に何が出来る？」

「大したことは出来ねえさ。精々が、お前をぶっ倒すことくらいだ」

「面白おもしろい。――やってみろ！」

　男が踏み出すと同時、爆ばく発はつ的な勢いで迫ってくる。

　正面に躍り出た体から、霊素を纏った鉄槌が振り下ろされた。

　それは真っ直ぐにこちらの頭を狙う――。

「思った通りだ。読みやすいったらありゃしねえ」

　その前に、ジャンは霊素を纏い、飛び退いていた。先程まで自分が居た場所が抉られ、新たな粉塵が舞まい上がる。

「霊素の量は凄いがそれに頼り過ぎていて動きが単調だ。ろくに訓練してねえな、お前」

「なんだと……!?」

「そういうの、宝の持ち腐れっていうんだよ、覚えとけ」

　疾走。同時にジャンは右手の剣けんを男に向かって薙ないだ。

　相手はそれを鉄槌で防いだが、次いで左から放たれたもう一本の刃には対応出来ず、横腹を斬られる。

　かろうじて転がるように後方に逃れたのと、霊素を纏まとっていたために致命傷には至らなかった。しかし、彼かれに動揺を与えるには十分だったようだ。

「馬鹿な……なぜ霊素改造人間のおれが、ただの人間如きに……！」

「今のお前はでかい玩具おもちやをもらって喜んで振り回してるガキと同じだ。だからただの人間である俺にも負ける」

　男が立ちあがり掛けたところで肉薄し、ジャンは得物を逆手に持ち替えた。

「安心したよ。お前らみたいなモンの上がアシェリーって奴なら、俺の自慢の息子むすこが負ける道理はねえ」

　柄つか頭がしらを思い切り、男の頭に叩たたきつける。呻うめきを上げたところで、

「――寝ねてな、全部が終わるまでな」

　ジャンは、剣を握にぎったまま、霊素を纏った拳を相手の鳩尾みぞおちに打ち込んだ。

　しばらくすると、意識を失ったのか、男の体がぐったりともたれかかってくる。

　武器を奪い取ると、半壊した倉庫らしき建物の中に入った。置いてあった縄なわを拝借すると、彼を近くの街路樹に縛り付ける。霊素改造人間にどの程度意味があるかは分からないが、ないよりはマシだろう。相手の目が覚める前に全ての事が済むことを祈った。

「んじゃ、次行くか――。頑張れよ、カイト、ティア、ラミネ、ナナル」

　ジャンは呟く。

　見上げた先の蒼穹には、未だ皇都から上がる薄うす煙けむりが溶け込んでいた。




　アシェリーは凄まじい速さで移動した為、カイトが追いかけた時にはもうその姿はどこにもなかった。

（……落ち着け。彼かの女じよは敵の頭領だ。なら狙うのはどこになる？）

　家屋の屋根に立ち、カイトは考えに耽ふける。

　アシェリーは皇都を自分達のものにすると言っていた。即ちそれは、皇国を掌握するという意味に等しい。なら奪うべき場所は、限られているはずだった。

　加えて彼女は街中に部下を放って手当たり次第に破壊行為を命じている。そうすることによって生じるのは何か。当然、事態を知った皇王側が防衛の為に多くの兵を派遣する。

「そうか。なら、逆に手薄になるのは――」

　あそこしかない。

　カイトは霊素を纏うと、屋根を飛び越えながら向かった。

　見えてきたのは、豪奢な造りによって堂々と皇都の中心に聳える建物――即ち、皇こう宮きゆうだ。

　案の定、あちこちから火の手が上がり、遠くから剣けん戟げきの音が聞こえて来ていた。

　しかしその途と中ちゆう、カイトは街で人々が襲われているのを目もく撃げきする。

　霊素改造人間らしき者達が手に武器を持ち、直接的な攻こう撃げきや、巫術メデイアを打ち放っていた。

「よせ！」

　カイトは降り立つと、追われる人たちの前に立って、双剣を振り払う。

　放たれた巨大な衝しよう撃げき波はによって、何人かの霊素改造人間たちが吹き飛んだ。

　しかしかろうじて避さけた者達が、総動員して向かってくる。

　加えて別の場所でも騒動が起こり始めた。

　いかにカイトが無尽蔵に霊素を作り出せるといっても、身は一つだ。全てに対応することは出来ない。

「どうするか……」

　歯は噛がみして逡しゆん巡じゆんした直後のことだった。

「射貫くわよっ！　――ワルフ！」

「わにゃんっ！」

　鋭するどい声と少し間の抜けた鳴き声が同時に聞こえたかと思うと、カイトのすぐ傍そばを冷たい風が駆かけ抜けていった。

　それは氷の矢となって、次々と霊素改造人間たちを打って、倒していく。

　何が起こったか分からず、目をしばたたかせるカイトの隣となりに、

「まったく。誰だれだか知らないけどいきなり手当たり次第に喧けん嘩かを始めるなんて、品性の欠片かけらもない連中ね」

　見覚えのある人物が立った。

　薄うす桃もも色の長い髪かみに、気の強そうな横顔。肩には目元まで隠れた毛むくじゃらの犬。

「――レジーナ!?　どうしてここに!?」

　巨大エメルタ【黄金の羊】の長を務める男を父に持つ女性で、以前、カイトと共に依い頼らいを達成したこともある。

「久しぶりね。どうしてここにって、皇都が訳の分からない連中に突然、襲撃を受けたのよ。わたくし達が撃退するのは当然でしょう」

「その通りで御座います、カイト様」

　声に振り返ると、一見すれば男性と見み紛まがうような雰囲気を持つ別の女性が、慇いん懃ぎんに礼をしてきた。

「クロエさんまで……いや、レジーナがいるんだから当然か」

「左様で御座います。お嬢様は私がいなければ何も出来ませんので」

「聞き捨てならないわね。わたくしはもう、カイト達と一いつ緒しよに居た頃ころとは違うのよ。あれから一層、己おのれの才能に磨きをかけたのだから」

　レジーナは髪をさらりと流すと、手を口元に当てた。

「そう、自らの弱さを知り、失敗を元に成長を重ねた今のわたくしは、正に完璧！　相手がなんであろうと決して負けはしないのだから！　ホーッホッホ！　ホーッホッホッホッホッホッホッホげふげげふごほごほ」

　高笑いの途中で咳き込むレジーナの背を、クロエが摩る。

「お察しの通り、多少の変化はありましたが、お嬢様は依然、大部分はお嬢様のままで御座います」

「どういう……意味よ……それは……」

　ぜえぜえと息をつきながら、尋たずねるレジーナ。

「お嬢様はお嬢様のままで素晴らしいということで御座いますよ」

　クロエは上品な笑みを浮うかべて、深々と頭を下げた。

「そ、そう？　そうね。確かにそうだわ。わたくしはわたくしのままで素晴らしいのよ。分かっているじゃない、クロエ」

　レジーナは胸を張って、満足そうな顔をする。

　なるほど。確かに考え方はともかく、性格はそれほど変わっていないようだ、とカイトは納なつ得とくした。

「ま、それはともかく。カイト、皇都に居る連中は何なのかしら？　誰も彼も普通の霊素使いとは違うようだけれど」

「彼等は霊素改造人間だ。説明すると長くなるから今は省くけど、通常よりも遥かに多くの霊素を扱う。皇都を乗っ取ろうとしているらしい」

「なによ、それ。聞いたことない上に、とんでもないことを考えているものね。許されるわけがないわ」

　レジーナは弓を構えると、凍てついた空気から氷の矢を作り出して放った。

　立ち上がりかけていた霊素改造人間たちは、再度、それに敗れる。

「お嬢様もたまには良いことを仰おつしやいますね」

　クロエは細剣を抜き、真まっ直すぐ構えた。

　直後、彼女の体が掻かき消える。虚こ空くうを切り裂くような音が何度もしたかと思えば、レジーナの攻撃をかわした敵の全てが倒れていた。
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「この皇都に手を出す者を、【黄金の羊】が見過ごすわけがありません」

「ちょっと、たまにってなによ、たまにって！」

「カイト様、ここは私達にお任せを。他で暴れている連中も、【黄金の羊】や他のエメルタが食い止めています。あなたには何か大きな目的があるのでしょう。どうぞ、先をお急ぎ下さい」

　レジーナの追つい及きゆうを無視してクロエが告げてくる。

「どうして……そう思うんですか？」

「あなた様は真っ直ぐ皇宮を目指して向かっているように思えました。そこに追うべき何かがあるので御座いましょう？」

　クロエは微笑んだ。

「これでも私はカイト様より幾いくらか経験を積んで御座います。その程度を察するのは難しくありませんよ」

「……参りましたね。ありがとうございます。でも、彼等はただの人間じゃありませんよ」

「なに、大したことではありません」

　細剣を垂直に立てて、クロエが目を細めた。

「それならば、私も、本気を出すだけで御座います」

　鍛え上げられたクロエの肉体から、霊素が迸ほとばしる。それは以前の依頼では見せたことがないほどの勢いだった。

「……クロエさん、何者なの？」

　霊素以上に膨大な、ぞっとするほどの殺気を感じて、カイトは思わずレジーナに問いかける。

「クロエはクロエよ。わたくしの世話係。それ以上でもそれ以下でもないわ」

「とてもそうは思えないんだけど……」

「細かい話はいいのよ。なんだか分からないけど、やることがあるんでしょう？　早く行きなさいな」

　レジーナが手を振ったので、カイトは頭を掻いた。

「分かりました。では、ここは任せます」

　カイトは一礼すると、踵を返した。霊素を纏って、跳躍する。

「というか、クロエ、仕える主の言葉をないがしろにするとはなにごとよ！　説明しなさい！　たまにとはなによ、たまにとは！」

「極ごく稀まれに、という意味で御座います」

「知っているわよ、それくらい！　わたくしが極稀にしか良いことを言わないというの!?」

「そうでは御座いません。わたくしがはっとするようなことを、極々稀に、一年に一度か二度あるかないか、ほんの少しだけ、仰るなと思うだけです」

「そうなの。まあ、そういうことなら構わない――わけないわよ！　誤魔化せるとでも思っているのかしら!?」

「はい。あ、お嬢様、倒れている方達に対処した後、向こうの方で起こった騒ぎを止めにいきましょう」

「今はいって言ったわね……信じられない……ああ、もう！　いいわよ！　行くわ！」

　相変わらずのやりとりをしながら、クロエとレジーナは動き始めた。

　全身を支配していた緊きん張ちようが、良い意味で解けた気がする。カイトは思わず笑いを漏らして、先を急いだ。

　間もなく皇宮へと辿たどり着つく。

　広大な庭では、兵士達を霊素改造人間が攻め立てていた。劣勢は見るからに明らかで、あのままではいずれ全滅してしまうだろう。

「離はなれて！」

　頭上からカイトが叫さけぶと、兵士達は驚おどろいたようにこちらを見上げてきた。

　しかし、こちらが剣を抜いたことで、意味は分からないが何かを察したのだろう。反射的に後退する。

　そこに、大量の霊素を纏った刃を振り払った。

　大地に大きな裂れつ傷しようが刻まれ、余波を受けて霊素改造人間たちが無造作に散る。

　カイトが兵士達の前に降り立つと、彼等の一人が言った。

「あ、あなたは確か――」

「今はそんなことはどうでもいい！　ここに紫色の髪をした女性が来ませんでしたか!?」

　遮さえぎってカイトが尋ねると、しばらくして誰かが答える。

「き、来ました。凄まじい力でとても敵わず、皇宮内への侵しん入にゆうを許してしまい……」

「分かりました。ここは頼みます！」

　態勢を整え、また向かってきた霊素改造人間達を、カイトは一掃した。彼等は霊素によって体が守られている為ため、死にはしないが、しばらく動けないだろう。

　その後、急いで皇宮内へと入った。

　内部もあちこちが無惨に破壊されており、倒れている人々がそこかしこに居た。

　残存する霊素改造人間達を倒しつつ、カイトは謁えつ見けんの間へと向かう。

　いつも通る巨大な扉とびらが、その原型を失くし、瓦が礫れきと化していた。

　乗り越えると、何人かの者達を従えた、見覚えのある後ろ姿がある。

　その向こうには、多くの騎士に囲まれたフレッサとザウドが居た。

「アシェリー！」

　カイトの呼びかけに、アシェリーは振り返る。

「……あら、追いついたの。さすがね」

　彼女の顔に焦りはなく、寧むしろ、喜ばしいことであるような笑みが浮かんでいた。

「カイト！　こやつは一体……！」

　こちらの顔を見たフレッサの表情に安あん堵どの色が広がる。

「この間話した人だ！　オレと同じ霊素改造人間で、この国を乗っ取るつもりらしい！」

　カイトの説明に、フレッサ達の顔色が変わった。

「なんという愚おろかな……」

　ザウドが漏らした言葉に、アシェリーは薄うすく笑う。

「おかしいことを言うのね。力のある者が上に立ち、全てを支配する。貴女達が過去にやってきたことと同じでしょう」

「ふざけるな！　皇国が多くの国を従えているのは、無用な争いを起こさぬ為だ！」

　フレッサの怒りも、アシェリーには全く通じなかった。

「力で押おさえつけていることに変わりはないわ。ただ、私達がそれに取って代わろうというだけ。これからは、霊素改造人間の時代ということね」

「ほざけ……！　お主らのような連中にこの国は渡さん！　早々に捕ほ縛ばくされてしまうがいい！」

「そういうことだ。君の誘さそいを断ったのには他にも理由があってね」

　フレッサに続いて、カイトは双剣を抜いて告げる。

「オレは存外、この皇国って国が――フレッサの統治が気に入っているんだよ。間違っても君に渡すわけにはいかない」

「……カイト！」

　フレッサが満面の笑みを浮かべた。

「あらあら。味方にすると頼もしいけれど、敵に回すと恐ろしいとはこのことね。残念だわ、カイトくん」

　アシェリーは大きくため息をつく。

「私は、貴方あなたを本当に潰つぶさなければならないらしいわね」

「君が考えを変えないなら、そうなるだろうね」

「変える？　どうして」

「霊素改造人間が普通の人間を支配するなんて、間違っているからだ」

「間違っている？　どうして」

「霊素改造人間だけじゃない。誰かが誰かの全てを支配するなんて、どう考えてもおかしい。君だってあの施し設せつでそう思ったんじゃないのか」

「【竜を喰らう者】か……どうやら私は、貴方と違ちがうことを学んだらしいわね」

　アシェリーは、くつくつと、低く、暗い笑いを零す。

「後になって考えるとね。私があそこで得たのは、力の無い人間は、ある人間に何をされても文句を言う権利などないということだったのよ。……なるほど。分かり合えないわけね」

　それは次第に、高らかな、皇都中に響くような耳みみ障ざわりな笑いに変わった。

「貴方と私は根本的に違うのよ。下らない人間ね、カイトくん。実に下らないわ。もう興味も湧かないわね。いいでしょう」

　アシェリーは、こちらを睨みつけるように見てくる。

「――目障りよ。貴方は殺す。それも徹底的に」

　次いで彼女は、頭上を仰いだ。

「でも、この皇宮は美しいわ。後に私が居城として使いたいほどに。あまり派手に壊すのも嫌いやね。外でやりましょう。出たところに公園があったわね。あそこでいいわ」

「……分かった」

「ただ――その前にここにいる子達が皇王を始めとした人達を皆殺しにするわよ。彼等を退けたとしても、まだ外に控えた部下達がやってくる。せいぜい、貴方共々生き残ってみせなさい」

　アシェリーは言って、霊素の力を使い、瞬しゆん時じに消え失せた。

　間もなく、彼女の部下であろう霊素改造人間達が、武器を構えてカイトと向かい合う。

「……君たちは本当に本心からアシェリーに従っているのか」

　カイトの問いかけに、内の一人が口元を歪める。

「当然だ。アシェリーは行き場を失っていた我々に声をかけ、目的を与えてくれた。居場所を用意してくれた。彼女がやるというのなら、ついていくだけだ」

　それは、場に居た霊素改造人間達たち全ての気持ちを代弁しているかのようだった。

「居場所か……」

　そういう意味で、自分と彼等は同じなのかもしれない。残酷というにも足りぬほどの目に遭あわされ、この世界の『普通』から弾はじかれてしまった。

　それでも、同調するわけにはいかなかった。

　自分と彼等との間で、決定的な違いというものが、ここにはあるから。

「フレッサ達を君達の好きにさせるわけには、いかない」

　それを守る為になら、たとえ同じ存在だとしても、剣を向けることに躊躇ためらいはなかった。

　霊素改造人間達が、大挙して押し寄せてくる。

　カイトもまた走り、刃を薙いだ。

　それぞれの攻撃を、こちらへ敵対する意志を完かん膚ぷ無なきまでに崩し、押し潰す。

　しかし、それでも彼等は諦あきらめなかった。

　謁見の間へと続く扉からも、新たに仲間が現れ始める。

　まるでここで退いてしまえば、自分達の全てを失ってしまうかのように。

　カイトは気合を入れ、立ち向かおうとした。

　――その刹せつ那な。

　こちらと霊素改造人間達の間に、漆黒の何かが衝撃と共に通り抜けた。

　床に突つき立ったそれは、三日月形の巨きよ大だいな刃である。

　独りでに抜けると、まるで糸で操あやつられるようにして、カイトと敵対している者達に襲い掛かった。

　変へん幻げん自じ在ざいな動きについていけず、場は混乱に陥る。

「これは……」

　見覚えのある武器にカイトは目を丸くした。

「どうやら間に合ったみたいだな」

　瓦礫を乗り越えて現れたのは、赤茶けた髪を乱雑に切った、目つきの悪い青年だった。

「やっほー。元気にしてた？　カイト」

　その後から、海にも似た色を宿した髪の少女が、手を振って姿を見せる。

「バート……リアン……」

　以前に訪おとずれた国、ナヴァイアで出会った兄妹きようだいだった。

「どうしてここに、君たちが？」

「以前に女の話はしたろ。それを王様に報告したら、皇国にも妙みような動きがあることが分かってな。どうにも気になるんで、一度、賢けん人じん会議で何らかの対策を話し合った方がいいってことでこっちに来る予定を立てたんだよ。俺らはその護衛だ。まさか、その矢先にこんな事態になってるとは思わなかったが」

　バートは複雑そうな顔で、荒あらされた謁見の間を見回す。

「ナヴァイアや他の王達は無事なのか」

　フレッサが問とい掛かけた。

「ええ。さすがに皇都内に入ることは出来ないんで、別の場所で待機してますが。それはともかく――」

　バートが手を振ると、敵を相手にしていた鎌の刃が彼の持つ柄に戻もどる。

「ここは俺とリアンがなんとかする。カイトはさっき出て行った女を追え。捕つかまえようとしたが、逃げられちまった」

「……いいの？」

「あたし達は、その為に寄越されたんだよー」

　リアンが頷き、腕うでを交差した。霊素が発動し、彼女は手近にあった瓦礫を掴んで小石のように放り投げる。

　それは、こちらに向かおうとした霊素改造人間達の目の前に落ち、彼等の足を止めた。

　同時に二人は走り出すと、揃そろった動きで戦いを開始する。

　敵の力も相当なものだったが、兄妹きようだい達たちは更さらにその上をいっていた。

　バートが疾しつ風ぷうを纏わせた鎌で翻弄すると、霊素改造人間たちの足並みが大きく乱れる。

「うりゃあああああああああああっ！」

　そこを、リアンがどこで拾ってきたのか、巨大な瓦礫を縦横無尽に振り回すと、敵は次々と吹き飛んでいった。

「くっ……お前達、オレ達と同じ霊素改造人間だろう。なぜだ。なぜ邪じや魔まをする!?」

　その内の一人である男が立ち上がり様、激しい口調で問いかける。

「なぜ？　なら訊きくが、お前らはどうしてこんなことをしてる」

　戻ってきた鎌を柄に装着したバートが、逆に尋ね返した。

「決まっている。革命だ。オレ達が真の支配者であることを、世界に示すんだ」

「何の為にだ？」

「何の為に、だと？　下らんことをわざわざ訊くな。ずっと虐げられ、日陰に追いやられてきたオレ達こそが優すぐれた人種であると、知らしめてやる必要があるからだ！」

「なるほど。だったらこういうことか。俺おれ達たちみたいな人間以外は皆みな、俺達に支配されて当然な、ずっと下の、なんの価値もない存在だと？」

「そういうことだ。理解しているじゃないか」

　男が薄笑いを浮かべた。しかし、

「――ふざけるのもいい加減にしやがれ」

　鎌を振り回し、バートは肩に担かついだ。

「ならてめえらは美味い飯を作れるか。どんな人間にも誠意をもって対応できるか。毎日、毎日、隅々まで掃除して、綺き麗れいなベッドを用意出来るか」

「……なにを言っている」

「見知らぬガキを拾えるか。なんの得にもならないのにずっと世話が出来るか。俺には当分、出来そうにねえ。どれだけ強い力があったって、そんなことすら出来る気がしねえんだ」

　バートは鋭い目で男を、いや、霊素改造人間達たちを睨みつけ、

「てめえらがどんな考えで動いてるか知らねえし、それがどんな崇高な目的なのかにも興味もねえ。やるなら勝手にやれ。でもな――俺が大事に思ってる人たちを貶めようとしてるなら、黙だまってはいねえよ」

　バートは堂々と主張した。

「オレがてめえらの前に立ってんのは、それだけの理由だ」

「……にいに」

　リアンが兄を振り返って、親指を立てる。

「格好良いよ。さすがあたしのにいに！」

「うるせえよ。……お前はどうなんだ、リアン」

　照れくさそうにした後で、バートが妹に訊いた。

「もちろん、決まってるよ」

　瓦礫を置くと、リアンは拳こぶしを突き合わせて、不敵に笑う。
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「にいにの想おもいはあたしの想い。あたしの想いはにいにの想い。全力で、やらせてもらいます！」

「……言うじゃねえか」

　バートは歩み寄ると、リアンの背中を叩いた。

　二人の様子を見ていた男は奥おく歯ばを噛み締める。悔しさを滲にじませるように。

「いいだろう。邪魔をするなら同士と言えど容赦はせん」

　手に持った斧を手に、男が低い声を出した。すると、他の全員も戦せん闘とう態勢をとる。

「勝手に同士にするんじゃねえよ。全力でお断りだ」

「遠えん慮りよ無しで、やりまーすっ！」

　バートとリアンは、ほぼ同時に動いた。

　膨ぼう大だいな霊素と霊素がぶつかり合い、激しい音を響かせる。

　相手も霊素改造人間とあってか、相当な力の持ち主だった。

　だが――それでも及ばない。

　バートとリアンの、怒ど涛とうの如く編み出される攻撃の連携と、その連れん鎖さによって的確に追い詰められ、隙すき一つも見せることなく叩き伏ふせられていく。

　カイトが横入りする必要もないほど素す早ばやく、鮮やかに、全ての霊素改造人間達は沈ちん黙もくする。

「よっし、にいにとあたしの大勝利！」

　拳を高々と掲げて、リアンは無む邪じや気きな笑えみを零こぼした。

「ってなわけで、カイト、フレッサ様はあたし達に任せて！　ここに敵が来ても、もう、平気！　あたしとにいにが頑がん張ばっちゃうから！」

　胸を強く叩いたリアンだったが、こちらに向かって歩き出そうとしたところで、足元に転がっていた石につまずいて転びかける。

「大だい丈じよう夫ぶに見えねえよ。頼たのむからドジして俺おれを攻撃するような真似まねだけはやめろよ」

　リアンを咄とつ嗟さに受け止めたバートが、ため息と共に告げた。

「ふふふ、保証は出来ないね」

　リアンはそんな兄を見上げ、自信満々に言い放つ。

「しろよ。そこは。緊張感がねえな……まあ、いい。ってなわけだ」

　こちらを見て、バートは顎あごをしゃくった。

「一番強い奴が一番強い奴と戦うのは道理だ。頼んだぞ、カイト」

「ガツンっとやったって！」

「……ありがとう、二人とも」

　カイトは胸の内が、温かなもので満たされるのを感じる。

「カイト。この皇都を――いや、この国を任せたぞ」

　フレッサが微笑ほほえみながら、口を開いた。

「早く落ち着いて、またお主の家族と食事を共にしたいものだ」

「……そうだね。子ども達も喜ぶよ」

「うむ。では早速、近くにでも予定を組んで――」

「皇王様」

　言いかけたフレッサを遮り、隣に居たザウドが咳せき払ばらいする。

「このような時にそのようなお戯たわむれはお止やめ下さい」

「戯れではない。それに、このような時だからこそだ。事が済んだ先のことを考えれば、生き抜く気力も湧くというものだろう」

「確かにそうかもしれませんが……」

　複雑そうな顔をしていたザウドだったが、やがてこちらの方を向いた。

「ウリオス殿どの。正直なことを言えば、この国の運命を、お主――【災滅者デイメンド】と呼ばれた者に託すのには抵てい抗こうがある」

「ザウド！　この期ごに及んでなにを！」

「――しかし。それはこの国の宰さい相しようとしての立場を考えればのこと」

　抗こう議ぎするフレッサを制し、ザウドはこちらを真っ直ぐと見つめ、

「ウリオス殿。私自身は、お主の勝利を願っている。勝って――そして、戻ってくることを祈っている」

　ほんのわずか、分かり辛いほどだが、確かに笑った。

「……ザ、ザウドが笑いおった。そんなバカな!?」

　フレッサが身を引いて驚きを表現する。それはサアラが笑った時にカイトが感じたのとは、また別の感情であるように思えた。たとえるなら、魚が陸上で歩いているのを見た時のような。

「私とて笑う時は笑います」

「わらわは見たことが無いぞ!?」

「それは皇王様が私に笑うようなことを為さらないからです」

「笑うようなこととはなんだ。変顔とかか!?」

　フレッサは自分の頬ほおを摘つまんで思い切り引っ張った。が、ザウドどころかバートの表情すらぴくりとも変わらず、リアンだけが腹を抱かかえて笑い転げる。

「……そういうことを為さるから私は笑うことが出来ないのです」

　嘆なげくような息を吐はくザウドに、カイトは思わず噴き出した。

　なんだか、依然として油断できる状況でないにも拘わらず、非常に和んだ気がする。

　――カイトが一人で全部背負うことなんて、ないんだからね。

　ティアの言葉が自分の中に蘇った。

　この国には自分以外に家族が居る。友人が居る。仲間が居る。

　孤独だった自分がこの数年間で得た、かけがえのない絆があるのだ。

　それがなによりも、心強かった。

「ありがとうございます。なんとかしてみせますよ」

　カイトは感謝の念も込めて、フレッサ達に頭を下げると、踵きびすを返す。

「……あ、そうだ」

　しかしすぐに後ろを向くと、

「フレッサ、ちょっと訊きたいことがあるんだけど――」

　カイトは、ある問いを、フレッサへと投げかけた。




「いくよ、アウロッ！」

　ティアの頭上で甲かん高だかい鳴き声が響ひびき、黄金こがね色いろのふくよかな鳥――幻げん獣じゆうアウロによって、周囲に紫電が巻き散らかされた。

　まともに攻撃を受けた霊素改造人間達が、たじろいで後ろに下がる。

　続いて槍やりを持って果敢に攻撃を仕掛け、対抗していった。

「吹き荒ぶ翠すい光こうの刃よ、創造主の名に於いて、汝なんじが敵を薙ぎ祓え！」

　ラミネが杖つえを手に呪じゆ文もんを唱え、巫術を発動させる。虚空を切り裂く幾つもの疾風が、相手へと更なる傷を与あたえていった。

　しかし敵もただやられているばかりではない。巨大な炎ほのおを、広こう範はん囲いに渡わたる斬ざん撃げきを、防ぎきれないほどの衝撃波を、次々と繰り出してきた。

　それをティア達はかろうじて避け、あるいはどうにか流し、深手を負わないようにしていく。避けきれずに傷がついてしまったところは、ナナルに治ち療りようしてもらった。

「それにしても、さすがに、やるわね……」

　じりじりと迫せまる霊素改造人間達を見回しながら、ラミネが汗あせを拭ぬぐう。

　ただ幸いなことに、力では彼かれ等らの方が上でも、数はこちらの方が多かった。

　ティア達だけでなく、【黄金の羊】を始めとする皇都のエメルタに所属する求索士が総動員されてことに当たってくれている為だ。

　だが、それでもやはり、分が悪いのは確かだった。

　カイト程ではないにしても、通常よりも霊素量の多い人間ばかりなのだ。

　現げん役えきの求索士が二人ないし三人で組んで、ようやく一人を倒せるかどうかといったところだった。

「うん。でも、やるしかないよ。この街は、わたし達の街でもあるんだから」

　ティアは槍を油断なく構えながら言う。

「そ、そうだね……お兄ちゃんも、きっと、一いつ生しよう懸けん命めいやってるはずだから……」

　ナナルも息を切らしながら、同意した。

「ええ。カイトが帰ってきた時に、ちゃんと出で迎むかえてあげないと。あの子、ただでさえ心配性だから、あたし達が平気そうにしていないと、卒そつ倒とうしちゃうわよ」

　ラミネが少しだけ笑うのに、ティアもまた「そうだね」と口元を緩ゆるめる。

「でもさ。ここでこう、思ってもみない味方とか現れてくれると、嬉うれしいよね」

「そんな都合の良いことあるわけないでしょう。小説じゃないんだから」

「そうかな。もしかしたらあるかもしれないよ？　ほら、空から颯さつ爽そうと現れるとか……」

　ティアは上を指差した。

　――その刹那。

　まるで竜巻でも起こったかのような轟音と共に、場に大きな影かげが差した。

　ティア達だけでなく、霊素改造人間達も何が起こったのかと空を仰ぐ。

　すると、そこには、予想だにしないものが浮かんでいた。

　灼しやく熱ねつの色を宿した、巨大な体だ。びっしりと鱗うろこが生はえ揃そろっており、長い尾おと、蒼そう穹きゆうを隠してしまうような皮ひ膜まくのついた翼つばさが広がっていた。

　それは一いつ旦たん通り過ぎた後、旋回し、間もなく、こちらへと戻ってくる。

　大気を強く叩たたきながら翼をはためかせ、地上にゆっくりと降り立った。

　太い首の上には、強靭な顎と、黄金色の瞳ひとみが鈍く輝かがやいている。

「え……え……え……」

　ティア達と共に戦っていた求索士の一人が、上うわ擦ずった声を出し、

「焔えん竜りゆうだーーっ！」

　力ちから一いつ杯ぱいに叫んだ。

「おいおいおい、こんな時に！」「なんで!?　どこからきたの!?」「いやその前にこいつらと焔竜を同時に相手しなきゃいけないのか!?」「無理無理無理！　ただでさえ訳の分からない状じよう況きようなのに！」「やめてーーっ！」

　場は一気に混乱に陥る。無理もなかった。

　求索士のほとんどは、敵がどんな奴やつかも分からずに戦っているのだ。そこにきて、国を容易たやすく火の海に変える生き物が突とつ然ぜん、現れたのである。

　いや、霊素改造人間たちですら動どう揺ようし、すぐに行動できずにいた。

　だが、

「あーっ！　うそっ！　びっくりした！」

　ティアやラミネ達だけは全く違う反応をとった。笑え顔がおで駆け寄って、焔竜の体をぺたぺたと触る。

　それもそのはず。

「ヴィーだ！　どうしたの、いきなり！」

　飛来したのは、以前、知り合いになった焔竜だったのだから。

『やあ、久ひさし振ぶり。いや、君たちが帰った方向から幾つも煙けむりが上がっててね。こりゃなんかあったなって、駆けつけたんだよ』

　焔竜、いや、ヴィーは相変わらずの朗らかな調子で言った。

『もしかしてお邪魔だったかな？』

「そんなことないわよ！　もう、大助かり！　良いところで来てくれちゃうんだから、もう！」

　ラミネから軽く叩かれて、ヴィーは、うへへ、と笑う。

『え、そ、そうかな？　ぼく、もしかして英雄っぽい感じ？』

「う、うん。すごいよ。ヴィーさんがきてくれたら、百人力だよ……！」

　ナナルが何度も頷うなずくと、ヴィーはますます嬉しそうに、

『そっか。そうなんだ。よし、来て良かった。なんか大変そうだね』

「そうなんだよ。皇都を奪おうとする人たちがいて、皆、戦ってるんだ」

　ティアが簡単に説明すると、ヴィーが『そりゃ大変だ』と相あい槌づちを打って、

『じゃあ、ぼくもおよばずながら、手を貸すよ』

　ずん、と前に踏ふみ出して、霊素改造人間達を見下ろした。

「お、おい、お前達、あれ、大丈夫なのか？」

　困惑した様子で、求索士の一人がこちらに尋ねてくる。

「はい……。ヴィーさんは、良い竜りゆうさんなので……！」

　ナナルが手を握にぎって訴えかけると、「良い竜、ねえ……」と求索士はますます怪け訝げんな顔になった。

『君たち！　悪いことはやめて今すぐ帰るんだ！　そうじゃないと……なんかこう、ひどいぞ！』

　ヴィーは霊素改造人間達に向けて、あまり警告になっていない警告をする。

「なんだこいつ……」「ふざけやがって……いくら焔竜だからって、こっちの邪魔をするなら容赦しねえぞ」「そうだ、やっちまえ」「いくわよ！」

　案の定、それは、敵の闘争心に火を点けただけだったようだ。

　彼等は互たがいに武器をとり、再び霊素を発動させる。

『あれ!?　結構、強めに脅したはずなのに……』

「ヴィー、もうちょっと迫力出して！　竜の貫禄見せちゃって！」

　ティアが応おう援えんすると、ヴィーは、

『貫禄……貫禄か。そうだね。こんな感じかな……ちょっとティア達は下がってて』

　言って、突然、顔を上に向けると、息を吸い込んだ。直後、

『――――っ！』

　筆舌し難がたい咆ほう哮こうを上げた。あまりの大音量に、周囲の建物までもが激しく震ふるえる。

　正面からまともに喰らった霊素改造人間達は、目を見開いたままで硬こう直ちよくした。

『……愚かな者どもよ。この焔竜に逆らうというのであれば覚かく悟ごをせよ。その身を骨まで灰にされる、その覚悟をな……！』

　次いでヴィーは顎を大きく開く。喉の奥おくに小さな火が灯ったかと思うと、間もなく、そこから巨大な炎が吐き出された。

　それは霊素改造人間達に当たるその寸前で掻き消えたが、その気になれば彼等の命など一いつ瞬しゆんで消え失せていただろう。

『さあ、来い！　ぼく、いや、我が相手をしてやろう……！』

　手を突き出し、挑発するように指を振ふった。

　霊素改造人間達は顔を見合わせ、恐怖にかられたように、何人かがその場から逃げ出した。

『どう!?　さっきのは良い感じだったんじゃない!?』

　振り返って尋たずねてくるヴィーに、ティア達は歓声を上げた。

　しかし、残った何人かがこちらに向かってくる。

　ヴィーは普ふ段だんの態度が嘘うそであるように、獰どう猛もうな姿で暴れ、それを相手どった。

　放たれる巫術を翼で振り払はらい、武器での近接攻こう撃げきを硬い鱗で防御する。

　その間に霊素改造人間達を掴つかんでは投げ、太い尻尾しつぽで薙ぎ倒した。

「ちょ、超強いじゃない。あの子、本当に焔竜だったのね」

　ラミネが呆気にとられた様子で零す。

「すごい……すごいね、お姉ちゃん……」

　ティアの服の裾すそを掴んで、ナナルが珍めずらしく興奮した様子で言う。

「院長先生や、ヴィーさん、それにさっき、クロエさんやレジーナさんにも会ったし……みんなが協力してくれてるんだね……」

「そうだね、その通りだよ！」ティアは大きく頷いた。「わたし達、一人じゃあの人たちに勝てないかもしれないけど……皆が居れば、なんとかなるよ！」

「ええ、そうね。絶対、この街はあんな奴らに渡わたさない」

　ラミネもまた同意するように告げて、杖を強く握る。

「こっちは、なんとかしてみせるよ……だから、そっちも頑張って」

　ティアは遠く彼方を見つめ、そこにいるかもしれない、大切な人を想った。

「待ってるからね、カイト……！」




　既すでに大半の住民は避難してしまったのか、公園や周囲の場所には一切の人ひと影かげがなかった。

　静せい寂じやくに満ちた空間で、カイトは一人、アシェリーと対たい峙じしている。

「まるで私達を残して全ての人間が消えてしまったみたいね。そうは思わない？」

　芝居がかった仕草で手を広げ、アシェリーが口を開いた。

「思わない。この街にはまだ大勢の人達がいる。君のせいで、追い払われてしまっただけだ」
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「……つまらないわねえ。少しは余興に付き合ってくれてもいいのに」

　ため息をつき、アシェリーは腕を組んだ。

「よくあそこを抜け出すことが出来たわね。さすがは私と同等の存在よ」

「オレは何もしていないよ。助けてくれる人が居ただけだ」

　カイトはアシェリーと目を合わせ、

「オレだけじゃない。君の仲間が未いまだにこの街を落とせてないのも、きっと、大勢の人たちが助け合い、対抗しているからだ。君の言う、『オレ達より劣おとった人間』がね」

「フフ、虫も寄せ集めれば多少の食い下がりを見せるものよ。所しよ詮せんは踏み潰される定めでしかないけどね」

「どうかな。小さいものを小さいと侮ってると、痛い目を見るかもしれないよ」

「その前に全てを潰すわ。同胞達と一いつ緒しよにね」

　アシェリーは長い髪かみを手で払った。

「ねえ、カイトくん――私は何も全てを滅ぼすつもりはないわ。自分と同じ存在を救って、生きていける場所を作りたいだけよ。それなのに、どうして貴方はその誘いを拒否するばかりか、邪魔だてするような真似をするの？」

「その為に君が、多くの物を犠ぎ牲せいにするからだ」

「私達は既に多くの物を犠牲にしたのよ。だから、同じことをしているだけ」

「この街の人達は、施設とは無関係だよ」

「同じよ」アシェリーの口元が大きく歪ゆがんだ。「同じ。全て、ね。霊素改造人間の私達と、そうでない人達。必要なのはその線引きだけよ。何もかもが全て同じ、無価値な存在」

「違うんだよ、アシェリー。人は一人、一人、違うんだ」

　かつて自分に手を差さし伸のべてくれた人がいたように。

　抱だき締め、必要だと言ってくれた人がいたように。

　無邪気に笑い、慕ってくれる人がいるように。

「悪い人も居れば良い人もいる。どうしようもない人もいれば、尊い人もいる。だから一緒にしちゃいけないんだ」

　だから、と、カイトは続けた。

「だから――オレは、この世界で生きると決めたんだ」

「特別な力も持たない下らない人と一緒に？」

「特別な力も持たない大切な人と一緒にだ」

　アシェリーの言葉を、カイトは強く、否定する。

「君に理解して欲ほしいとは言わない。だけど、せめて放っておいて欲しい。オレを、オレが居るこの場所を」

「残念だけど、それは出来ないわ」

　首を横に振り、アシェリーは笑みを崩さないままで言った。

「私は私と意志を同じくする子達との国を作る。そして、世界の様相を一変させるのよ。かつて私達から全てを奪った劣等種達を、跪ひざまずかせるの」

　彼かの女じよの主張は変わらなかった。これ以上の説得をしても無駄だろう。

　かなり前から分かっていたことだった。そもそも話し合いで解決できるなら、こんなことを仕出かすわけはないだろう。

　しかし、それでも、カイトは悲しかった。

　もし自分が与えられた幸せを、愛おしさを、アシェリーが少しでも感じることが出来たのなら、何かが変わっていたのかもしれない。

　そう思うと、やるせないものがあった。

　ただ、こちらにも譲れないものがある。

　それを守る為ためなら、剣けんを向けざるを得ない。

「勿体ないわね、カイトくん。貴方ほどの存在が……」

　アシェリーもまた、こちらが引くことはないことを、察したのだろう。

　腰こしに手を当てると、何かを引き出した。

　鈍にぶい音を立てて地面に蛇の如く広がったのは、鞭むちだ。

　ただし全体が鋼はがねで出来ている上、左右に鋭するどい刃はがついていた。

　重量はかなりのものになるだろうが、手元には空劫結晶ユニス・マテリアがついている。つまりは幻器クラフトということで、カイトと同じだと自負する霊素量を誇る彼女であれば、容易に使いこなすことが出来るだろう。

　カイトは、無言で双そう剣けんを抜ぬいた。

「最後にもう一度だけ訊くわ。私と一緒に生きる気はないのね？」

「ない」

　短く答え、得物を構える。

　アシェリーは長く、長く、ため息をついた。

「残念ね。とても、残念。本来、同じ霊素改造人間と戦うのは本意じゃないのだけれど」

　瞬しゆん間かん。

「――でも、そちらがそのつもりなら、こちらも相応の手でもってお相手するわ」

　蒼あおき劫ごう火かにも似た霊素が、アシェリーの体から迸る。

　それは彼女の手元にあった幻器へと注がれ、光を宿した。

「行くわよ。五体満足で帰れると思わないでね、カイトくん――」

　アシェリーの手が動き、鞭を振り払う。

　それは意志を持つかのように体をしならせ、こちらに牙きばを剥いた。

　体に霊素を纏い、身体能力を上昇させ、カイトは飛とび退のく。

　鞭が地面に当たった直後、そこを中心にして、轟音と共に巨大な穿せん孔こうが形成された。凄すさまじい威い力りよくだ。常人ならば木こつ端ぱ微み塵じんどころか、原型すら残さずにこの世から消え去ってしまうことだろう。

　更にアシェリーの得物はそのまま土を抉えぐり、更には内部へと入り込んだ。

　距きよ離りをとって着地したところで、真下で起こりつつある異変に気付き、カイトは眉まゆを顰ひそめた。

「これは――」

　呟つぶやいて間もなく、大地を派手に突き破って、鞭の先せん端たんが迫る。

　剣の切っ先で攻撃を弾き、急ぎ、カイトは後転しながら逃れた。

　しかしそんな自分を追うようにして、鞭は地面に潜っては頭を出し、執しつ拗ように追ってくる。

　まるで海中に棲すむ巨大な魚が、獲物を喰らおうとしているかのようだった。

「無駄よ。この武器からは逃れられないわ！」

　アシェリーの言葉と共に、カイトの体に鞭が巻き付いてくると、そのまま地面に叩きつけられた。

　更に彼女が得物を引き抜くと、刃が肌はだに食い込んで、裂れつ傷しようを与えてくる。

　カイトは態勢を整えながら、霊素によって作り出した衝しよう撃げき波はを放った。

　だがそれは、アシェリーが上段から放った鞭によって両断される。

「無駄だと言っているでしょう。こんなものなの、カイトくん！」

　更なる追撃が肉にく薄はくしてきた。身を屈かがめると、跳ちよう躍やくし、カイトは後方に逃れる。

　家屋の屋根に立つと、カイトはアシェリーの連撃を凌しのぎきった後、彼女に背を向けて駆かけ出した。

「あら、逃にげるのかしら。あまりこちらを失望させないで欲しいのだけれど」

　足元を次々と鞭が砕いていく。それでもカイトはこちらの身を抉ろうとするものだけを切っ先で流しながら、隙を見て後ろに巨大な衝撃波を打ち続けた。

「意味のない行為は虚しいだけよ」

　だが、目にも止まらぬ速度で鞭を操り、アシェリーはこちらが与えた攻撃を全て無効化していく。

　カイトは屋根を蹴けると、飛び上がった。

　そこを狙って、アシェリーが膨大な量の霊素を纏わせた鞭を繰り出してくる。

　剣を交差して防いだものの、強烈な力の圧に押おされ、カイトは己おのれの体が遠く吹き飛ぶのを感じた。

　それでも地面に衝突する寸前、素早く体を捻ると、足元に霊素を纏まとって降り立つ。

　いつの間にか最初に戦いを始めた公園からは、かなり離はなれていた。

「ちょこまかと良く動くわね……正直、鬱うつ陶とうしいわ。貴方あなたの力はその程度のものだったの？」

　カイトと対峙しながら、アシェリーは鼻を鳴らす。

「見込み違ちがいだったかしら。災滅者とは、過ぎた呼び名ね」

「その名前、あんまり好きじゃないんだけどね……」

　頬の汚れを拭いながら、カイトは苦く笑しようした。

「しかし、君は随ずい分ぶんと自分の力に自信があるみたいだ」

「当然よ。昔はこんなものがなければと思ったけどね、今では生まれ変わった自分に感謝しているのよ。これこそ、支配者として相応しい力だってね」

「そう。それはすごいね」

　首を鳴らし、カイトは目を閉じる。

「でも、貴方だってそうじゃない。やっぱり私には到底、測り兼ねるわ。それだけの力を、どうして、ちっぽけなものの為に使うの？」

「……ちっぽけなもの？」

「貴方の言う『家族』とやらよ。あまりにも小さい。貴方の力の前には塵ちり芥あくたに等しいわ。……まあ、若いからね。狭せまい世界へ固こ執しつしているだけかもしれないけれど」

　アシェリーは、憐れみを帯びた眼まな差ざしをこちらへと送ってくる。

「……君は、家族をちっぽけなものだと思うかい？」

「ええ、思うわ」

「帰る場所がある。迎えてくれる人がいる。一緒にご飯を食べる人がいる。相談に乗ってくれる人が、絵本を読んであげる人が、誕生日を祝う人が――笑い合える人がいる。それを君は、本当に、ちっぽけなものだと思うかい？」

　こちらの問いかけに、アシェリーはせせら笑った。

「思うわ。全てが些さ細さいなことよ。私や、貴方の力の前では」

「……そう。そうか」

　カイトは目を開けて、はっきりと口にした。

「残念だよ。君はオレに勝つことが出来ない」

「なんですって……？」

「君の言う『ちっぽけなもの』が、どれほど強い力を持っているか知らないのなら。知っているオレに、君は絶対、勝つことが出来ない」

「なにを馬ば鹿かなことを――」

「愚おろかなのはお前だ、アシェリー」

　あえて、口調を変えた。相手に、自分の燃え盛るような怒りを教えてやる為に。

「自分の力に溺れ、周囲がまるで見えていない。それでも御託をただ口にしているだけならまだいいものを、オレの家族に手を出すというのなら、容赦はしない」

「言うわね。けど、さっきの戦いではっきりしたでしょう。貴方の力は私には通用しないのよ。どうやら、同等ではなく、こちらが上だったようね」

　アシェリーは更さらに大量の霊素を放出した。周囲の風景を焼き尽くすようにして立ち昇るそれは、圧あつ倒とう的てきなまでの存在感を持つ。

「だから愚かだと言ったんだ」

　しかし、カイトは双剣を握る手に力を込めた。

「オレに、誘さそい込まれたことも知らずに」

　刹せつ那な――アシェリーより、遥はるかに巨きよ大だいな焔ほのおを生み出す。

　天をも焦がすかのような霊素が、轟ごう々ごうとした唸うなりを上げた。

「……これは!?」

「オレの力は規格外だ。全力を出せば周りがどうなるか分からない。だからフレッサに教えてもらったんだよ」

　カイトは口端を上げた。

「皇都の中で、壊こわしても差し支えの無い場所をな」

　今、アシェリーと自分が居るのは、ただ、だだっ広いだけで、何もない土地である。

　正確に言えば、老朽化した求策士の試験会場を来週から移築する予定のところだった。

「なら、貴方は、手を抜いていたとでもいうつもり……？」

「そういうことだ。そろそろ、いい加減に決着をつけよう」

　カイトは剣を翳かざした。空劫結晶に、全ての霊素が吸い込まれていく。

「子ども達が、待ってるんでね」

「……ふざけた真似をしてくれるじゃない！」

　アシェリーは歯を食い縛り、鞭を構えた。常に余よ裕ゆうを持ち、冷静さを保っていた彼女が、初めて感情を荒らげる。

「潰れなさい……っ！」

　叫びと共に、鞭を、打ち放ってきた。

　霊素を纏い、巨大な蛇と化した得物がこちらに襲い掛かる。

　しかし、カイトは少しの動揺もなく、双剣を構えた。小さく呟く。

「終わりだ――アシェリー」

　二つの刃を、無造作に交差した。




　皇都は次し第だいに静けさを取とり戻もどしていくようだった。

　それが街に散らばる霊素改造人間達が全て鎮圧された為か、もしくは彼等が勝利した為かは、拠点の中にこもるイオナには分からない。

「イオナ、カイトたち、どこいったの？」「いったの？」

　ミミとネネがホットミルクを飲みながら尋ねてきた。事情を知らないが故ゆえに、言い知れぬ不安を抱いているのか、彼女たちの表情はいささか暗い。

　いや、双ふた子ごだけでなく、リキもそうだった。

　いきなり騒さわぎが起きて、訳の分からないままに家の中で待機させられているのだから、無理もない。

　ただ、イオナの独断で全てを語るわけにもいかない。ティア達たちが帰ってきた時に相談して決めるまで、待つ他なかった。

　しかし、だからこそ、

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　イオナは微笑んだ。なにが、とも、どう、とも、言わない。

　それでも気持ちを込めて、子ども達を安心させる為に、繰り返した。

「大丈夫。きっと、カイト兄さん達は帰ってくる」

　気休めのつもりはない。イオナは心から信じていた。

　呑のん気きなように見えて、芯の強いティア。

　いつもしっかりしていて、皆みなを支えてくれるラミネ。

　大人しいけれど、その優しさで子ども達を包み込むナナル。

　そして――たまに暴走して困ったりもするけれど、誰だれよりも強く、格好良く、頼りになるカイト。

　彼等が負けるはずがない。負けるわけはないのだ。

「だから、僕ぼくたちはカイト兄さん達が家の扉とびらを開けたら、ちゃんと出迎えてあげよう」

　ミミ、ネネ、リキの手を集め、自分の掌で覆いながら、イオナは言った。

　それでようやく、子ども達は笑ってくれる。

「そうですね。いつもみたいに、おかえりと言ってあげましょう」

　サアラもまた、ほんの少しだけ口元を緩めると、自らの手を重ねてきた。

　一人一人の温かさが、少しずつ伝わってくる。

「うん、ミミ、カイトに抱っこしてもらう！」「ネネも！　ネネはおんぶ！」

「おれは、兄ちゃん、姉ちゃんたちと、お菓か子し食べるんだ！」

　双子とリキは口々に話した。

　それはごく近い未来の予定だ。

　恐おそらく、いや、必ず訪おとずれるはずの、未来の。

「うん。そうしよう。楽しみだね」

　イオナが深く頷いたその時。

　どこかで、巨大な音が響いた。

　何故だろう。

　それは――全ての幕引きをする音のようにも聞こえた。




　大したものだ、とカイトは息をつきながら思った。

　地形が、広範囲に渡って変貌している。

　土は大きく抉れ、まるで巨人が怒りのままに踏み鳴らしたかのようだった。

　その中心で。途と方ほうもない破壊の中で――アシェリーは倒れていた。

　カイトの一撃は、アシェリーのそれと衝突し合い、それでも彼女を飲み込んだのだ。

　しかし、咄とつ嗟さに霊素を身に纏うことで防御したのだろう。

　正しく、満身創痍といった風ではあるものの、彼女はそれでも生きていた。

「……フフ……驚おどろいたわ」

　アシェリーの、渇いた笑いが周囲に響き渡る。

「まさかこれほどとはね……私と同等どころじゃないわ。遥か上をいっているじゃない。貴方、本当に人間？」

「よく言われる。オレとしてはそのつもりなんだけどね」

　口調を普段のものに戻してカイトは答えた。

「災滅者という名に偽りはないということね。……負けたわ。完璧にね」

「良かった。まだ向かってくるなら、さすがにどうしようかと思った」

「もうその気力は無いわ。好きにすれば良い」

「そうさせてもらうよ。……ちょうど、来たみたいだしね」

　カイトが視線を移すと、そこには鎧よろいを身に纏った集団がこちらに歩いてくるところだった。

　その中心には、ザウドとフレッサがいる。

「カイト！　問題ないか？」

　護衛の騎士達を掻かき分け、彼等の止める手も振り切って、フレッサが走り寄ってきた。

「まあ、それなりに。別に大した怪我けがもしてないよ」

「……そうか、よかった。さすがだな。お主ならそうであろうと思っておった」

　安あん堵どの吐息をついた後で、フレッサはこちらを見上げる。その目が潤うるんでいた。

「だが、その……少しだけ、心配したぞ」

「……ありがとう」

　手を伸ばして、フレッサの頭を撫なでる。

「ば、馬鹿者。よりにもよって、皇王の頭に触れるものがあるか！　本当に、お主は不敬で……お主は……」

　言葉は次第に消えていき、後には、フレッサの上げた嗚咽だけが残った。彼女は年ねん齢れい通りの子どもであるように、泣きじゃくる。

「……皇王様。お気持ちは分かりますが」

　しばらくしてから、ザウドが遠えん慮りよがちに促うながしてきた。

　フレッサは「うむ。分かっておる」と涙なみだを拭い、カイトの服に顔を押し付ける。

「鼻水つけちゃダメだよ」

「出すか！　馬鹿者！」

　カイトの体を離した時にはもう、フレッサは、いつものフレッサに戻っていた。

「少しそこで待っておれ。職務を果たす」

　外がい套とうを翻すと、杖をつきながら、フレッサがアシェリーの下へと向かう。

「アシェリー。お主の仲間は全て捕ほ縛ばくした。観念しろ」

「へえ。皇都の兵も侮れないものね」

　アシェリーが意外そうに言うと、フレッサは首を横に振る。

「わらわ達の力だけではない。街中の求索士が協力してくれた。お主は少々、敵に回す相手を間ま違ちがったようだな」

「……そうかもしれないわね。残念だわ」

　アシェリーの周囲を騎士たちが囲い、彼女は持ち上げられた。手が後ろへと回り、拘こう束そく具がつけられる。

「アシェリー。お主は他の霊素改造人間達と共に、皇国の所有する孤島へと連行する。沙汰はそこで追って知らされるだろう」

　ザウドの告げた言葉に、アシェリーは返した。

「私はどうでもいいわ。でも、同胞達はこちらにそそのかされただけよ。出来ればある程度の恩赦を願いたいものだけれど」

「……。確約は出来ないが、検討しよう」

　目線でザウドが合図をすると、騎士達は敬礼をし、アシェリーを連行していく。

　力無いその後ろ姿を、カイトは見送った。

「――カイトくん」

　不意にアシェリーが立ち止まり、静かに零こぼす。

「私は確かに貴方に負けたわ。でも、それは私が間違っていたわけではなく、貴方の力がこちらより勝っていただけのことよ。分かるかしら？　それは、私が言った強き者が弱き者を支配する構図となにも変わっていないということよ」

　強ごう引いんに引っ張られながらも、最後の力を振り絞るようにしてその場に立ち、アシェリーは続けた。

「私は後こう悔かいしていないわ。寧むしろ自分の考えを貴方が体現してくれて嬉しいくらいよ。感謝するわ、カイトくん。やはり私達、霊素改造人間が世界を支配するべきなのよ。私達は進化した人間なの。劣等種は滅ぼされるべきなのよ。カイトくん、貴方にはその力があるわ！」

　こちらを振り向き、アシェリーは歪んだ笑えみを浮うかべた。

「いつか貴方がそのことに気付くことを待っているわよ。たとえ私が死んだとしても、永遠に、幽世でね！　フフ――アハハ――」

　正気を逸いつしたかのように、アシェリーは連行されながらも、延々と耳障りな笑いを奏で続けた。

　まるで自分が生きた証しよう拠こを、この世界に深く刻みつけようとするかのように。

「……あの女は、恐らくはずっと、変わらないのだろうな」

　フレッサが呟いた。悲哀を込めた口調で。

「人が変わるのにはきっかけがいる。それまでの自分を全て覆してくれるような大きなきっかけがね」

　もしアシェリーにそれがあれば、どうなっていただろう。

　彼女は変わっただろうか。あるいは変わらないままだっただろうか。

　分からない。ただ、虚しさのようなものだけが胸の中に残った。

「カイト。お主にとってのそのきっかけが、きたようだぞ」

　フレッサが指差す。カイトが視線を傾かたむけると、そこには、見覚えのある三人の姿があった。

　ティア、ラミネ、ナナルが駆け寄ってくる。

「カイトー！」「カイト！」「カイトお兄ちゃん……！」

　三人は跳ぶようにして、こちらに抱きついてきた。慌あわてて受け止めたが、さすがに支えきれずに倒たおれてしまう。

「良かった！　やっぱりカイトは勝ったね！」

「無茶しなかったでしょうね！　ちゃんと歩ける!?」

「怪我とかしてたら、言ってね……絶対だよ……！」

　ティア、ラミネ、ナナルから順番に言われて、カイトは微笑ほほえんだ。

「うん、平気だよ。ティア達こそ、なんともない？」

「なんともない！　っていうか、聞いてよカイト！　ヴィーが来てくれたんだよ！　あのヴィーが！」

　ティアが興奮した様子で話した。

「そうなのよ！　いやもう、すごい迫力で、なんだかんだ言ってやっぱりあの子、焔竜だったわね！　見直したわ！」

「う、うん。驚いちゃった……」

　ラミネ、ナナルが続くのに、カイトは目をしばたたかせる。

「へえ。あのヴィーがねえ。こっちもバートやリアンと会ってさ」

　そう告げると、三人は顔を見合わせた。

「え、嘘、バートとリアンが？　まだこの街にいるかな？」

「だったら、是非ともうちに寄ってもらわないとね」

「色々、ご馳ち走そうしたいね……」

　笑顔のまま言葉を交かわし合うティア達に、カイトは和なごやかな気持ちになる。

　先さき程ほどまで心の中にあったもやもやとした感情が、どこかにいってしまったようだった。

「よう。人気者」

　別の方向から声が聞こえてきたので、顔を向けると、ジャンが立っている。

「無事に終わったみたいだな。ご苦労さん」

　伸ばされた手に摑まり、カイトはティア達から解放された後で、起き上がった。

「ありがとうございます。……自分の居場所、ちゃんと守れました」

「そりゃ結構。お前も一人前だな」

　口こう端たんを上げて、ジャンは、こちらの頭を撫でてくる。

　何故だろう。今はもう、背も高くなって、彼と同じぐらいはあるというのに。

　そうされていると、子どもの頃ころに戻ったかのようだった。

「それにしても派手にやったものだな。これは修復に時間がかかりそうだ」

　ザウドが周囲を見回しながら嘆息する。

「す、すみません。ちょっと手加減のしにくい相手だったもので」

　慌てて謝ると、ザウドは首を横に振った。

「気にすることはない。誰かの不始末を処理するのは、ある方のおかげで慣れている」

「それは誰のことだ？　ザウド」

　フレッサがむくれる。

「さて。言わずとも自覚を持って頂けると助かりますが」

「嫌いや味みな奴やつだな……」

　表情一つ動かさずに言ったザウドを、フレッサは睨にらみつけていたが、やがてこちらに顔を向けてきた。

「そういえば、街の被ひ害がいを確かく認にんし、対応をとることは必要なこととして、今日だけは街の者達の心を癒やす為に広場で食事を振る舞おうと思っておる。お主達もどうだ」

「おお、食事！　美味おいしいもの!?」

　ティアが真っ先に反応する。

「そうだ、美味しいものだ」

「いいねえ、いいねえ。皇こう宮きゆうのご飯か……」

　今にも涎を垂らさんばかりの反応を示していたティアだったが、

「……んん。でも、今日はいいや」

　断ると、こちらを見つめてきた。それだけで、カイトは彼女が何を言いたいのか察する。

「そうだね。子ども達も待ってるから」

　頷うなずいて、フレッサに答えた。

「誘いは有あり難がたいけど、今日は家族と一緒にご飯を食べることにするよ」

「……うむ。そうだな。そうすると良い」

　フレッサは、慈しむような笑みを浮かべる。

「うん。またね。――さて、それじゃあ、家に帰ろうか。お腹なかが減っちゃったよ」

　カイトがティア達に呼びかけると、彼かの女じよ達たちも一様に頷いた。

「もう遅おそい時間だものね。晩ばん御ご飯はん、どうしようかしら。あ、ティア、お肉ばっかりはダメよ」

「どうしてわたしの気持ちが!?」

「そりゃあれだけ言われたら分かるわよ……お魚の煮に込みとスープに……」

「ラミネお姉ちゃん……台所に置いてあるお野菜が、もう傷む頃だよ」

「あら、そうね。じゃあ、そっちを使っちゃいましょうか」

「ねー、ちょっとだけでいいからさあ、お肉焼いてよぅ。ほら、ラミネが前に作った挽肉と赤茄子なすのソース使ったやつとか」

　ラミネ、ティア、ナナルが言い合いながら歩いていく。

　今まで過ごしてきた、そしてこれからも過ごしていくだろう、日常の姿だった。

「そんじゃ俺おれは今日も厄やつ介かいになろうかね」

　軽く笑いながら、ジャンがカイトの肩かたを抱いてくる。

「行こうぜ、一家の稼かせぎ頭」

「……はい！」

　カイトは頷いて、フレッサに手を振ふると、歩き始めた。

　真まっ直すぐに延びた――家までの、帰り路を。







★　最終章　これまでも、そして、これからも　★







　覚かく醒せい前の微睡まどろみは、大人になってからの揺り籠かごだ。

　穏おだやかな心地ここちよさを、ゆっくりと与あたえてくる。

　このままずっとここに居たい。永遠に安らいでいたい。

　そんな風に思い、しがみついてしまう。

　だが現実は無常にも、己を目覚めへと連れていくのだ。

「……イト……」

　ぼんやりとした意識の中で、自分を呼ぶ声が聞こえた。

「イト……イトってば……！」

　肩を掴まれ、強く揺ゆさぶられる。

「カイト、いい加減に起きなきゃダメだよ！」

　より大きく呼びかけられて、カイトはようやく目を覚ました。

　瞼まぶたを開けると、掠かすれた視界の中に、少女の姿が映る。

　水色の髪を長く伸ばした彼女は、腰に手を当てて、頬ほおを膨ふくらませていた。

「もう。やっと起きた。朝ごはん出来てるんだよ？　早く食しよく卓たくまで来てね」

　その隣となりには、同じ髪の色をして、そっくりな顔をした別の少女もいる。

「今日はね、カイトの好きな、オムレツだよ」

「……そう。ありがとう。行くよ」

　首を振って頭をはっきりさせると、カイトは欠伸あくびと共にベッドから降りた。

「あれ、リキは？」

「とっくに起きて、朝ごはんのお手伝いした後、庭で訓練してるよ」

　少女は言って、別の少女と共に部屋を出て行こうとする。

「そうなんだ。……それにしても、ミミもネネもしっかりしたなあ」

　感慨深く、カイトは呟いた。

「昔はよくオレにくっついたまま寝ねてたのに」

　あれからたった数年しか経たっていないのに、まるで別人のようだ。

「……何年も前の話よ。今はそんなことしないもの」

　振り返って、少女――ミミは顔を赤らめる。

「でもミミ、未いまだに寝ぼけてカイトのベッドに潜り込んでるよね。夜中に気付いて慌てて戻ってくるけど」

　ネネが忍しのび笑いを漏もらした。

「た、たまによ！　それにネネだってそうでしょ！　だから知ってるんじゃない！」

「ネネは別にいいんだもん。知っててやってるんだから」

「そういうことするから、ミミも怒おこられるんじゃない！」

「ミミだって好きでやってる癖に」

「ち、違う！　違うからね!?　こら、ネネ、待ちなさい！」

　ミミに追いかけられて、ネネは逃げるように走っていった。

「……大きくなったと思ったけど、中身はあんまり変わってないのかな」

　良いことなのか、悪いことなのかは分からないが、とカイトは寝ね癖ぐせのついた頭を掻く。可愛かわいいから、こちらとしては何の問題もないのだが。

　カイトが居間へと続く扉を開くと、香ばしい匂いが鼻をくすぐった。

　台所ではラミネがフライパンを振っていて、その隣ではサアラが食材を刻んでいる。

「あ……おはよう、お兄ちゃん」

　皿を運んでいたナナルが挨あい拶さつをしてきた。彼女はここ最近、随分と大人っぽくなった。顔立ちからも幼さが抜け、客観的に見ても驚くほどの美び貌ぼうを持っている。

　その証拠に、おしとやかな振る舞いと相まって、皇都では彼かの女じよに交際を求める男性が絶えないらしい。

　カイトとしては心配でたまらないのだが、ナナルはその全てを断っているようだ。今のところ、特定の誰かと付き合うつもりはないらしい。

　ただ、ラミネが一度「好きな男の子とかいないの？」と訊きいたところ、耳まで真っ赤にして俯うつむいたままだったそうだ。相手が誰なのか相当に気になるところである。

「あー。良い汗あせ掻かいた。あ、カイト兄ちゃん、おっす」

「おはようございます」

　庭先からリキとイオナが入ってきた。イオナもぐんと男らしくなったが、それ以上にリキは変わった。毎朝のようにイオナに相手をしてもらって鍛きたえている為か、体に筋肉がついて精悍な顔つきになっている。

「皆、おはよう。……まだ眠いや」

　目を擦りながらも、カイトはナナルの手伝いをして、食卓に皿を並べた。

「あー。カイト、悪いんだけどティア起こしてきてくれる？　あの子、何回呼びかけても唸るばかりでさ」

　焼いたオムレツをフライパンの上から皿に落としつつ、猫を思わせる耳を揺らし、ラミネが頼たのんでくる。

「ワタシが起こそうとしたのですが、抱だきつかれてそのまましばらく微動だにしませんでした。ちょっと手に負えません」

　サアラがため息交じりに言った。彼女もナナルと同様、数年前とは見紛うばかりの成長を遂げている。

「了りよう解かい。オレでどうにかなるといいけど」

　カイトは苦笑いをしながら、食卓にフォークやナイフを置いているミミとネネを横目に、寝しん室しつへと向かった。

「ティアー。そろそろ朝ごはんだよー。そろそろ起きたら？」

　扉をノックするも、全く反応がない。

　やはりこの程度ではダメかと、「いい？　入るよ？　入るからね？」と何度か念を押して、ノブを回した。

　鈍にぶい音を立てながら扉が開き、カイトは寝室に足を踏ふみ入いれる。

　五つ並んだベッドの内、一つにティアは居た。

　数年前に比べると、その横顔には年齢に相応しい大人の雰ふん囲い気きが漂っている。

　だが、相変わらず口は開けっ放しだし、そこから涎よだれは垂れているし、寝間着は乱れて、胸の下半分が見えてしまっていた。

「……まったくもう。この辺り、良い加減に直した方がいいと思うんだけどな」

　カイトは頬が熱くなるのを感じながら、目を逸らし、ティアの服装を正す。

「ほら、ティア、起きなよ。朝ごはんが冷めちゃうよ」

「……うむむ」

　むずかるような顔をして、ティアはベッドの上で丸まった。梃て子こでも起きてたまるものかといった態勢だ。

「いいの？　ティアの分、オレが食べちゃうよ。オムレツだよ」

「……おむれつ」

　ティアが薄らと目を開けた。さすがにこの辺りの反応は早い。

「そう、オムレツ。ラミネお手製だよ。美味しいよ」

「おむれつ……おむれつ……ふっくら……とろける……」

　なにかぶつぶつ呟いていたかと思うと、大きな欠伸をした。

「わかった。起きるよ……」

「そう、それは良かった。じゃあ、向こうで待ってるからね」

　カイトは言って、踵きびすを返し、歩き出そうとしたのだが、何かに摑まれて足を止めた。

　そちらに視線を向けると、ティアがこちらの服の裾すそを握にぎりしめている。

「だっこして、連れてって」

「……いや、あのね。君、いくつ？」

「さんさい」

「物もの凄すごく分かりやすい嘘うそをつかないの。ほら、起きて」

「だっこ！」

　全く譲るつもりはないようだ。仕方なく、カイトはティアを抱き上げた。

「にゅふふ……カイト、あったかい」

　首筋に、ティアが顔を摺り寄せてくる。こちらとしては彼女の胸が体に当たって、どうにも落ち着かない気分だった。

「あのね、ティア。前にも言ったけど……君も女の子なんだから、もうちょっとその辺に気を遣わないと」

「気を遣うって、どうするの？」

「色々あるけど、まずはオレに抱っこをねだらないことかな」

「えー。断る」

「いや断られても……ティアももう大人だろ」

「大人だけど、カイトにならいいの」

　謎の理論を構築して、ティアはカイトの肩に顔をうずめる。

　やれやれと思いながら、カイトが扉を開いて居間に戻ると、全員は既すでに席についていた。

　こちらの姿を見て、ラミネもナナルもイオナもサアラも、ミミやネネやリキですら、「ああ、またか」という顔をした。

「ティア姉さん、カイト兄さんに抱っこしてもらうの、好きですね」

　イオナが少し笑うと、ラミネは短くため息をついた。

「そろそろやめときなさいって言ってるんだけどねえ」

「いいなあ。ネネもしてもらいたいなあ」

　羨ましそうにネネが口にすると、ミミは口元を緩ゆるめる。

「ふっ、ネネはいつまで経っても子どもね。ミミはもう、そういうのは卒業したのよ」

「そうなの？　じゃあ、ネネだけやってもらおうっと。ミミは禁止ね」

　言うが早く、ネネは席を立つと、カイトにねだってきた。

「ねー。カイト、抱っこして」

「うん、いいよ。ほら、おいで」

　しゃがみこむと、ネネが身を委ねてきたので、カイトは空いた手で彼女を抱き上げる。

　ティアと二人だとさすがに重いが、そんなことは全く気にならなかった。

「ちょ、ちょっと、ネネ！　ダメよ！　そんなの！」

　ミミが抗こう議ぎしてくる。

「どうしてダメなの？　ネネはやりたいからやってもらってるんだもん」

「だ、だって、そんな、もう大きくなってるのに……！」

「ミミもやってもらいたいの？」

「やってもらいたくない！　でも、なんていうか、そういうのは……もう！」

　頬を朱しゆに染めて、なぜか悔しそうに、ミミは言った。

「いいんだよ、ミミもおいで」

　カイトは微笑んで誘う。が、

「ダメよ。ほら、ネネも降りなさい。いつまでもカイトに甘あまえるんじゃないの」

　ラミネに注意されて、ネネは渋々といった様子で「はーい」と降りた。

「ああ！　な、なんてことをするんだい、ラミネ！　せっかく、久ひさし振ぶりにネネを抱っこできたのに！　最近、朝起きても体が軽いから、悲しいんだよ！　切ないんだよ、絶望してるんだよ!?」

「当たり前のことでしょ！　早く慣れなさい！」

　ラミネは言って、

「まったく。ずっとそんなことばっかりで、ミミやネネがお嫁にいくことになったらどうするつもりなんだか」

「……なんでそんなこと言うの？」

　カイトは即そく座ざに滂ぼう沱だの涙を流す。

「ああ！　ダメですよ、ラミネ姉さん、不用意なこと口にしちゃ！」

「そ、そうだよ。お兄ちゃん、そういうのに、弱いんだから……」

　イオナとナナルが動どう揺ようするのに、ラミネは「ああ、もう……」と額に手を当てた。

「……なんか良い匂いがする」

　そこでやっと、ティアが完全に覚醒する。カイトの顔を見て笑え顔がおになった。

「おはよー、カイト。なんで泣いてるの？　お腹空いてるの？」

「……今、ラミネがとても悲しいことを言ったんだ」

「そうなんだ。大丈夫だよ。ご飯食べたらなんとかなるよ」

　何の確証もないことなのに、当たり前のように口にして、ティアはこちらの頭を撫でてくる。

　カイトは「ありがとう」と礼を言って、ティアを下ろした。

　家族全員が揃い、食卓につく。

　テーブルの上には、ラミネやサアラ、ナナルが作った様々な料理が並んでいた。

「はい、じゃあ皆、お祈いのりの時間よ」

　ラミネの指示により、全員が指を組み合わせる。

「今日も創造主イシア様の恩恵により与えられた命に感謝します。――全てに導きをイアン・フアーレ」

『全てに導きを』

　朝の儀ぎ式しきが無事に済めば、後は待望の食事だ。

　カイト達は一斉にナイフとフォークを手にとった。

「んん、ラミネのオムレツ美味しい！」

「スープもおいしいねえ、どうやったらこんなに上手に出来るのかな」「ネネも気になる」

「大したことはしてないわよ。調味料の加減かしら」

「うっめー！　とにかくうっめー！」

「リキ……野菜も食べなきゃダメだよ……」

「イオナ、牛乳をとって下さい」

「はい、これ。ああ、ティア姉さん、口が卵でべとべとですよ」

「ふごふもぐふもふ」

「口の中に物を入れたまま喋っちゃダメだって。はい、拭ふいてあげるから」

「ふぁりふぁとう、カイト」

　皆がそれぞれ好きに喋しやべり、騒々しくも賑やかな時間が過ぎていく。

　たっぷりと用意されたはずの朝食は、あっという間に全て平らげられてしまった。

「ふう、食べた。ごちそうさま！　後片付け終わったら、もう一回寝てこようかな」

　ティアが自分のお腹を叩たたきながら、立ち上がった。

「待ちなさいな。今日は依い頼らいがあったでしょうが。忘れたの」

　呆れたようにラミネが指し摘てきする。

「え……っ!?　もちろん覚えてたよ？」

「前半の『えっ』はなんなのよ、『えっ』は。ちょっと休憩したら出かけるわよ」

「……はーい」

　口を尖らせて、ティアが返事をする。

　カイトは苦く笑しようしながら、ナナルと一いつ緒しよに食器を洗った。

　全てが終わった後に、寝室で鎧を身に着け、双そう剣けんを腰こしに差す。

　具合を確かめていると、イオナがやってきた。

　彼かれもまた、カイトと同じ武器や防具を用意している。

「しかし、本当に良かったの？　双剣って扱あつかい難にくいから、正直、あんまりお勧すすめできないんだけど」

　問いかけたカイトに、イオナは笑顔で頷いた。

「ええ。カイト兄さんと同じ得物で仕事をこなしたかったので」

「……そっか」

　それはかつて、自分がジャンに対して言ったのと全く同じ台詞せりふである。

　憧れの背中を目指してきたつもりが、いつのまにか、自分がその対象になってしまったらしい。

　なんだか嬉しくなって、カイトは思わず、イオナを抱き締しめていた。

「カ、カイト兄さん？」

　戸惑うイオナの頭を、くしゃくしゃと撫でる。

「ありがとう。しかし、イオナももう立派な求索士トレイズだね。頼りにしてるよ」

「……そんな。まだまだ勉強させて下さい」

　謙虚な態度にますます愛しくなり、カイトは更さらにイオナを抱く力を強めた。

「兄ちゃん達たち、なにしてんの？」

　様子を見に来たらしいリキがきょとんとする。

「愛の確認……かな」

「カイト兄さん、ちょっと意味が分からないです」

　解放されたイオナが吹き出した。

「なんだかよく分かんないけど、姉ちゃんたちが待ち侘びてるぜ」

　リキに言われ、カイトは「おっと、そうだった」とイオナを見た。

「それじゃ出ようか、イオナ」

　はい、と返事をしてきたイオナと共に、寝室を出る。

　そこには自分達と同じように装備を整えたティア達が立っていた。

　サアラもまた使い慣れた杖つえを手に、こちらを待っている。

　カイトは頷き、二人増えた求索士と共に、拠点ホームを出た。

　眩いばかりの陽光が世界を照らし、美しい街並みを輝かがやかせている。

　数年前の事件が嘘のように、皇都は復活を遂げたのだ。

　カイトは遠く彼方に聳える皇宮を眺め、今日もそこにいるであろう小さな皇王のことを想った。

　フレッサは背が少し大きくなったものの、まだどこか子どもっぽさが抜けず、以前と同じようにカイトや子ども達と遊びたいと駄々をこねてザウドを困らせている。

　ただ最近では、ある程度は黙認されるようになって、たまにこっそりと拠点を訪おとずれるようになっていた。

「今日は快晴だね。なんだか良いことありそう」

　ティアが額に手をかざして告げる。

　なんの根拠もないが、抜けるような青空と、彼女の笑顔を見ると、本当にそうかもしれないと思った。

　カイトは振り返り、留守番役の子ども達を見る。

「それじゃ――今日もひと稼ぎ、してこようか」

　その言葉に、玄げん関かん先に立っていたミミ、ネネ、リキはそれぞれ、手を上げた。

「いってらっしゃい！」「早く帰ってきてねー！」「お土産待ってるぞ！」

　カイトは笑って、前を向く。

　そして、ゆっくりと足を踏み出した。

　掛け替えのない人達――。

　世界で何よりも大切な、家族と共に。

Ｆｉｎ
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★　あとがき　★







　何気ない言葉が、どこにでもある景色が、いつものような日常が、何かの力をくれる時があります。

　生きることはそんなに難しいことじゃないかもしれない、と、そう考えられるほどに。

　いささか大げさかもしれませんが「当たり前のように存在する普通のこと」には、そんな強さが存在している気がします。

　今回の「世界最強は家族と仲良く出稼ぎ中！」の物語を通し、それを感じて頂ければ、この上なく幸いです。

　どうも、お久し振りです、空そら埜の一かず樹きです。

　この本が出る頃には、もう、年が明けているのでしょうか。１月でしょうか。２０１７年でしょうか。念のために言っておきます。

　あけましておめでとうございます。

　まだ明けてなかったら、すみません。

　でも、暮れましてろくなことございません、と言うと、いやそういうことじゃないだろ、と指し摘てきがありそうな気がするので、とりあえずこのままで。

　２０１６年というと色々なことがありましたが、個人的なことで書くなら……なら……。あれ……仕事以外で別に……ない……？

　涙が出る前に謝しや辞じへ移ります。

　担当Ｎ様。家族物という変わった形でのお話となりましたが、色々と助言頂き本当にありがとうございます。これからも宜しくお願いします。

　イラスト担当の和かず武たけはざの様。和武様の生き生きとした、華やかな絵がなければ、ここまで続けては来られなかったと思います。今までカイト達を描き続けて頂き、本当にありがとうございました。

　様々な面でメッセージを下さる方々へ。何かと足りないぼくではありますが、これからもどうか宜しくお願いします。

　そして何より、全ての読者様へ。最大限の、感謝を。

　それではまた、どこかでお会いしましょう。

十二月　空埜一樹　ＢＧＭ『無し』

ＨＰ　『空ノページ』　http://www.eonet.ne.jp/～tabibito5/
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